
今日だけは、ワコムの話をさせてください。
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ワコムが大切にする「インク（Ink）」とは何か？

「今日だけは、ワコムの話をさせてください」
from 井出信孝 代表取締役社長 兼 CEO

 【体験の旅】を届けるという約束

ワコムが届ける【体験の旅】とは
ライフロング・インクの実現へ向けて追求する3軸

ETCチームが実現する、これからの製品開発
「Wacom® Cintiq® Pro 27」開発の舞台裏

ワコム製品を操るクリエイターたち

「新しいエコ・システム」の青写真

革新的協業の軌跡
新製品の共同開発を行うレノボ、サムスン

未来へ向けたコラボレーション
Z会、パイロット、mui Labとワコムの取り組み

いつでもどこでもワコムがサポート
世界各地の日常に新たな【デジタルペン体験】を届ける試み

「世界は、まだまだ可能性に満ちている」
ビジネスソリューションの発想力

仲間と呼べるような「親しみ」を感じるテクノロジーを求めて
ハードウェア会社から【体験の旅】を届ける存在へと進化を続けるワコム

デジタルインクが紡ぎ出す新たな可能性:「KISEKI ART」「Wacom Yuify」

未来の体験価値は技術革新から生まれ出る
ワコムの根幹を担う開発リードが対談

世界を知る投資家・阿部修平は、なぜワコムに熱視線を注ぐのか 

ワコムを取り巻くコミュニティ
多彩なパートナーと共創する未来

コネクテッド·インクは「クリエイティビティのおもちゃ箱」だ

ワコムの社会への取り組み
【心の灯り】を大切にするワコム

ワコムの環境サステナビリティ
「テクノロジー・リーダーシップ・カンパニー」として推進する環境への取り組み

TCFD提言に基づく情報開示

ワコムグループのガバナンス
グローバルに活動するワコムグループのガバナンスについて

会社概要

価値創造を実現する6つの資本

ワコムの歩み
1983年の創業から現在までのワコムの軌跡

【Meaningful Growth】という問いかけ
測定可能な評価軸だけではない世界を目指して

Work of Art:「創作2023」 by Bunta

感謝の手紙

編集後記
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　自分の子どもからもらった「ありがとう」のメモ書き。波打ち際に木の枝で描かれた落

書きや告白。ノートの片隅に記された時や場所。指や道具で描き/書き付けられた線、そ

して線から成る文字や絵には表現の巧拙などはなく、触れるものの心に等しく小さな火

を灯してくれる。こうした「想い」や「心の有
あ
り様
よう
」の込められた筆

ストローク
跡を指して、ワコムでは

「インク（Ink）」と呼ぶ。道具屋・ワコムの仕事は、デジタルでインクを「描き付ける/書き

付ける」「刻み込む」「削り出す」ための道具をつくること。人間の人間たる所
ゆえん
以のひとつ

と言える【描く/書く】を支えるには、その書かれた線であるインクを大切に扱うのは当

然のことと言える。

　ワコムが手がける道具は、デジタルペンや液晶ペンタブレット／ペンタブレットといっ

たデジタルツール。ペンにインクが必要なように、デジタルペンで線を引くにはデジタル

インクが欠かせない。デジタルペンの技術を磨き上げるだけでなく、デジタルインク技術

も進化させなくてはならず、「WILL™（Wacom Ink Layer Language）」はワコムを代表

するデジタルインク技術だ。一般的に、アナログインクは時間の経過や環境の変化に

よって影響を受け、次第に劣化し、いずれ消え去っていく。例えば『古事記』。現存する最

古の写本は南北朝期に編まれたもの。この「真福寺本『古事記』三帖（国宝）」は成立から

1,000年も経っていないが、細心の注意を払って保管・修復されなければ、そう遠くない

未来には朽ち果てる運命にある。翻って、デジタルインクはどうだろうか。デジタルインク

は時間と空間を超え、記録・保存・複製・移動など、アナログインクが苦手とする課題を

解決してくれる。さらに、感情や思考といったアナログでは難しかった情報の捕捉・解

析・保存をも可能にし得る。デジタルインクには、未だ私たちが知らない無限の可能性

が秘められていると言えるだろう。

　人間が存在する限り、【描く/書く】という行為が無くなることはない。技術の進歩に

よって「インクが記されるもの（対象物）」は土、石板、パピルス、羊皮紙、紙、ペンタブレッ

トへと変化を遂げた。もしかしたら、近い将来、インクが記されるものはさらに変化し、最

終的に何もなくなる可能性もゼロではない。しかし、人間がその想いを込めて【描く/書

く】という本能・衝動は消えないはずだ。ワコムが寄り添いたいのは、この【描く/書く】と

いう人間のひとつの本質。だからこそ、道具屋であるワコムはモノをつくるだけでなく、

ペンを通じた体験を提供していくことに情熱を注いでいくのだ。

ワコムが大切にする「インク（Ink）」とは何か？

想いや心の有り様を留めるものは

決して無くならない

What
is 

Ink
that 

Wacom 
values?
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一番のファンとして、僕が伝えられること

今日だけは、ワコムの話をさせてください
ワコムに身を投じて以来、ひとつの生命体にも喩

たと
えらえるこの会社の持つ奥深さに触れること

で、「誰よりも熱いファンになっていった」と語る代表取締役社長 兼 CEO・井出信孝。長く抱いて
きた「人間を支えたい」という想いは、多くのチームメンバーと共に歩むなかで、着実に実現へと
近づいている。ワコムの持つ価値とその先に広がる未来について、自らの言葉で語る。

WACOM VISION
from NOBUTAKA IDE
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底知れぬ魅力に心を奪われたか
ら。ワコムの使命、それは「【描く/
書く】を実現するための道具づくり
を続けること」。「ライフロング・イン
ク（Life-long Ink）」という約束も、
僕が考え続けてきた「人間を支えた
い」という想いとも分かち難く結び
ついています。

　「人間とは何か?」「人間を支える
術
すべ
はあるのか?」僕が長く考え続け

てきた課題意識です。【描く/書く】は
「人間をその人たらしめているも
の」のひとつであり千差万別です。
その行為と密接に関わるワコムの
ビジネスは「人間の本質」「人間の
創造性」に関わることだと感じまし
た。ワコムであれば、【描く/書く】を
通じて人間のすべてを支えられる
のではないか。こうした直感がワコ
ムへの転身につながりました。
　僕が「ワコムの一番のファン」を
自負するに至った理由は、そのビジ
ネスが秘める「無限の可能性」に気
付いたことです。「ワコムの技術は
人間のすべてを支えることができる
のでは?」という直感はあったもの
の、入社後に配属されたのはワコ
ムのテクノロジーをOEM提供先
メーカーに提供する「テクノロジー
ソリューション事業」でした。それま
で、【描く/書く】、特にデジタルツー
ルでの【描く/書く】は、創作・作品
づくりに関わる【クリエイター/アー
ティスト】だけの、ある種特別なもの
だと考えていました。ところがテクノ
ロジーソリューション事業でのビジ
ネスは、「描き付ける/書き付けると
いう行為は日常の至るところに溢
れている」ということを教えてくれま
した。ワコムに入社して、この事業
に携わったからこそ、僕はワコムの
全貌を見ることができるようになっ

たと言っても良いかも知れません。
　ワコムの魅力と奥深さ、その最大
の要素は「お客様との距離が極端
に近いこと」です。ワコムのお客様
は、ワコムのディスプレイ（液晶ペン
タブレット）やペンタブレットを使っ
てくれるユーザー、ワコムのテクノ
ロジーを提供しているOEM提供先
メーカー、未来の体験価値につい
て語り合うパートナーなど多岐にわ
たりますが、すべてのお客様との距
離がとても近いのです。それは、ワ
コムが明確な目的のために価値を
提供していることに起因します。【描
く/書く】を軸として「創造する」「記
録する」「学ぶ」という目的があるか
らこそ、ワコムが果たす役割も明瞭
になります。ワコムのテクノロジーが
百人百様のお客様の目的に直接つ
ながっているのは、大きな誇りです。
　僕はワコムという集団を生命体
のように感じています。誕生から40
年間生き続けてきた「ひとつの生命
体のような存在としてのワコム」。そ
の行く末に興味が尽きません。
CEOという立場でワコムを率いて
はいますが、僕自身が動かすわけ
ではなく、ワコムに突き動かされ、
ワコムが進みたい方向に導く助け
をしているにすぎないのでは？と
思います。
　この「ワコムに突き動かされてい
る」という感覚は、振り返れば2019
年 の「 コ ネクテッド・インク
（Connected Ink）」（⇒P68&69 _ 
コネクテッド・インクについて） で
強く感じたと記憶しています。コネ
クテッド・インクは、「創造的混沌」
をテーマに「【問い】を立て、意見を
交わし、次なる【問い】につなげるこ
と」により、創造性の未来を探求し
続ける実験的空間。2019年のコネ
クテッド・インクで、「もはやこのイ
ベントはワコムだけのものではな

　Wacom Story Book（ 以 下 ス
トーリーブック）を手に取っていた
だいたすべての方へ。これは僕らワ
コムの飾らない姿を、より広く、より
深く知っていただくための、ひとつ
の新しい挑戦です。ここには「いま
のワコム」を構成する人物たちが登
場します。道具屋・ワコムが磨き上
げた製品をご愛用いただいている
お客様、未来に向かって一緒に【体
験の旅】を創り出しているパート
ナー、厳しくも温かい目で常に叱咤
激励してくださる投資家の方々、そ
して、日々共に歩むチームメンバー
（ワコムでは従業員をこう呼びま
す）の面々。世の中の移り変わりに
柔らかく対応しながら、姿を変え続
ける【生命体・ワコム】にとって、誰
一人欠くことのできない大切な仲
間です。一人ひとりが紡ぐ言葉は、
どれもが小さな「物語」でもありま
す。ワコムにまつわる物語に耳を傾
けて欲しい。それぞれの物語に宿
る温かな【心の灯

あか
り】を見つけても

らいたい。そうした想いを込め、こ
のアンソロジー（撰集）に「ストー
リーブック」という名を託しました。
これから定期的に、ワコムの心躍る
ような冒険譚をお届けしたいと考え
ています。まずは「ワコムの一番の
ファン」を自認する僕が、尽きること
のない魅力についてお話ししたいと
思います。

僕はこうして
ワコムのファンになった

　僕はワコムを創業したわけでも、
ワコムで特別な教育を受けたわけ
でもありません。その僕が「ワコム
のファン」になったのは、ひとつの
生命体ともいえるこの企業の全貌、

from NOBUTAKA IDEWACOM VISION
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from NOBUTAKA IDEWACOM VISION

　ワコムに感じる魅力は数え切れ
ないほどあります。ここでは「テクノ
ロジーを追求する姿勢」「愛憎入り
混じるお客様との関係性」「独立と
協調の両立」「チームメンバーの想
いや誇り」という4つの観点に絞っ
てお話しします。

01　愚直なまでの技術追求の姿勢

　ワコムの価値の源泉はテクノロ
ジー。徹底的な技術追求の姿勢こ
そが「ペンを通じた新しい体験」を
届けるために最も重要です。CEO
就任後初の意思決定も「ワコムは
技術会社である」と宣言することで
した。【 中 期 経 営 方 針 Wacom 
Chapter 3】の【5つの戦略軸】のひ
とつとして「テクノロジー・リーダー
シップ（Technology Leadership）」
を標榜しています。これは「技術開
発に経営資源を集中的に投下し、
圧倒的な体験を届ける」ことを指し
ます。ワコムはテクノロジーそのも
のではなく、テクノロジーを「体験」
に翻訳して届けます。この圧倒的体
験の実現を目指し、テクノロジーへ
の投資に注力しているのです。
　少し長い目で見ると、「【描く/書
く】という行為の未来」についても
考えておくべきかも知れません。人
間が存在する限り、【描く/書く】の
重要性は変わらないでしょう。一
方で、「破壊的技術」の登場が、意
味や定義を根本から覆すという可
能性もゼロではありません。【描く
/書く】と人間との関係も予想のつ
かないものになるかも知れませ
ん。それでも、【描く/書く】という行
為は人間の根源的欲求のひとつ

です。いつ訪れるかもしれないそ
の時のためにもテクノロジーを大
切にし、次世代へ継承することが
欠かせないのです。
　デジタルテクノロジーが内包する
「危うさ」から目を背けてはならない
とも考えています。即時性、効率性、
生産性、再現性といった恩恵をもた
らすと同時に、誕生以来、人類が育
んできた「人間性」や「人間の創造
性」を毀損しうる、もっと言えば「い
とも容

たや す
易く無力化してしまうのでは

ないか」という懸念を持っています。
ワコムが関心を寄せるのは「もっと
移ろいやすい、シグナル（重要な情
報）とノイズ（雑音）が混在するよう
な情報」 です。それを捉えて可視化
できれば、そこには新しい体験が生
まれるはずだと考えています。時空
を超えて揺

たゆ た
蕩う情報、千

ち ぢ
々に乱れる

想いや言
ことだま
霊をデジタルテクノロ

ジーで捉え、価値を見出したい。そ
の実現に自信があるからこそ、臆す
ることなくこの課題意識を問いかけ
ることができるのです。
　ここでワコムがお客様に届ける
【3つの体験】についてお話ししま
しょう。第1の体験は「『筆が走る体
験』をクリエイターに届ける」こと。
この体験を届けるのは「クリエイ
ティブソリューション」であり、ワコ
ムブランド製品群がその役割を担
います。言うなれば「スペードの
エース」。最強の一枚を持っている
から、ワコムは【クリエイター/アー
ティスト】に最高のペン体験を届け
ることができます。第2の体験は「日
常に溶け込む『ペン体験』」。世の中
へ【デジタルペン体験】を広く深く浸
透させていくのは「ビジネスソ
リューション」と「テクノロジーソ
リューション事業」。ビジネスソ
リューションはワコム製品をあらゆ
るビジネスシーンに浸透させること

い」と感じました。参加してくださる
一人ひとりに大切なものがあり、社
会にインパクトを与える様子を見て、
【生命体・ワコム】が僕らを動かし、
大きな渦に巻き込んでいくような感
覚に包まれました。それは、「新しい
文化を創っていけるのではない
か?」という強い予感でした。その場
に集う人々が「次世代につながる文
化の萌芽を大切に育てるという使
命を帯びた」とも言えるかも知れま
せん。「新しい文化を創る」というス
ピリットは、ワコムのなかで日々成
長しているように思います。
　ワコムは、「ライフロング・インク」
（⇒P18&19_ライフロング・インク
について） という「約束」を掲げて
います。それは、「ワコムがお客様に
対し、インクを通じて【体験の旅】を
届けるという『約束』」です。その
「旅」は、ワコムがお客様の生涯を
通じて届ける「体験」から成るもの
であり、この「体験」を生み出すの
は、ワコムが磨き上げているデジタ
ルテクノロジーです。「インクに関わ
るデジタルテクノロジーが実現する
体験を、お客様の生涯を通じて（＝
ライフロング）提供し続けることで、
お客様と共に旅をする」というのが、
ライフロング・インクの意味すると
ころになります。デジタルテクノロ
ジーは時間と空間を超えます。製品
と技術のみならず、「製品と技術を
通じた体験を届ける会社」であると
自覚し、すべての人生を「一生」とい
う時間軸で支えるという意思表明を
ライフロング・インクという言葉に
込めています。もしかすると一生さ
えも超え、死してなお続く物語を紡
ぐことができるのです。

【描く/書く】と密接に関わるワコムのビジネスは

「人間の本質」「人間の創造性」に

関わることだと直感したのです。

ワコムに感じる
「4つの魅力」
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from NOBUTAKA IDEWACOM VISION

ワコムのパートナー候補

アライアンスの機会は

ほぼ 無限に存在しているのです。

これはワコムにとって福音であり

最高の事業環境と言っていいでしょう。

す。命を預ける相手であるからこ
そ、そこに向けられる感情の激しさ
の度合いは必然的に高まらざるを
得ない。OEM提供先メーカーにつ
いても同じことで、ワコムのテクノ
ロジーが「ビジネスの命運を握って
いる」のです。【クリエイター/アー
ティスト】は「魂を込めて創作する」
という使命、OEM提供先メーカーは
「最上の製品を届ける」という使命、
ワコムは「その情熱に応えるために
全力で貢献する」という使命を帯び
て真剣に対峙しています。互いの使
命に忠実であろうとするからこそ、
そこには損得を超えた親密な関係
が生じるのでしょう。
　CEO就任からほどなくして、ある
クリエイターから厳しい言葉をいた
だいたことがありました。「ワコムは
私たちクリエイターの覚悟というも
のを全く理解していない。言いたい
ことは山ほどあるが、言葉にする気
にもならない。今後はもうワコムの
製品は使わない」と。返す言葉もあ
りませんでした。その言葉を胸に刻
んで取り組んだのが【Wacom 
Cintiq Pro 27】（⇒P24-27_クリエ
イターに届ける最高の道具体験）の
開発でした。お客様の声に応えるこ
とを至上目的に据えて開発した渾
身のフラッグシップモデル。先のク
リエイターはこの製品に触れた時、
「私たちの声を聞いてくれました
ね。これこそが欲しかったもの。素
晴らしい製品をつくってくれてあり
がとう」と仰ってくださったのです。
思わずその場で涙しました。
　OEM提供先メーカーとは技術
的要求や納入コストについて、お
互いに神経をすり減らすような厳し
い交渉が続きます。あるお客様の
社内で圧倒的な実績と存在感を放
つ「伝説のエンジニア」が、引退後、
「これまでたくさん難しい注文を出

してきたが、ワコムは共にイノベー
ションを起こしてくれた」という言葉
を掛けてくださいました。これ以上
の褒め言葉があるでしょうか。
　ワコムの製品や技術は【描く/書
く】という目的特化型のため、好き
も嫌いも一瞬で判断され、あらゆる
フィードバックが迅速に届けられま
す。そのため、技術開発サイクルを
高速で回すことができます。【描く/
書く】という行為が極めて個人的な
感覚であるため、すべての人から高
く評価されるテクノロジーは、永遠
に完成することのない、まさに「終
わりのない宿題」のようなもの。そ
れが僕らのやりがいにつながって
いるのです。

03　【ひとり歩む】と【共に歩む】が
並び立っていること：
パートナーとの共創

　ワコムの魅力、その3つ目は独立
と協調の両立、すなわち「【ひとり歩
む】と【共に歩む】が並び立つ」とい
う特徴です。【ひとり歩む】とは「自
分たちの信じる道を、覚悟を持って
進む様子」を指します。ワコムで言
えば、デジタルペンやデジタルイン
クの技術を突き詰めてきたことが
該当するでしょう。技術や製品を磨
き上げるだけでなく、未知の市場を
も切り拓いてきました。一方の【共
に歩む】は「外部との関係性を築き、
コミュニティを創ること」。【ひとり歩
む】と【共に歩む】の並立が、ワコム
の強みであり魅力です。
　先駆者たちとパートナーシップを
築けるのは、【ひとり歩む】ことをひ
たむきに続けてきたからに他なりま
せん。ワコムのテクノロジーは唯一
無二であるため、全く異なる分野か
らも注目と関心を集めます。真に価
値のあるテクノロジーを育ててきた

で、テクノロジーソリューション事業
はワコムの持つデジタルペンやデ
ジタルインクの技術を通じてOEM
提供先メーカーの製品に付加価値
を与えることで、その体験を実現し
ます。同じくカードに喩

たと
えるならば、

多彩な数字とマークの組み合わせ
を取り揃えることで、あらゆる場面
に対応できる最強の布陣を敷くと
いうイメージです。そしてお客様に
届ける第3の体験は「『道具体験』
の先にあるもの」。文字や絵に宿る
言霊を読み解き、新しい体験価値
へと昇華させる。この体験を届ける
のは「インクディビジョン」の役割と
なります。「一枚の最強のカード」と
「多種多様な個性的なカード」。両
方を揃えていることがワコムのスト
ロングポイントなのです。

02　 あまりにも、あまりにも熱い 
お客様の存在

　ワコムの魅力、その2つ目は「愛
憎が表裏一体となったお客様との
関係性」。「愛して、愛して、愛しすぎ
る。それ故に、少しのボタンの掛け
違いで、愛が憎しみへと転換しう
る」という感情です。ワコムのお客
様は実に多岐にわたります。ワコム
製品を自らの身体の一部のように
操る【クリエイター/アーティスト】た
ち。学びなどの道具として日常的に
ワコム製品を使っていただいてい
る人たち。ワコムのテクノロジーを
通じて共に製品や体験を創ってい
くOEM提供先メーカーやパート
ナー。誰もがワコムに対して「愛憎
が表裏一体となった感情」をぶつけ
てくれるのです。
　創作に携わる人たちは作品に命
をかけています。その道具を手がけ
るワコムは、ある意味で彼ら・彼女
らの「命を預かっている」とも言えま
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でいる」ということ。それぞれのお
客様の期待に応えようと「1mmず
つの進歩」に誇りを持って進んでい
る。彼らの言葉から矜持とも言える
ものを強く感じ取りました。際立った
「個」の集合体。これこそが【生命
体・ワコム】の正体ではないかと
思っています。
　ワコムに溢れる小さな【心の灯
り】に光を当て、後押しする活動が
「 社 会 へ の 取 り組 み（Social 
Initiatives （⇒P70_ワコムの社会
への取り組み））」です。それは、喜
び、怒り、哀しみ、楽しみといった
チームメンバーの心の奥底から湧
き上がる想いを原動力としたもの。
そのどれもが、誰に強要されるでも
なく、チームメンバー自身の信念や
情熱に支えられています。一つひと
つの活動は、必ずしも世の中を変え
るような驚くべき取り組みではない
かも知れません。それでも信念に従
い、自分ができることに自分のやり
方で対峙している「小さな物語」で
す。ビジネスと社会貢献の境界線
が曖昧になり、ほとんど溶け合って
いるような取り組みも少なくありま
せん。【心の灯り】が「社会への取り
組み」の世界を押し広げていけれ
ばと考えています。

「道具屋」であることを
決して忘れない

　僕らは【体験の旅】を届けるとい
う約束をしていますが、その体験は
ワコムがつくる道具を通じて実現す
るもの。ワコムは「道具屋」であるこ
とを忘れず、使い手を支え続ける自
覚を持っています。「筆を止めないこ
と」「筆が走る体験を提供すること」
「創造性を加速させること」は道具
屋・ワコムのプライドなのです。
　

　ワコムの立ち位置は、あくまでも
「道具屋（instrument provider）」
です。「道具」の英訳に“tool”では
なく“instrument”を充てたのは、
手に馴染む感覚や、使い手に寄り
添う存在でありたいという願いを
込めているから。要素技術のみを
提供するソリューションカンパニー
ではなく、あくまで「道具屋」であり
たい。技術だけを切り出すのは難し
くありませんが、ワコムが届けたい
のは「道具を通じた体験」なのです。
　道具屋としてワコムが守りたいこ
とがあります。まずは「（使い手の）
筆を止めないこと」。ワコムの道具
が原因・障害となってクリエイター
の創作や思考を止めるようなこと
があってはなりません。そのために
「デジタルインクの遅延」を極限ま
で減らし、「液晶画面に生じる視差」
をゼロに近づけるなどの挑戦を続
けているわけです。次に「筆が走る
体験を提供すること」。頭で考える
ことなく自ずと筆が走るような感覚
を提供するのが、僕らの守るべきこ
とです。最後に「創造性を加速させ
ること」。「筆が走る」ことから「思考
が深まる」「創造性が豊かになる」と
いう、これまでにない体験が実現で
きたら素晴らしいことです。「創造性
に刺激や閃きを与える道具」をワコ
ムが届けたいのです。もちろん、「筆
を止めないこと」はクリエイティブ
な領域に限ったことではありませ
ん。ビジネスシーンにおいても道具
が原因で筆を止めることがないよ
う、ワコムはテクノロジーを磨き続け
ています。
　道具屋自身は、果たしてクリエイ
ターになり得るのでしょうか？ 創作
の主役は言うまでもなくクリエイ
ターやアーティストです。才能ある
存在を支えるのがワコムの使命で

から、あらゆる世界のトップとも対等
な立場で組むことができるのです。
　ワコムと【共に歩む】パートナー
には「技術パートナー」「ビジネス
パートナー」「文化共創パートナー」
という3つのカテゴリーが存在しま
す（⇒P60_ワコムを取り巻くコミュ
ニティ）。もちろん、この区分けは厳
密なものではなく、パートナーに
よっては複数のカテゴリーに含まれ
る場合もありますが、パートナーと
の連携が「ワコムだけでは知り得な
かった世界」を見せてくれているの
は間違いない事実です。パートナー
との関係から、ワコムは多くのこと
を学んでいるのです。
　デジタルテクノロジーの最大の
特徴、それは「掛け算の可能性」で
す。技術と技術の掛け合わせが起
こりやすいということは、次々と現
れる新たな製品・サービスを見れ
ば明らかです。ふと見渡せば、実に
多くの分野で技術のイノベーション
が誕生しています。そしてワコムは、
デジタルペンやデジタルインクの分
野でのイノベーションを誘発する可
能性を秘めた突き抜けた存在でも
あります。ワコムの技術は他のどん
な技術とでも組み合わせられる。ワ
コムのパートナーになり得る相手
は、ほぼ無限に存在しているので
す。これは最高の事業環境と言って
いいでしょう。

04　チームメンバーの
想い・誇り ＝ 心の灯り

　ワコムの魅力、その4つ目はそれ
ぞれのチームメンバーが持つ【心の
灯
あか
り】です。CEO就任後、世界中の
拠点を回ってチームメンバーと対話
しました。その時に感じたのが「一
人ひとりがそれぞれの使命感を
持ってワコムでの仕事に取り組ん

from NOBUTAKA IDEWACOM VISION

「ライフロング・インク」とは

ワコムがお客様に対して

【体験の旅】を届けるという「約束」です。

14 15



（自己資本利益率）とROIC（投下資
本利益率）の各指標をガイドラインと
して掲げ、2025年3月期までの「成
長のイメージ」をお伝えするとともに、
株主様への還元策も示しています。
　世の中では「ESG経営」への注
目が集まっていますが、「何のため
にESG経営を意識するのか?」とい
う点を強く意識したいと思います。
ワコムにとって「Environment（環
境）」「Social（社会）」「Governance
（企業統治）」への取り組みは、あく
まで「【体験の旅】を届ける」というラ
イフロング・インク実現のためのプ
ロセスです。2023年4月にはTCFD
（気候関連財務情報開示タスク
フォース）へ賛同し、その提言に基
づいたレポートを公開しました。
「ESG経営への対策が求められて
いるから」という社会的要請のみに
よるものではなく、すべての人間を
支えるために必要だから取り組む
のです。それ故、ワコムらしさを大
切にしつつ、環境・社会・企業統治
へのアプローチを練り上げていくべ
きだと考えています。
　ワコムの使命は「【描く/書く】た
めの道具づくりを続けること」。しか
し、この使命も時代や社会を映すも
のであり、使命が変われば、求めら
れる経営のあり方も形が変わるで
しょう。僕は現在の経営体制、特に
社外取締役の顔ぶれには誇りを
持っています。それぞれがワコムの
使命に共感し、専門性やスキルを
活かして経営にアプローチしてい
る。ゴールイメージを共有し、オー
プンで、時には厳しい議論ができて
いるという絶対的な信頼感がある
のです。
　現在を冷静に見極め、現体制で
やるべきことを計画・遂行する。こ
れは当然のことですが、それだけ
では十分ではありません。急激か

つ予測不可能な変化が絶えない時
代にあっては、硬直化した経営体
制は恐怖でありリスクです。僕は経
営者としての自分自身のタイムリ
ミットに強い自覚があります。その
ために「次世代のワコム」を思い描
いて、未来の軸となるプロジェクト
の推進に全力を注いでいます。技
術開発は一朝一夕で成果が出るも
のではありません。次の世代にバト
ンを受け継ぐその時まで、「明日の
ワコムを創るための、いまのワコム
を輝かせる挑戦」が続きます。それ
ぞれの使命に向けて、底知れない
情熱を胸にプロジェクトをリードす
るチームメンバーたちを目の当たり
にし、その冒険が素晴らしい結末を
迎えると信じて疑いません。

Epilogue

　ワコムのストーリーブック、その
最初の一歩がいよいよ始まります。
ページを捲

めく
った先に始まる物語は

「いまのワコム」を読み解く鍵となる
でしょう。これまでにお話ししてきた
夢や未来がどのように実現されて
いくのか。その道筋をはっきりと理
解していただけるのではないかと
思います。現在のワコムには「すで
に実現できていること」「これから実
現できそうなこと」「まだ実現できて
いないが、懸命に取り組んでいるこ
と」「いつか実現してみたいこと」が
渾然一体となって渦巻き、それらは
すべてライフロング・インク達成の
途上に現れるワンシーンとなること
でしょう。【生命体・ワコム】のこれ
からに、僕自身、期待せずにはいら
れないのです。

はありますが、その「才能を支える
仕事」も、ある種のクリエイティビ
ティに満ちた仕事であるという自信
を持っています。

ワコムが向かう未来

　ワコムの使命は「【描く/書く】を
実現するための道具づくりを続ける
こと」。しかしながら、この使命も不
変ではなく、世の中の移り変わり、
技術の進化、競争環境の変化など
に合わせて常に形を変えていくも
の。これこそ、40年にわたって生き
続けてきた【生命体・ワコム】の真
骨頂だと思うのです。

　変わり続ける【生命体・ワコム】
は、道具屋としての誇りを失うこと
なく、「総合的な体験価値を提供す
る会社」へと変貌を遂げようとする
途上にあります。クリエイターに新
たな閃きをもたらす「KISEKI ART
（キセキアート）」（⇒P48_デジタル
インクが紡ぎ出す新たな可能性）、
クリエイターの権利を保護する
「Wacom Yuify（ワコムユイファイ）」
（⇒P49_デジタルインクが紡ぎ出
す新たな可能性）、生徒の学びの
過程と特徴を可視化して学びを支
えるサービスなど、千

せんたいばんじょう
態万状の挑戦

が動き始めており、すべてが「ライ
フロング・インクの実現」という一
点において明日のワコムを支えま
す。言わば、テクノロジーを中心に
配した曼

ま ん だ ら
荼羅です。

　財務指標は40年にわたるワコム
の存在証明のひとつだと捉えてい
ます。その数字の浮き沈みも【生命
体・ワコム】が生き抜いた証しのよう
なもの で す。【 中 期 経 営 方 針 
Wacom Chapter 3】では、資本や
事業活動の効率性を軸として、ROE

from NOBUTAKA IDEWACOM VISION

1970年 東京都生まれ。国際基督教大学大学院行政学
研究科（当時）修了後、日本の家電メーカーに入社。米
国での商品企画やマーケティング、中国での携帯電話
ビジネスの事業開発などに携わり、2013年、株式会社
ワコムに入社。テクノロジーソリューションビジネス
ユニット、シニア・バイスプレジデントなどを経て、
2018年、代表取締役社長兼CEOに就任。2021年に
は、人間の新しい表現と学びを支える一般社団法人コ
ネクテッド・インク・ビレッジを設立し、代表理事就任。
読書、楽器演奏と作詞を楽しみ、休日はパフォーマー
の娘とコラボ創作に取り組む。好きな作家は三島由紀
夫、好きな音楽はチャイコフスキー、シオン。

井出信孝  |  Nobutaka IDE

株式会社ワコム　
代表取締役社長 兼 CEO

CEOメッセージは、Wacom Chapter 3の5つの戦略軸（P87 中期経営方針） 

(「Technology Leadership」「Community Engagement」「New Core Tech, New Value Proposition」
「Tech Innovation for Sustainable Society」「Meaningful Growth」) に集約されます。

この戦略軸に呼応する形でマテリアリティを設定しています。

ワコムのマテリアリティ（重要課題）

1 技術会社として技術や商品、サービスのポートフォリオを拡大し、新たな価値や事業を創出
（事例参照先：技術革新と新たな体験価値創出 P24、P34、P42、P46、P48、P50）

2 ワコム一社の活動のみならず、コミュニティを形成しながら価値創造と社会的責任を遂行
（事例参照先：コミュニティ連携と共創 P60、P68）

3
環境への取り組み（TCFDやJCIフレームワークへの賛同など）と併せて、技術と商品を通じ
て持続可能な社会の実現に貢献

（事例参照先：サステナビリティへの取り組み P72、P76）

4 個の尊重をベースとした成長空間の提供
（事例参照先：人財への成長空間の提供 P24、P70）

5 多様な視点による質の高いガバナンス体制を構築
（事例参照先：価値創造を支えるガバナンス P78）
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【体験の旅】を届けるという約束

それは「創作を支える仕事」と「テクノロジーを提供する仕事」の間をつなぐよ
うな、まさに天啓だった。「一生・生涯・人生」を意味する「ライフロング（Life-
long）」と「描き付けられたもの / 書き付けられたもの」を指す「インク（Ink）」か
らなるこの言葉。【体験の旅】を届けるような数々のプロジェクトがヴェールを
脱ぎ始めたいま、それは単なる概念ではなく、確かな手触りを宿し始めている。
創作を支え続けてきたこと自体がライフロング・インクの実現そのものと言っ
ても過言ではない。つまりは、長く、長く息づいてきたワコムの「魂」を言

こと
の葉

は
に

乗せたものこそがライフロング・インクという「約束」と言えるのかもしれな
い。井出の語る「ライフロング・インクに込めた想い」とは。

Life - long Ink story

　「ライフロング・インク（Life-long Ink）」と
いうコンセプトは、僕自身が常に考え続けて
きた「一人ひとりの人生を深く支えるには、ど
うするべきか?」という問いそのものです。振
り返ると、ワコムに入社した当時から、アニ
メーションやマンガといったプロフェッショナ
ルでディープな【クリエイター / アーティスト】
だけを支えるのみならず、「すべての人間の
表現に寄り添うのがワコムの在り方ではない
か?」という考えを持っていました。僕自身、
「必ずしも美しいものばかりではない、人間
の抱える暗い深淵」を覗きながら「人間とは
何か?」という【問い】を立て続けてきたという
こともあります。稲妻に打たれたかのように
降りてきたライフロング・インクという言葉。
渋谷のスクランブル交差点を行き交う人々、
その一人ひとりの背中から色とりどりで太さも
さまざまな「人生の一筆描き」が紡ぎ出されて
いる様子が本当にはっきりと見えたのです。

ライフロング·インクという
言葉に託した想い

　ライフロング・インクは僕の造語です。この
言葉を構成する「ライフロング（Life-long）」と
「インク（Ink）」という2つの要素を紐といてみ
ます。まずはライフロング。その語義は「（人間
の）一生」「（ある人の）生涯・人生」。しかし、
僕がこの言葉から想起するのは最大公約数
的な不特定多数の人生ではなく、やはり、自
分そして自分に関わってくれた人々の人生で
す。そして、その人生には「明るい面（bright 
side）」だけでなく、筆舌に尽くし難い「暗い面
（dark side）」も含まれているはずです。記憶
の欠片のような時間の集合体すべてを包み
込むものが、僕にとってのライフロングという
言葉です。アノニマス（匿名）ではなく「自分
自身の物語」「自分と関わりのある人たちの
物語」。僕らワコムが取り組むのは、実際の
お客様の顔を思い浮かべながらの価値創造
です。
　そしてインク。インクという言葉からイメー
ジされるのは、単なる文字や線というよりも、

もっと重みのあるもの。僕は「draw-in / 
write-in」 という表現を好んで使いますが、そ
こには「描き付けられたもの / 書き付けられ
たもの」「刻み込まれたもの」「削り出されたも
の」という「頭と心を使って生み出されたも
の」という想いを込めています。インクには
「魂」や「想い」が宿っている。ワコムとして、こ
の「描き付ける/書き付ける」「刻み込む」ため
の道具をつくりたいという想いを込めて、僕
はこのインクという表現を使っています。この
インクは長い人生を通じて記録され続け、保
存され、時間と空間を超えて人から人へと引
き継がれていきます。それこそが【言

ことだま
霊】と呼

ばれるものかもしれません。

A Drop of Ink Will Make
“Your” Life Meaningful

　「一滴のインクが『あなた』の人生を彩るか
もしれない」 。僕の中にはこうしたイメージが
あります。そのインクの色は美しいかもしれな
いし、そうではないかもしれませんが、もしか
したらその一滴のインクが「あなた」の人生を
変えるかもしれない。それは「祈り」のような
ものです。「世界を変えたい」などという大そ
れたものではなく、「あなた」の世界が変わる
かもしれないという感覚。人生は必ずしも輝
く瞬間だけで満ちているわけではありませ
ん。浮き沈みがあり、時に波風も立ち、良い
時があれば必ず悪い時もあります。ワコム
は、人生の明るい部分だけでなく暗い部分も
含めて、そこに寄り添いながら「祈り」を届け
るような会社でありたいと思っています。人
生に少しの彩りが与えられることは、それが
どんな色であっても意味があるはずです。ラ
イフロング・インク、それは「インクが紡ぐ、一
人ひとりのライフロングを描いた一編の物
語」と言い換えてもいいでしょう。

　ワコムにとってのライフロング・インク、そ
れは「僕とお客様との約束」です。どんな約束
かと言えば、それは「お客様に対して【体験の
旅】を届けるという『約束』」です。ライフロン
グ・インクは「ワコムのテクノロジー」でもなく
「ワコムのビジョン」でもなく「約束」です。こ
の約束は「不特定多数との漠然とした約束」
ではなく、「顔の見える個人と、個としてのワ
コムとの、とてもパーソナルな約束」に近いイ
メージです。お客様に約束する旅は、お客様
の生涯を通じて僕らが届け続ける体験から
成るもの。この体験を生み出すのは、もちろ
ん、ワコムが磨き上げているテクノロジーで
す。「インクに関わるテクノロジーが実現する
体験を、お客様の生涯を通じて提供し続ける
ことで、共に旅をする」のです。ワコムのベー
スはあくまでもテクノロジー。そのテクノロ
ジーが価値ある新しい体験につながると考え
ています。
　この数年、ワコムはライフロング・インクと
いう言葉や概念を説明するよりも、【体験の
旅】を具現化した「手に触れられるもの」をつ
くり上げることを通じてライフロング・インク
のイメージを共有しようとしてきました。創作
の過程を可視化する「KISEKI ART（キセキ
アート）」や、クリエイターの創作の証しや作
品のストーリーを残し続ける「Wacom Yuify
（ワコムユイファイ）」、生徒の学びの過程と特
徴を可視化して支えるサービス。これらのプ
ロジェクトに触れることで、ライフロング・イ
ンクが意味するところを体感できる方も増え
てきたのではないでしょうか。一方で強調し
たいのは、液晶ペンタブレットやペンタブレッ
トをはじめとしたワコムのデジタルデバイス、
つまり道具そのものを通じてクリエイターを
支えるという熱い想い、それもまさにライフロ
ング・インクそのものであるということです。
　ワコムがこれまで大切にしてきた「【クリエ
イター / アーティスト】というプロフェッショナ
ル・ユーザーに寄り添うという姿勢」は、遥か

昔からライフロング・インクを体現していたの
だと僕には思えます。プロフェッショナルに寄
り添えば寄り添うほど、その要望に応えてい
くことが仕事の目的のすべてになり、彼

ひ が
我の

境界が消えてほとんど一体化するという状態
にもなります。そうなると、ともすればライフ
ロング・インクとの距離が離れてしまうように
感じることもあるでしょう。ただ、僕がライフ
ロング・インクという言葉に自信を持てたの
は、「ライフロング・インクをワコムがすでに
表現できているという自負があったから」と
いう面も大きいのです。

【体験の旅】の記憶の中に
ワコムの道具があって欲しい

　「旅」という言葉を用いたのは、そこに秘め
られたイメージを大切にしたいからです。旅
には、明確な目的地に向かって最速の移動
手段、最短距離で到達するのではなく、「辿り
着きたい方向だけを決めて、途中さまざまな
困難に逢いながらも、少しずつでも歩みを進
めていく」というニュアンスが含まれていま
す。茫

ぼうばく
漠とした終着点だけを共有し、そこに

辿り着くための方法や道のりは人それぞれ
で構いません。その選択に個性が現れる。旅
の楽しみ、旅の喜びは、終着点に辿り着くこ
とだけではありません。新しい発見や気づ
き、予期していなかった縁や出会い、思って
もみなかった自分自身の新しい顔。そうした
数多くの小さな驚きこそが、旅の醍醐味なの
ではないでしょうか。お客様に、もしかすると
ワコムのチームメンバーたちにも、そうした
「予期せぬ体験」と数多く巡り合ってもらいた
い。そして、その【体験の旅】の記憶の中に道
具屋である僕らワコムが手掛けた道具が存
在していて欲しい。そんな想いを強く抱いて
いるのです。

お客様の生涯を通じて提供する
ことで共に旅をする
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ワコムが届ける【体験の旅】とは

ワコムは日々のビジネスを推進していくうえで、以下の3軸を追求している。「クリエ
イターに最高のデジタルペン体験を届ける」「ワコムのテクノロジーで幅広い顧客に
貢献する」「ワコムの命であるテクノロジーを洗練させる」。この3軸を突き詰め、新し
い体験価値を生み出した先に、ライフロング・インクの実現が待っているのである。

　「ワコムがお客様に対して【体験の旅】を届
けるという『約束』」であるライフロング・イン
ク。その実現に向けて、日々歩みを進めてい
る。「ブランド製品事業」「テクノロジーソ
リューション事業」「インクディビジョン」とい
う、3つの柱から整理していこう。ブランド製
品事業は「クリエイティブソリューション」と
「ビジネスソリューション」の要素によって構
成されている。
　ブランド製品事業を構成するクリエイティ
ブソリューションとビジネスソリューション
は、共にワコム製品を扱いながらも、その性
格は大きく異なる。しかし、それぞれが相互
に好影響を与えていることは確かだ。ビジネ
スソリューションは基本的にB2B2Cビジネ
ス。そのため、実際のユーザーではなく、
サービス提供者が導入決定権を握る。導入
を後押しする要因は「ビジネスへの貢献」が
第一だが、その際にクリエイティブソリュー
ションが積み上げてきたペンタブレット/液
晶ペンタブレットでの知名度や信頼が後押し
になることも少なくない。「板タブ /液タブと
言えばワコム」という信頼度が、ワコム製品
を社会に浸透させる助けとなっている。逆も
また然りであり、日常生活でワコムブランド
に触れる機会が増えれば、いざデジタルクリ
エイティブツールを手に入れたいと思った時
に、ワコムのクリエイティブソリューションが
手掛ける製品を真っ先に想起してもらえる機
会が増える。
　ワコムブランドを取り扱うブランド製品事
業と、ワコムのテクノロジーをOEM提供先
パートナーに提供するテクノロジーソリュー

ション事業は、ともすれば同じ市場における
ライバルにもなりかねない関係でもあるが、
テクノロジーソリューション事業から見れば、
ブランド製品事業が築き上げた信頼・実績
はOEM提供先パートナーの開拓を優位に
進める福音となる。また、ブランド製品事業
にとってもテクノロジーソリューション事業が
開拓するOEM提供先パートナーの広がりや
実績が【クリエイター/アーティスト】に対して
も訴求力を持つ。長らく門外不出とされてき
たブランド製品事業専用のテクノロジーに関
しても、テクノロジーソリューション事業への
共有が進みつつある。反対に、OEM提供先
パートナーからの厳しい要求に応えて鍛え上
げたテクノロジーソリューション事業の知見
が、今度はブランド製品事業へと環流するこ
とも少なくない。これら両事業の間の技術交
流を促進する「ワコム工房」という新たな取り
組みも始まり、連携して技術を高め合う流れ
はますます加速するだろう。
　インクディビジョンは、デジタルインクに関
わる技術開発を通じてブランド製品事業とテ
クノロジーソリューション事業の両ビジネス
を支える。自社製品であるか、OEM提供先
パートナー製品であるかを問わず、技術的要
望に対応して解決策を提案するのがインク
ディビジョンの果たす一番大切な役割だ。ブ
ランド製品事業との間で蓄積した経験が、テ
クノロジーソリューション事業のプロジェクト
に派生するシーンも珍しいことではなくなっ
た。さらには、求めに応じるのみならず、イン
クディビジョンが開発したテクノロジーが入り
口となって新たなビジネスが芽吹くこともあ

る。デジタルインクで記した言葉の意味を認
識・処理することができる「セマンティック・イ
ンク」の技術により、テクノロジーソリューショ
ン事業が舵を取る教育分野での取り組みは
さらなる広がりを見せている。ビジネス側が
欲するテクノロジーを開発すると同時に、テク
ノロジー主導で新しいビジネスを生み出す。
こうした相互の関係が、この数年のうちに、
目に見える成果としてさらに形を現す見込み
だ。
　現在のワコムは、これまでに培った知識と
経験を活かしながら、モノづくりの会社から
「体験を届ける会社」へと変貌を遂げる途上
にある。その「新しい体験」は、ブランド製品
事業、テクノロジーソリューション事業、イン
クディビジョンという三者が連携して互いに
影響を及ぼすことで生み出されていく。その
代表的なものが、現時点ですでに形となって
いる「『筆が走る体験』をクリエイターに届け
る」「日常に溶け込む『ペン体験』」「『道具体
験』の先にあるもの」という【3つの体験】だろ
う。どの体験も、特定の事業が生み出してい
るのではなく、貢献し合うことで生まれる相
乗効果が重要となるのは言うまでもない。
　ブランド製品事業、テクノロジーソリュー
ション事業、インクディビジョン。三者は有機
的に連携し、ワコムが届ける体験の質をより
一層高めていくだろう。ここからは、「『筆が走
る体験』をクリエイターに届ける」「日常に溶
け込む『ペン体験』」「『道具体験』の先にある
もの」という【3つの体験】について、ひとつず
つ紐といていきたい。

WACOM’S PROMISE
Technology

Partners
共にテクノロジーを追求する

技術パートナー

Culture
Co-creation 

Partners
新しい文化を切り拓く
文化共創パートナー

Business
Partners

新しいビジネスを生み出す
ビジネスパートナー

Ink Division
インクディビジョン

Technology
Solution Business

テクノロジー
ソリューション事業

Branded
Business
ブランド製品事業

Creative
Solution
クリエイティブ
ソリューション

Business
Solution
ビジネス

ソリューション
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『筆が走る体験』をクリエイターに届ける
「Wacom® Cintiq® Pro 27」に代表されるワコムブランドの「顔」とも言うべき製品を
通じてクリエイターに「最高のデジタルペン体験」をもたらすべく、
ワコムのチームメンバーは日々挑戦を続けている。

creators
for
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ETCチームが実現する、これからの製品開発

慣習や前例にとらわれないモノづくりを目指して
イノベーションを起こすためには、遠いところにある知と知を引き合わせることが何
よりも重要だ。新しいアイデアを組織的に生み出そうというのが、ワコムが新しく取
り入れたETCチームという新たな取り組み。この導入で何が起こっているのか。
Wacom® Cintiq® Pro 27を送り出したチームをモデルケースに解き明かしてみたい。

crosstalk

　ETCチーム。これは、ワコムが近
年採用している製品開発プロセス
とそれをリードするメンバーたちの
こと。Extended Coreチームの略
称であり、部門を横断して集まった
有志から構成されるチームを指す。
特定の課題解決のための時限的
組織、いわゆるタスクフォースだ。
「日常業務で培った専門領域の知
識・経験を持ち寄り、ある一つの製
品を開発する」ことを任務とする。
メンバーは本来の業務と並行して、
ETCチームでの新たなプロジェク
トに参加することになる。すべての
製品開発でETCチームが発足する
わけではないが、その割合は年々
増加している。
　ETCチームを取り入れた背景に
は、モノづくりの新しい潮流があ
る。あらゆる製品が急速にコモディ
ティ化する現代において、私たちは
「その製品でなければ得られない
体験」を重視するようになってきた。
多種多様な新機能を盛り込めば喜
ばれた時代とは隔世の感がある。
「体験」を得るために「モノ」を求め

る時代となったことは、モノづくりの
プロセスが根本的に姿を変えてい
ることを意味する。ETCチームの発
足も、時代の流れを汲んだ必然的
な挑戦と言えるだろう。

最高の製品をつくるために
Wacom Cintiq Pro 27
ETCチームの発足

　2022年10月12日に発売した
液 晶ペンタブレット「Wacom 
Cintiq Pro 27」は、ETCチームによ
る取り組みから生まれた最新のフ
ラッグシップモデルだ。開発が始
まったのは2019年12月のこと。世
界がコロナ禍に見舞われる直前の
ことだ。【クリエイター/アーティスト】
に最高の【デジタルペン体験】を届
けるべく、代表取締役社長 兼 CEO
である井出信孝はETCチームによ
る新製品開発を宣言した。ワコム
ユーザーから寄せられる貴重な声
を反映させるには、従来のやり方を
根本的に変える必要があった。
　あるコードネームで呼ばれたプ
ロジェクトに、社内の各部署から5
名のチームメンバーが抜擢された。
誰一人として同じ背景を持たない、

今後のモノづくりを支える
ワコムの新たな取り組み

3. 田内 文太 | Bunta TAUCHI

テクノロジー アンド エクスペリエンス
エキスパート

2018年入社。液晶ペンタブレット製品の電気
設計チームを経てETCチームに参加。技術者
としての視点と、一人のユーザーとしての視点
から製品開発に携わる。現在はワコム関連イベ
ントなどのアート作品制作も手掛ける。

4. 加藤 龍憲 | Tatsunori KATO

ソフトウェア エンジニアリング
シニアマネージャー

2017年入社。タブレット内部で動作するソフ
トウェア開発に従事するとともに、ETCチーム
に参加。前職でのエンターテインメントロボッ
トや組込機器向けOSの開発経験を活かして、
クリエイティブな活動を下支えするベストな方
法・システムを日々模索している。

1. 西澤 直也 | Naoya NISHIZAWA

テクノロジー アンド エクスペリエンス
ディレクター オブ デザイン

2012 年入社。主にコンシューマー向けスタイ
ラス、スマートパッドや小型ペンタブレットな
どのデザインを担当。今回ETCメンバー兼デザ
イナーとしてプロジェクトに参加。Wacom 
Cintiq Pro 27開発では製品デザインおよび
パッケージデザインディレクションを担当。

2. 塩川 浩章 | Hiroaki SHIOKAWA

クリエイティブ ビジネス ユニット
エンタープライズ/デザイン教育グループ
マネージャー

2007年入社。量販店営業にてB2C向けに、そ
の後ソリューション営業を経て現エンタープラ
イズ/デザイン教育グループへ異動しB2B向
け活動をするとともに、ETCチームに参加。顧
客の声を直接聴き、社内へ届けていく。

5. 松本 健太郎 | Kentaro MATSUMOTO

JPAPカスタマーエンゲージメント
テクニカルサポート シニアスペシャリスト

2013年入社。法人営業および量販店営業に従
事し、現在はコールセンターのサポート業務を
しつつETCチームに参加。社内外問わず中継
地点のような役割を担い、幅広くお客様の声を
収集し製品に反映している。

創造性を解き放ち、すべてを超越する。液晶ペ
ンタブレットのフラッグシップモデルである
「Wacom Cintiq Pro 27」は、プロフェッショナ
ルの声を反映した洗練されたデザインと直感
的な操作感でクリエイターの創造力を羽ばた
かせ、没入感のある制作環境を実現する。

2
4

3

5
1

マテリアリティ ④      人財への成長空間の提供マテリアリティ ①      技術⾰新と新たな体験価値創出
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え、このETCチームに途中参加し
た。保存されていた議論の過程す
べてに目を通し、「それぞれのメン
バーがどんな想いを抱えていたの
か。普段は見ることができない一面
に触れ、とても多くの気付きがあっ
た」と語る。

すべてに根拠をー
ETCチームだからできた
ゼロベース思考

　ETCチーム導入以前、「製品のコ
ンセプトを決める企画部門と設計・
開発部門の連携が有効に機能して
いない状況が見られた。その結果、
本来は常時タイムリーに行われるべ
きユーザーやチームメンバーの
フィードバックを、製品の仕様や提
供価値として落としこむことが難しく
なってしまっていた」（田内）という。
トレンドへの対応を重視するが故
に、ユーザーの実情に合わない仕
様を採用することも少なくなかった。
　「Wacom Cintiq Pro 27」の製
品開発では徹底的にユーザー視点
に立ち、「本当に求められている製
品とは何か?」という議論を重ねた。
当然のことながら、ワコムの製品は
世界中で販売される。同じ製品があ
らゆる場所で、あらゆる人に使われ
るため、ともすれば「誰のための製
品をつくればいいのかわからない」
ということにもなりかねない。その
点において、「Wacom Cintiq Pro 
27」の ETCチームは明確なゴール
を持っていた。それは「自分たちが

言語に翻訳する」ことに積極的に挑
戦した。この試みを社内の新しい文
化として根付かせることができれ
ば、ワコムの製品開発は一つ上の
段階に達するに違いない。ユー
ザーを対象とした体験会も、これま
で以上に活気を帯びている。過去
のやり方にとらわれることなく、挑
戦を繰り返したETCチーム。この実
験的プロジェクトに参加したメン
バーたちが残したものは、後に続く
者たちへ有形無形の恩恵を与える
ことだろう。
　「Wacom Cintiq Pro 27」を送り
出した後でも、「もっと追求できたと
感じることもある」（田内）という。し
かしながら、これは「伸びしろ」だ。
実験的性格を帯びるETCチームに
よる取り組み。その成功要因の可視
化が、次のプロジェクトの精度を高
めることにつながる。今、ワコムで
は数多くのETCチームが立ち上がっ
ている。その一つひとつが、想いが
込められた愛すべき製品を世に送
り出すまでの「小さな物語」なのだ。

思い描ける、身近に存在する特定
の一人のユーザーに喜んでもらえ
る製品をつくる」こと。万人に受け
容れられる製品は、誰も欲しくな
い。この考え方を参加メンバーで共
有することで、結果的に「非常に
尖った製品に仕上げられた」（西
澤）。太さや重さ、重心をカスタマイ
ズできるデジタルペン「Wacom 
Pro Pen 3」も、ユーザーの声に耳
を傾け、使用実態を観察した貴重
な情報を反映したからこそ実現で
きたものだ。
　製品開発の方向性に関するETC
チーム内での議論は極めて自由で、
制限らしい制限はなかった。議論の
拡散を防ぐため、「stability（安定
性 ）」「immersive（ 没 入 感 ）」
「amplifying（増幅）」という3つの
基準を設けた程度だ。日頃の業務
が違えば、モノづくりの視点も異な
る。多様な知見が触媒となり、予期
せぬ化学変化を生み出した。ETC
チームのメンバーは必ずしもモノづ
くりの専門家ではない。だからこそ、
曇りなき眼であるべき姿を見つめる
ことができる。慣習や前例踏襲で決
定されていた細かな項目に至るまで
ゼロベースで考え、専門外から見て
も理解できるよう、後で遡ってその
意図が確かめられるよう、すべてに
根拠を与えた。結果としてこの姿勢
が製品の完成度を高め、「完成した
Wacom Cintiq Pro 27について
も、微に入り細に入り、その特徴を
語ることができるようになった」（塩
川）という。

多様性に富んだ人員構成だ。この
ETCチームを主導する立場であっ
た田内文太は、入社以前からのワ
コムユーザーであり、現在もワコム
製品での作品づくりに勤しむ。「作
品をつくる側の人間として、最高の
ワコム製品を手掛けたいという想
いを持ち続けてきた」ことがこの
ETCチームへの参加を後押しした。
　プロダクトデザインを担ったのは
西澤直也。プロジェクト発足時、井
出に掛けられた言葉が忘れられな
いと言う。「『守るものなんて何もな
い』と。これまでの開発プロセスの
焼き直しでは意味がないのだと強く
感じました」。
　塩川浩章は、クリエイティブ・ビ
ジネス・ユニットで法人顧客に対応
している。今回の ETCチームへの
参加について「開発段階から関わ
ることで、カタログスペック以上の
製品特徴を自分の言葉で伝えられ
る。創作やコンテンツではなく、製
品を軸に顧客と話せるのは大きな
強み」と振り返る。
　テクニカルサポート担当として
日々多くのユーザーの声に触れてき
た松本健太郎。自主的にユーザー
ボイスや課題を集約して井出に報告
したこともあるという。「Wacom 
Cintiq Pro 27に限らず、ETCチー
ムへの参加は新しい知見を得る機
会。技術情報を深く知ることは、日
常業務にも必ず活かされる」と、
ETCチーム参加の価値に触れる。
　加藤龍憲は、ソフトウェアに詳し
いメンバーが欲しいとの要請に応

　イメージを形にするにはエンジニ
アとの信頼関係は欠かせない。と
はいえ、ETCチームの中には技術
に関しては門外漢のメンバーもい
た。最初は専門用語を理解すること
もままならなかったが、「技術的説明
に対して真摯に耳を傾け、少しずつ
共通言語を増やしていったことで、
ある時から熟練のエンジニアらも対
等に話をしてくれるようになった」
（松本）という。元来、「ユーザーに喜
ばれる製品をつくりたい」という想
いは、ETCチームのどのメンバーも
エンジニアと何ら変わりがない。「技
術的には本当に難しく、挑戦の塊の
ような製品となった」（加藤）という
「Wacom Cintiq Pro 27」誕生の
裏には、モノづくりに懸ける熱い想
いの交換が重ねられていた。完成
した「Wacom Cintiq Pro 27」は、
国内外の関係者から高い評価を受
けた。開発過程で侃

かんかんがくがく
侃諤諤の議論

を交わした海外チームからも賞賛
の声が届けられた。

感覚的表現を技術的言語へ
ETCチームという取り組みが
もたらすものとは

　ETCチームという新たな取り組
みは、ワコムの製品開発にどのよう
な革新をもたらすのであろうか。最
大の功績は「ユーザーを見てモノづ
くりを進めるのだという『気概』がワ
コムの中に定着しつつあること」（田
内）だろう。これまで、ユーザーから
届く声は「ブレずに描きたい」「ピ
タッと描けるようにしてほしい」と
いった感覚的なものが多く、技術開
発に反映することが難しかった。
「Wacom Cintiq Pro 27」のETC
チームでは「感覚的表現を技術的

ファイク・カラオグル | Faik KARAOGLU

ブランド製品事業
エグゼクティブ バイスプレジデント

お客様のフィードバックを真摯に受け止めるこ
とは、製品に説得力を与える重要な要素です。
「Wacom Cintiq Pro 27」は、クリエイティブの
プロのフィードバックを得ながら、クリエイ
ティブのプロに向けて、ワコムならではの付加
価値をご提供する旅の始まりに過ぎません。私
たちは、テクノロジー、お客様の視点、経験を組
み合わせることで、将来のイノベーションに違
いを生み出しています。

ワコムの
新しい旅の始まり
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「今回の進化はとても良く、理想にかな
り近づきました」。開口一番そう答えてく
れたのは書籍の装丁をはじめさまざまな
フィールドで活躍するイラストレーター
のげみ氏。まるでアナログ画材で制作し
たかのような繊細さと独特の世界観で
数多くのファンを持つ。
　げみ氏は、『Wacom® Cintiq® Pro 
27』を使い始めてまだ数カ月の段階とい
うが、そのポジティブな違いを日々感じ
ているという。
「特に魅力的に感じたのは画面サイズの
大きさです。全体はコンパクトになった
のに画面の大きさは変わらない。ストレ
スなく、クオリティの高い絵が描けるとい
うのは大きな魅力です。例えばキャンバ
スに絵を描いているとき、一度その絵か
ら離れて検証する作業をするじゃないで
すか。それはデジタルでも必要だと思っ
ていますが、小さいサイズではやっぱり
限界があります」
　また近年は、広告関連の制作依頼も
数を増しているというが、ここでも画面サ
イズの大きさがプラスの効果を発揮して
いるという。
「広告となるとポスターなど大きな媒体
に印刷されることを前提に作品のクオリ
ティを保つことが要求されます。当然、
『なんか雑』という印象を与えてしまうと、
仕事になりません。その意味でもこのサ
イズで作品を隅々までチェックできるの
は嬉しいですね」
　さらには、「ペン先と液晶の距離感が
離れ過ぎてしまうと、液晶のガラス越し
に作品が浮いているように感じて気持ち
が悪いのですが、それも全くないです。
またペンも軽くて持ちやすく、充電も不
要なのでとても気に入っています」。

ストレスフリーで
よりクオリティの
高い作品制作を
実現する

GEMI
げみ

CREAT IVE  M INDS ワコム製品を操るクリエイターたち 世界各地でクリエイターの創作活動をサポートしてきたワコム。「筆が走る体
験」をリアルに経験してきたユーザーのリアルなフィードバックを聞いてみた。

　『雨を告げる漂流団地』や『泣きたい
私は猫をかぶる』『ペンギン・ハイウェイ』
などのアニメーション作品を世に送り出
してきたスタジオコロリド。ポルトガル語
で「色彩に富んだ」との意味をもつこの
名を冠したスタジオでアニメーション監
督を務めるのが石田祐康氏だ。これまで
も映画制作でワコムの液晶ペンタブレッ
トを駆使してきた人物としても広く知られ
ている。
　日本アニメのクリエイティブ最前線で
活 躍 する石 田 氏。その 観 点 から
『Wacom Cintiq Pro 27』についての
ファーストインプレッションを聞いてみる
と……。
「（性能面で）これ以上何かしてほしいと
言えないくらいの仕上がり」とのこと。
「27型という画面サイズがあるので、縦
軸でレイヤーを確認して、横軸でタイムラ
インも確認できるのが嬉しいです。監督
としての仕事においては、複数人の仕事
の受け渡しなどで扱う情報量が増えま
す。作画監督や演出など異なる仕事の
進捗を把握しながら、適切な絵をいれて
いくという作業をしなくてはならないの
で、大画面化の恩恵はありますね」と石
田氏。
「特に気に入ったのは、新しいペンの
Wacom Pro Pen 3です。アニメ業界は
紙と鉛筆の文化が根強いので、ペンも
細いほうが好きという人は多い。
Wacom Pro Pen 3は、Wacom Pro 
Pen slimよりさらに細くなっていて、軽
さも細さも鉛筆のような状態で描けるの
が嬉しいですね。ペン先も鋭角になって
いて、デッサンのように寝かせた描き方
ができるのも良いですね」。

「これ以上何を
望むのか？」
そう思えるほどの
仕上がりに満足

STUDIO 
COLORIDO
スタジオコロリド

石田 祐康 | Hiroyasu ISHIDA

スタジオコロリド所属のアニメーション監督。大学在籍
中の2009年に発表した自主制作作品『フミコの告白』で
注目を集める。2013年に『陽なたのアオシグレ』で劇場
デビュー。2018年に監督を務めた初の長編映画『ペンギ
ン・ハイウェイ』では第42回日本アカデミー賞 優秀アニ
メーション作品賞を受賞。最新作は2022年公開の映画
『雨を告げる漂流団地』。

げみ | GEMI

書籍の装画、企業広告などを制作。教科書「新しい国語」(東京書籍 )、内閣府修学支援制度「学費のエール」、代々木
ゼミナール、近畿日本鉄道ラッピング列車「ならしかトレイン」、ポケモンカードゲームのイラストレーションなど。 
著書に画集『夜の隙間に積もる雨』ほか乙女の本棚シリーズなどがある。
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CREAT IVE  M INDS

　数々の名車を世に送り出してきた自動車の名門デザイン会社、イタ
ルデザイン。ここでシニア・デザイナーを務めるマッシモ・ボッレッリ
は自らを「ワコムの“アーリーアダプター”」と呼び、胸を張る。
「自動車デザインの世界が、マーカーペンやパステルといった伝統的な
手法からデジタルの時代へとシフトするのを目の当たりにしました。ま
ず最初は『Intuos』から始まり、その後私自身も『Cintiq Companion』
『Wacom MobileStudio Pro』を入手しました。現在、新しく出た
『Wacom® Cintiq® Pro 27』のポテンシャルを試していますが、小さな
デスクでも収まるサイズながら十分なスクリーンサイズを確保し、ま
た先代モデルのソリッド感もそのままで満足しています」。

from ITALYMassimo Borrelli
自動車デザイナー

　「ウェブトゥーン」と呼ばれる、韓国で始まったデジタルコミック・
ウェブコミックを制作するKENAZに所属するカン・ギョンフン。
KENAZは、約400名のアーティストを擁し、ハイクオリティのアート
ワークで韓国内外から高い評価を得ている。
「『Intuos』『Cintiq 21UX』『Cintiq 22HD』『Wacom Cintiq Pro 32』など
15年以上にわたってワコム製品を使っています。ワコム製品の特徴は、
優れた筆圧性能にあると思います。特に私は、作品を制作する際、ペン
のストロークが描き出す線にこだわっているので、この点はとても重要
です。今はデリケートかつセンシティブに筆圧をコントロールできるワ
コムしか使っていません!」。

from SOUTH KOREAKang
Gyoung Hun
ウェブトゥーンアーティスト

　インド・ムンバイで、映画やテレビ番組のポスター制作を主に手がけ
るラージ・カトゥリ。創作活動はもちろんのこと「TED Talks」でスピー
チするなど精力的に活躍しているアーティストの一人だ。
「ワコム製品を最初に入手したのは、2010年6月です。そのときのこと
を今でも鮮明に覚えています。ワコムのペンタブレットを購入しようと
貯金をしていたのですが、当時のガールフレンド（現在の妻）が、誕生日
プレゼントにと『Intuos 4』を買ってくれたのです。その瞬間、私の世界
は一変しました。のちに『Cintiq 27QHD』も購入しました。ワコム製品
の強みは、究極の耐久性と安定性。さらにはアーティストに制作のイン
スピレーションをも与えてくれるのです」。

from INDIARaj Khatri
ポスター・アーティスト

　コミック、ビデオ・ゲーム、長編映画など幅広いジャンルにおいて、
コンセプトアーティスト、イラストレーター、さらには音楽プロデュー
サーとしてマルチな才能を発揮するトニー・ワシントン。
「無限のクリエーションを可能にするため、ミュージックやコンセプ
チュアルアートの制作においてはアナログとデジタル双方のツールを
使います。音楽がもつ波長や、アートを描く際のスケッチが、制作の過
程で自ずと大きさやスタイルを変えて、僕が思い描く世界に自然と
フィットして作品へと昇華するのです。音楽やデジタルアートで描く
世界が形になっていく過程で、ワコムの液晶ペンタブレットを使用す
ることで限りない創造力が刺激され、音やビジュアルコンテンツのそ
れぞれに没頭することができています」。

from USTony Washington
アーティスト、音楽プロデューサー

　フィリップ・ブーテ Jr.は、米国をベースに活躍するコンセプト・アー
ティスト。『ブラックパンサー』をはじめとするマーベル映画や歌手・マ
ドンナのコスチュームデザインなども手がけている。
「ワコム製品を選ぶ理由は、ワコムはペンタブレットづくりにおける経
験が豊富で製品のクオリティが高いから。僕たちアーティストに寄り
添って、こちらのニーズを実際に聞いてくれる。『Wacom Cintiq Pro 
27』の印象は、まず第一にペン先の精度が格段に高くなっていると感じ
る。ものすごく自然で、まるで紙に描いているかのようなんだ。またペ
ンの重量を好みの重さに変更できるのも気に入ってる。いかにもプロ
専用のペンといった趣きで、直感に従って作業できるのがいいね」。

from USPhillip Boutte Jr. 
コンセプト・アーティスト
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日常に溶け込む『ペン体験』
ワコムは、自社製品はもちろん、OEM提供先メーカーのプロダクトにも
ワコムが磨き上げたテクノロジーを組み込むことで、日常生活のありと
あらゆる場面に「価値あるデジタルペン体験」が浸透した未来を描く。

fordail y life
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ワコムのテクノロジーで築く「新しいエコ・システム」の青写真

「ペン体験」の心臓部を握る

ワコムの技術が息づくのは、ブランド製品の中だけではない。さまざまなデ
ジタルデバイスに入り込んで【デジタルペン体験】を支えるワコムのテクノロ
ジーは、IT業界や文房具業界、教育関係などのパートナー企業やOEM提供先
メーカーの製品に付加価値を与え、存在感を増し続けている。

トナーの発掘を重視する。「ハプティ
クス」（皮膚感覚のフィードバックを
得る技術。画面上に表示されたボタ
ンが選択された際に手応えを感じ
させるなど活用が期待される）や
「ジャイロ」（角速度を検出する装
置。回転や向きなど、人が感知しに
くい変化を測定する。空中でのペン
の動きをコマンドに変換する技術
などに応用される）など、デジタル
ペンの性能を拡張する技術を積極
的に探索する。「手を組む企業は、
10社候補があれば1社いるかいな
いか。ダイヤの原石と巡り合うため
に、多くの企業と対話を続けている
のです」。

「驚き」を与え、どんな
要望にも食らいつく

　時に、顧客からの要望が合理的
な範囲から逸脱しても、テクノロ
ジーソリューション事業が「食らい
つく姿勢」を崩さないのは、その想
いや期待を何よりも大切にしている
からだ。厳しい要求にも多くの部署
が一丸となって解決の道筋を探る。
「通常とは全く違った開発プロセス
を要求されるケースもありますが、
なんとか食らいつくことで私たちも
鍛えられます。ワコムが持つ知見を
提供し、プロジェクトを進めることも
あり、お互いに多くのことを学んで
いるのです」。
　競合企業の技術レベルも上がる
なか、顧客を惹きつけるために心
がけているのが「驚きを与える」とい
うこと。テクノロジーをプレゼンテー

ションする仕掛けを用意し、あらゆ
るアイデアで好奇心を刺激する。顧
客開拓にあたるリタ・チェン（Rita 
Chen）はこう語る。「時にはワコム
の知を総動員して、ブランド製品事
業が開発している技術や体験も顧
客に披露し、デジタルペンの世界の
奥深さを感じていただきます。退屈
させてしまったら何も始まりません
からね。営業担当者、テクニカル
マーケティング、エンジニア…。職域
を超えて緊密に連携できるのがワ
コムの強みです」。

「5年後」を先読みする
ワコムの技術戦略

　「技術トレンドの先読み」も重要
なテーマだ。薄

うすもや
靄の向こうの未来を

見通すべく、技術の方向性を可視
化する。加えて、OEM提供先メー
カーや業界トップメーカーと定期的
に意見交換を行い、それぞれに最
適な技術開発方針を描く。「次に来
るテクノロジー」には、後から需要
が追いついてくる場合も少なくな
い。先を見て、いま動く。テクノロ
ジーソリューション事業のビジネス
は、そのほとんどが「未来」でできて
いるのである。
　未来を見据えた取り組みという
観点では「ユニバーサル・ペン・フ
レ ー ム ワ ー ク（Universal Pen 
Frame-work：以下UPF）」が典型
だ。この数年、アクティブES®方式
を通じたエコシステムの構築を目
指して各方面に精力的なアプロー
チを続け、競合他社を含めた新し

い協力圏を創ろうとしている。ディ
スプレイ領域で起きている継続的イ
ノベーションもUPFを後押しする。
TDDI（Touch Display Driver 
Integration：タッチセンサー ICと
ディスプレイドライバー ICをひとつ
のチップに統合する技術。液晶ディ
スプレイモジュールの低コスト化
や、滑らかなタッチセンシングを実
現する）が注目されるなか、ディスプ
レイメーカーもデジタルペン技術へ
の関心を示す。
　ワコムは、磨き上げたテクノロ
ジーを自社のみで囲い込むのでは
なく、広く世界に開放し、事実上の
「業界標準」の構築を目指している。
　あらゆるデジタルデバイスで、ワ
コムのデジタルペンが使われる。そ
うした未来も、あながち夢ではない
と言えるだろう。

ワコムが届ける直感的
かつ精緻なペン体験

ンフランシスコを拠点として、日本、
台湾、中国を飛び回る。米国市場と
アジア市場において、主要顧客に
PCメーカーやスマートフォンメー
カーを抱えながら新規顧客開拓も
任務とする。
　営業担当者と連携して、ユーザー
インサイトの観点から顧客の期待
に応える価値を提供する。チームは
台湾人、日本人、米国人からなり、
人種も性別も多様。働く時間も場所
も問わない。業務面でのテクノロ
ジーソリューション事業の特徴、そ
れは「食らいつく姿勢」だ。顧客の要
望に応えるべく、社内の知見を総動
員して最善策を提案することを厭

いと
わ

ない。では、具体的にテクノロジーソ
リューション事業のビジネスを見て
いこう。

トップランナーに
かけられる期待

　テクノロジーソリューション事業
のビジネスは、端的に言えば
「OEMでのコンポーネント（部品）
ビジネス」だが、単なる技術の切り
売りではない。提供するのは「テク
ノロジーを通じた【デジタルペン体
験】」。製品ごとに要求される【デジ
タルペン体験】をデジタルデバイス
に組み込み、顧客に納入する。
　OEM提供先メーカーとの関係
構築には、ブランド製品事業で積
み上げてきた技術や体験、認知度
が助けとなる。多くの顧客が他には
ない【描き味 /書き味】に興味を示
し、自社製品への採用に向けた扉
を開く。デジタルペンは搭載デバイ
スごとに個別のカスタマイズが求め
られるが、使用環境に応じてパ
フォーマンスを発揮させる対応力
も、ワコムが選ばれる大きな理由だ。
「顧客も、私たちを単なるデジタル
ペンメーカーとは見ていません。ワ
コムのテクノロジーを導入すること
で、自社製品の魅力をさらに高めよ
うとしているのです」。
　市場ではOEM提供先メーカー
製品とワコムブランド製品とが競合
する場面もあるが、世界的に拡大す
る【デジタルペン体験】への期待に
応えるには、スピードと供給量の面
からもワコムだけでは難しい。OEM
提供先メーカー製品は数量も多く、
クリエイティブ用途以外にもリーチ
できるため、「ワコムのテクノロジー
が搭載された製品を世の中に行き
渡らせる」ことにつながる。ワコムの
【デジタルペン体験】を提供するの
は、必ずしもワコムブランドでなくて
も構わないという考え方だ。
　ワコムはOEM提供先メーカー
のパートナーであると同時に、自ら
も最先端テクノロジーに明るいパー

　デジタルペンに対応したデバイ
スは枚挙にいとまがない。直感的
かつ精緻なペン体験を実現するの
がデジタルペン/デジタルインクの
テクノロジー。しかし一般的なセット
メーカー（調達した部品を組み立て
PCやスマートフォンなどの完成品
を販売する企業）や文房具メーカー
の多くはこのテクノロジーを持たな
い。そこで、ワコムの持つ技術が意
味を成す、つまりOEM（受託者が
委託者のブランドで設計・生産業
務を請け負うこと）を通じて、より多
くの人に【デジタルペン体験】を届
けることが「テクノロジーソリュー
ション事業」の役割となる。
　テクニカルマーケティング担当シ
ニアディレクターを務めるカイリン・
チャン（Kaelin Chang）は、米・サ

小峰 明武 | Sayatake KOMINE

テクノロジーソリューション事業
エグゼクティブ バイスプレジデント

私たちの存在価値は、多様なエンドユーザーに「秀逸の【デジタルペン
体験】」を提供すること。これは体験価値を定義し、その体験を実現す
る技術を磨き続けることで可能になります。ハードウェア・ソフトウェ
ア双方で多様なエンジニアを育成・採用し、パートナー企業とのコミュ
ニティを構築することで、変化に強い体制を整備しています。「デジタ
ルペンは生体情報や心理状態を捕捉する」という仮説の先に広がる新
たな事業領域を見据えています。

秀逸の【デジタルペン体験】を
より多くの人に

Far Left: Left:

リタ・チェン | Rita CHEN

テクノロジーソリューション事業
シニアマネージャー

2014年、ワコムに入社。テクノロジーソリュー
ション（製品）の企画から新規ビジネスモデル
の構築、戦略的パートナーシップの管理まで幅
広く携わる。

カイリン・チャン | Kaelin CHANG

テクノロジーソリューション事業
シニアディレクター

台湾の国立大学でインダストリアル・エンジニ
アリングおよび技術ライセンスプログラムにお
ける工学管理の修士号を取得後、2007年に台
湾のディスプレイメーカー大手AUOに入社し
営業を担当。2013年、ビジネス・ディベロップ
メント担当マネージャーとしてワコムに入社
後、テクノロジーソリューション事業のテクニ
カル・マーケティングチーム強化で中心的役割
を果たし、現在は同チームを率いる。

WINNING HEARTS & MINDS
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Q：�デジタルペンソリューションのパートナー
として、ワコムを採用していただいている理
由をお聞かせください。

A：2011年に「Galaxy Note」を初めて発売したとき、
私たちはモバイル市場でスマートフォンとタブレットの
特性を組み合わせた“ファブレット”という新しいカテ
ゴリーの開拓を進めていました。その際、他社製品と
Note シリーズのアイデンティティを差別化する決定的
機能の搭載が不可欠でした。最終的に小さなペンを搭
載すると決めたとき、デジタルペンの技術を持つパー
トナーが必要だったのです。これが今日まで12年間に
およぶパートナーシップの最初の一歩です。
　ワコムがライティング・ソリューション・パートナーと
して唯一無二の存在であることは自明のことでした。
デジタルペン技術の研究開発で特許を取得しているだ
けでなく、1990年代から多くの有名な多国籍企業が
ワコム製品を採用しているという確固たる事実があり
ます。しかし、最も重要なことは、ワコムが提供するクオ
リティの高さでした。品質は弊社が掲げるコアバリュー
のひとつであり、妥協をせず、常に真剣に取り組んで
います。デジタルペン技術のリーディングカンパニーで
あるワコムにも、このコアバリューが意味する重大さを
共感してもらうことができました。

Q：�デジタルペンというデバイスがもたらす付
加価値は何であるとお考えですか。

A：何と言っても、「コンパクトかつパワフル」なことで
しょう。ワコムのペン技術は、スマホに見事に収まるほ
ど小型でありながら、紙にペンで書くのと変わらない
書き心地を実現してくれます。ペンは充電が不要で、い
つでもどこでもクリエイティビティを発揮する道具とし
て最適です。折り畳み式スマホGalaxy Z Foldシリー
ズの開発では、ディスプレイの折り畳み部でペン信号
をうまくとらえることは、かなりチャレンジングでした
が、センサーを2枚に分けて信号を補完することで解
決できました。まさに、「マジック」でした。この先も、ワ
コムとデジタルインクの世界を切り拓き、10年後にも
まだ強固な関係が続いていることを願っています。 

Q：�デジタルペンソリューションのパートナー
として、ワコムを採用していただいている理
由をお聞かせください。�

A：ワコムにはデジタルペンソリューションの業界リー
ダーとして、タッチ基板、ファームウェア調整、テストレ
ポート、ペンモジュール設計製造、認証、デバイスドラ
イバーそして集中購買管理まで一気通貫で質の高いソ
リューションを提供していただいております。
　量産製品の開発においては質の高い設計に加え、
問題発生時にも高い技術力で素早く対応いただき、部
品不足もなく安定した供給を実現していただいており
ます。そのうえデジタルペンを活用したユーザー体験
や生産性向上を目指したソリューションに向けたブレ
インストーミングやプロトタイプ開発の段階から協業し
力強いサポートをいただき、「ThinkPad」をはじめとし
たレノボが目指す高品質ソリューションに貢献してい
ただいています。
　2020年に世界初の折り畳みPCを発売した際には、
早い段階からワコムとの共同開発を通じて折り畳み
ディスプレイ上でのペンサポートを実現することができ
ました。これはワコムの技術力があったからこそだと
考えています。

Q：�デジタルペンというデバイスがもたらす付
加価値は何であるとお考えですか。�

A：近年、働き方改革、ハイブリッドワーク、デジタル教
育などの流れからデジタルトランスフォーメーションが
加速しており、コンピュータへの期待値も変化し活用方
法も進化しています。オンライン会議、オンライン授業
やクリエイター向けなどデジタルペンがユーザー体
験・お客様の生産性を高められる場面がますます増え
てきており、レノボのコンピューティングソリューション
の付加価値として重要性を増しています。
　さまざまなデバイスで共通のデジタルペンが使え、よ
り多くのアプリにおいて素晴らしいユーザー体験を提
供していくことが共通のゴールになります。ワコムが持
つ業界リーダーとしての知見とエコシステムにおける
リーダーシップを活かしたペンプロトコルを含めたデ
ジタルペンエコシステムの改善、そして高い技術力を
生かした高品質で使いやすいペンソリューションを目
指し、共同開発を続けていきたいと思います。

Samsung Electronics / Technology Strategy Group
シニアプロフェッショナル

サムスン電子のモバイル・エクスペリエンス事業における
テクノロジー戦略チームで、パートナーシップ・マネジメン
トを担当。目下の注力領域は、Sペン（ワコムが技術提供す
るペンのGalaxyシリーズにおける名称）とその関係領域に
おけるパートナーとの連携強化。

「比類ないモバイル体験」を
ともに届ける

SAMSUNG
case_ 2

レノボ・ジャパン合同会社
執行役員常務

ワコムの長年のパートナーとして新製品の共同開
発にも参画するレノボとサムスン。デジタルデバ
イスの世界をリードする両社の担当者に、ワコム
との協業の軌跡について聞いた。

TECHNOLOGY
shines
through

ソリューションの
付加価値を増大する

LENOVO
case_1

塚本�泰通�|�Yasumichi TSUKAMOTO

2002年日本IBMに入社後、2005年レノボ・ジャパンに移籍。
入社後20年間ThinkPad開発一筋で数々の製品を世に送り
出す。2017年4月 ThinkPad開発部長に就任し全ThinkPad
製品開発を主導、2020年には５年間にわたる開発期間のの
ち世界初の折り畳みPCであるThinkPad X1 Foldを発売。

カタリーナ・チョウ�|�Catarina CHO
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デジタルインク技術が持つ可能性を拡張し、未来
へ向けた革新的テクノロジー・プロダクトを生み
出すコラボレーションの数々。ここではZ会、
PILOT、mui Labとワコムの取り組みを紹介する。

　90年を超える歴史を誇り、今も通信教育界を牽引
するZ会は、一貫して「書いて、学ぶ」ことを大切にして
きた。「百の聴講よりも一の実践」という創業以来の原
点を守りつつ、学習環境や技術革新にも柔軟に対応す
る。その会員は幼児から大学受験生まで実に幅広い。
　デジタル領域への進出を見据えてパートナーを探し
ていたZ会がワコムを指名したのも、「手書きの価値」
を重んじる点で響き合う感覚があったから。
　「見立ては正しく、デジタルインク技術『WILL™』を
ご紹介いただき、共同研究の幅も広がりました。タブ
レットでも紙同様に書ける『アナログの再現性』に加
え、技術的裏付けによって新たな発想が生まれました。
セマンティック（意味論的な）領域の研究はその代表例
です」（渡辺氏）と確かな手応えをつかんだ。初の成果
は「中学生タブレットコース」。Ｚ会が長年積み上げて
きた良問・添削指導のノウハウをAIに組み込み、人の
指導と掛け合わせることで、自宅にいながら「最短
ルートでの完全習得」へと導くタブレット学習サービス
で、2021年にリリースされた。
　現在の共同研究は「個別最適化された学習の実現」
に欠かせないテーマに沿って進められている。それ
は、子どもたちが答案用紙に「何を書いたのか?」と、
その解答を「どう書いたのか?」という2つだ。現状は
「どう書いたのか?」というテーマが先行して研究開発
が進む。具体的には、学習指導を組み立てる際にベー
スとしている「人間の思考プロセス」を可視化しようと
するものだ。回答に辿り着くまでに、どの部分で深く考
え、迷い、躊躇い、勇気を持って進んだのか。学習の軌
跡がデジタルインクよって描き出される。
　添削指導者は回答の正誤を判定するだけでなく、答

案に込められた子どもたちの考えを解きほぐし、一人
ひとりに応じた発展的な指導を答案用紙に託して返信
する。思考過程を遡り、「どこに理解の誤りがあったの
か」「出題の意図を十分につかめなかった原因は何
か」にまで気を配りながら、添削指導者の言葉で朱筆
を入れていく。デジタルインク技術は書かれた線だけ
でなく時間、場所、筆圧なども記録するため、子どもた
ちがどの問題の、どの部分に、どれだけの時間を要し
たかを把握できる。
　Z会とワコムが取り組むのは、添削指導者の「経験
知」とも言える「思考プロセスの読み解き」を、デジタ
ルテクノロジーによって誰にでもわかる形の「集合
知」に転換する試みだ。デジタルインク技術が答案
作成と添削指導の時間差を埋めてくれるとも言える
だろう。
　2023年3月、この取り組みの成果の第一弾として
「Replay & Heat Map」がリリースされた。子ども自
身の復習に役立つ機能として提供するが、可視化さ
れた情報を活用することで、Z会が誇る添削指導者の
学習指導は今後更なる進化を遂げるに違いない。
　Z会が大切にする価値観のひとつが「不易流行」。不
易と流行は対立するものではなく、新しさを求めて絶
えず変化する流行性こそが、永遠に変化することのな
い不易の本質であるとも説かれる。Z会にとっての不
易流行とは何か。それは「書くことの積み重ねが真の
学力をつくる」という「人類の経験則」とも言える価値
観を守るために、子どもたちの学びの助けとなる最先
端テクノロジーを含めた「新たな智慧」を常に取り入れ
ることではないだろうか。ワコムとの共創がその一助
になると信じて。

　「水先案内人」の名を冠する株式会社パイロットコーポ
レーション。先端技術をいち早く市場投入する革新性で
知られ、技術と伝統で「新しい筆記文化」を創ってきた。
　いま、アナログ文具の巨人が見据える「デジタル文具
への進出」。パイロットとワコムの共同研究は、コネク
テッド・インク 2020を機に始まった。8時間（「一日の
平均的創作時間」として想定したもの）以上使い続けら
れるデジタルペンのあり方について、開発を進め、目下、
「筆記音が書き味に与える影響」に取り組む。この視点
は「コネクテッド・インクでの気づきがきっかけ。パイロッ
トが目指す『究極の書き味』は、時代や社会によって変
化するもの。この新しい試みも、アナログとデジタルの
融合から生まれた恩恵のひとつです」（岩見氏）。
　進行中のプロジェクトは、デジタル技術で筆記具と
筆記音の多様な組み合わせを生み出し、筆記音と書
き味の関係性を探ろうというもの。万年筆や鉛筆などの
「筆記具」とノートやキャンバスなどの「対象物」の組み
合わせごとに耳に残る筆記音があり、その刺激が創作
時の感情に影響することも直感的に理解できる。ソフ
トウェアによる制御は、同じ筆記具で複数の筆記音の
表現を可能にする。アナログの筆記音の再現はもちろ
ん、意外な組み合わせで未知の体験を生み出すことも
期待される。
　未来には、体調や感情、創作意欲、創作段階などに
合わせ、最適な「筆記音」を示唆する筆記具が誕生す
るかもしれない。

人間の本質たる【描く/書く】を超え
パイロットとワコムが目指す
「明日の筆記具」

PILOT
case_ 2

　mui Labは、スマートホーム領域でいま最も注目を
集める企業のひとつ。人の心に寄り添う「無為自然な
デジタルテクノロジーの佇まい」の実現を目指す。人間
も自然の一部として変化を続けながら技術との関係性
を追求する姿勢には、「カーム・テクノロジー」の設計思
想と日本的・東洋的美意識との融合が色濃く現れる。
　mui Labとワコムの出会いから生まれたのが【柱の
記憶】。子どもの成長を柱に刻む文化は広く伝わるが、
【柱の記憶】はこの「家族の記憶の原点」に着想を得た
もの。昔ながらの暮らしの一場面をデジタルに変換す
ることで、「新しい家族のコミュニケーションのあり方を
描き出そうとしている」（廣部氏）。大黒柱を模した外観
で住空間に溶け込む【柱の記憶】には文字を書き付け
ることができ、デジタルインクデータとして記録・蓄積
される。これは、デジタルペン、デジタルインク、タッチ
センサーというワコムの知見が実現するものだ。手書
き文字の意味や内容を解析する「セマンティック・イン
ク」。この技術が、文字と文字の緩やかな関係性を紡
ぎ出し、時間と空間を超えて思いもしなかったつながり
や文脈を届けてくれる。
　検索性と正確性を重視したデータ処理とは一線を画
し、「新しい体験の可能性が潜む『余白』がある」。引き
出しの奥で眠るいつかのメモ。古いアルバムに見つけ
た、一枚の色褪せた写真。忘れかけた記憶との再会が
人の心を温めるように、【柱の記憶】に漂う人間らしさ
に溢れた情報が「家族の風景の未来」を織りなす。

「家族の未来の風景」をつくる
無為自然なテクノロジー

mui Lab
case_3

デジタルインクで
答案作成過程までも可視化する
Z会とワコムの新しい挑戦

Z会
case_1

Projects to
Look out for

岩見�純一�|�Junichi IWAMI

株式会社パイロットコーポレーション
産業資材営業部　部長
1991年、株式会社パイロット入社。産業資材営業
部部長として、デジタルペン領域におけるワコム
との新たなコラボレーションを指揮する。

廣部�延安�|�Nobuyasu HIROBE

mui Lab株式会社
共同創業者、クリエイティブディレクター
インハウスデザイナーを経て、心地の良い暮らし
を情報テクノロジーを用いて実現するために、自
然素材である木を使ったmuiボードを発案する。
日常に存在する手触りを通じて人の生活と情報
テクノロジーとの接点を探求する。

渡辺�淳�|�Jun WATANABE

株式会社Z会
情報システム部 システム開発課 課長
2001年、Z会入社。添削部門・学習支援
部門・事業戦略部門を経て、新規事業開発
部門でZ会アステリアを企画・リリース。
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　そして「あらゆる場面にワコム製品を浸透させ、日常の風景に新たな
【デジタルペン体験】を届ける」取り組みが成功すれば導入先はさらに
広がっていくことが期待されている。

　デジタル技術の進化と浸透が急速に進む現代。同時に、私たちの普
段の生活や仕事の場面でもペーパーレス化が進んでいる。その背景に
は、液晶ペンタブレット・デジタルペンへの移行による業務の効率アッ
プ、各種手続きの簡略化、コスト削減、セキュリティ強化など多くの効果
が期待され、導入の引き金となっている。そして世界的に見られるこの
傾向は、ワコムがさらにビジネスを広げていくチャンスが存在すること
を意味している。役所や銀行などでの書類手続き、クレジットカードの
サイン決済、宿泊施設でのチェックイン、さらには医療機関でのカルテ
入力など、その用途も業界も多種多様だ。実際、これまですでに導入が
実現している業種の一部を挙げてみると……

イタリア北部の都市・ミラノを拠点に、IT＆ソフトウェアサービスを活
用して歯科医院の経営をデジタル化するソリューションを提供してい
るのがオリスライン・デンタル。患者情報登録、カルテの記入、治療に
関する同意書の署名などのワークフローをデジタル化するため
「Wacom DTU-1141B」「Wacom Ink SDK for multi-display」を導入、
事務手続きの効率化および患者の満足度アップを実現している。世界
各国で提供する同社のデジタル・ソリューション事業はすでに20年以
上の歴史を誇り、現在ではイタリアとポルトガルに事業所を構えている。

オリスライン・デンタル （イタリア）

法廷での膨大かつ煩雑な書類作業の負担軽減と速やかな法の執行を
目的として2016年に導入されたインドの「e-Courts」。ワコムの液晶ペ
ンタブレットを採用し、裁判官・原告・被告をはじめとする法廷関係者
が裁判に必要な書類・資料・記録をデジタルデバイスで共有すること
を可能にした。さらに裁判官は審理の過程で必要な情報をメモ書きす
る際にも同様にデジタルデバイスを活用することができるシステムに
なっている。これら先進的なデジタル化の試みによりインドの裁判所
は時短および作業効率のアップを実現している。

インド最高裁判所 （インド）

1941年創業、山梨県甲府市に本店を構える。長期ビジョンとして
「Value Creation Bank」を掲げ、「地域社会に豊かさを」「お客さまに笑
顔を」「職員に働きがいを」そして「株主の皆さまに満足を」実現し、あら
ゆるステークホルダーの期待に応える金融グループを目指している。
業務のデジタル改革の一環として、「Wacom One 液晶ペンタブレット 
13」を導入して、伝票記入の削減を実施。デジタル化による窓口業務の
効率化、ペーパーレス化の進展により、紙伝票に関する一連の業務負
担を65%削減し、営業店の生産性を大幅に向上させた。

山梨中央銀行 （日本）

1000
病院をはじめとする医療分野もまた事務処
理のデジタル化が加速度的に進んでいる分
野の一つ。患者情報・カルテ・治療に関する
患者の同意書など、数多くの場面でワコムの
液晶ペンタブレットが活躍している。現在ま
での導入件数は1000件を超える。

医療関係

800
これまで紙とペンによる手書きが主流だっ
た宿泊者情報の記入など宿泊施設での
チェックイン業務も、ワコム製液晶ペンタブ
レットの活用によるデジタル化が進んでい
る。日本だけ見ても現在、全国800以上のホ
テルでワコム製品が導入されている。

ホテル

60
「公共の福祉実現」をその目的とし、老若男女
を問わず全住民の生活を日々下支えしてい
る自治体。ワコムの液晶ペンタブレットは60
を超える自治体の窓口で活用され、業務効率
＆住民の満足度アップに貢献している。

自治体

いつでもどこでもワコムがサポート

世界に広がるワコム

「あらゆる場面にワコム製品を浸透させ、日常の風景に新たな
【デジタルペン体験】を届ける」̶ ̶。ビジネスソリューションによって
世界各地で繰り広げられるこの取り組みの一例を紹介する。

EVERYWHERE in D  aily Life

wacom
BUSINESS
SOLUTION
MAP

CASE STUDIES

コール
センター 学習塾

金融機関 自治体

病院 ホテルオンライン
教育

裁判所小売店 消防 警察

これらの業種に
ワコムの技術が

導入されています！
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虎視眈々と研ぎ澄ます「発想力」と
「世の中を見通す眼」

世界は、まだまだ可能性に満ちている

日常に数
あまた
多存在している【描く/書く】という情景。その選

択肢にデジタルペンとタブレットを加えていきたい。ビジ
ネスソリューションの部隊は、かつてSF作品で見聞きし
たような世界を叶えようと、独自の発想・アイデアと明日
を見抜く洞察力で試行錯誤を重ねている。

SOLUTION 
ENABLER

て急にPC入力に変わったら…。デ
バイスの扱いに慣れていない方た
ちの戸惑いは推して知るべし、です。
その点、手書き（手描き）に関する知
見が豊富なワコムには、少なからぬ
優位性があると考えています」
　製品導入後もプロジェクトは続
く。ワコムが大切にしているのは
「体験」を届けること。導入企業から
のフィードバックは「知見の宝庫」。
体験をアップデートするため、評価
された点も改善すべき点も含めて、
開発部隊への共有を欠かさない。
また、築いた実績は同業界への営
業ツールであり、導入を促進する
論拠にもなる。現場からしか得られ
ない貴重な声が知見として蓄えら
れ、新規導入先開拓での説得力を
も高めてくれる。

「発想力」で勝負し
社会情勢を見極め
好機を逃さない

　新しい市場開拓の検討に用いる
のが「業界・業種」「業務上の用途」
「デジタルペン単体 or デジタルペン
＆タッチの技術用途」の3つの視点。
この掛け合わせから「まだ見ぬ大海
原」を探すことをいつでも意識する。
「ビジネスソリューションが誇る
最強の武器は『発想力』です。ある
アイデアを全く異なる領域へと転用
するなども、その好例。今すぐにビ
ジネスにつながらなくても、数年先
の世の中を想像して、業界内で影
響力のある個人・企業・団体と関
係性を築く。これも発想力から生ま
れるアプローチのひとつです。実際
に、電子カルテの合法化以前から、
先進的な取り組みに興味と理解を
持った医療従事者にはワコム製品
を使っていただいていましたから」
　発想力に加えて重要な要素とな
るのが社会環境の変化、特に法改
正への対応だ。「紙と印鑑の文化」
が根付く日本でもさまざまな分野で
ペーパーレス化が徐々に進展し、地
方選挙や不動産契約などは先行し
た実証実験も含めてデジタル化が
進められている。
「法改正の動向は常に注視していま
す。特に日本においては、行政での

動きが民間企業に大きく影響する
ため、公共機関におけるデジタル
化加速は、ビジネスソリューショ
ンにとっての絶好の機会と捉えてい
ます。目に見えるものすべてを液晶
ペンタブレットに置き換えて考えて
みる。そのくらいの気持ちです。もち
ろん機会ばかりではありません。例
えば、『個人の意思表明とは何か』と
いう問題。『個人の意思を表示する
方法として（手書きの）サインでなく
ても構わない』となると、私たちに
とっては非常に脅威。なぜサインな
のか。利便性や文化的側面を含め
て、その価値を訴求し続けていくこ
とも私たちの大切な仕事なのです」
　こうした動きは海外含めて共通
のもの。国や地域により文化や商
習慣は異なるが、「紙を使っている
場所はすべて可能性がある」という
のは事業全体で共有している考え
であり、 他国・他地域での事例から
インスピレーションを受け、次の展
開の「種」としている。

3つの重点分野と
教育のポテンシャル
先の可能性を見つめて

　この事業がフォーカスするセグメ
ントは医療、金融、公共機関。そこ
に新たに加わるのが教育だ。教育
に関しては、ビジネスソリューショ
ン単体ではなく「テクノロジーソ
リューション事業」や「インクディビ
ジョン」とも連携しながら精力的に
動く。ワコムとして主眼を置くのは
「モノ」より「体験」。液晶ペンタブ
レットや液晶サインタブレットの導
入ではなく、「セマンティック・インク
（コンピューターが、文脈や背景な
どからある情報の意味や関連性な
どを理解し、その理解に基づいて
自律的に処理を行うことを可能に
する）」などのデジタルインク技術を
軸とした「新しい体験価値の提供」
を目指す。ビジネスソリューショ
ンの売上は約44億円（2022年3
月期）。これはワコム全体（連結売
上1,088億円）の約4%。世界には
「ワコム製品に置き換わる場所」が
無数に存在しているという可能性を
考えると、この比率はこれから先、

さらに伸ばしていく余地がある。
　ワコム製品を通じてどのような社
会をつくりたいのか。中逵は、現実
の延長線上に浮かぶ「サインの未
来」について語る。「個人認証の手
法を『手書きサイン』によって統合で
きたら面白いですね。閉じたシステ
ム上の世界において、IDとパス
ワードで個人を認証することは簡
単です。とはいえ、閉じたその世界
ごとにそれぞれの認証方法が求め
られる。この煩わしさは皆さんよく
ご存知だと思います。私は、手書き
サインですべての個人認証、すなわ
ち『個人の意思表明』が可能になる
未来を夢見ています。世界中のどこ
にいても、サインひとつで、その人
がその人であることを証明できる
社会。これが私たちが思い描く究
極の完成形かもしれません」。
（数字は特に記載がないかぎり2022年12

月末時点のもの）

常に探し続けている
「ワコムが入り込む余地」

　私たちは一日にどれくらい【描く
/書く】のだろうか？ ふと頭に浮かん
だことのメモ、手帳やカレンダーへ
の予定の書き込み、病院での問診
票の記入、ホテルのチェックイン、
公的書類の申請など、改めて意識
すると日々の生活は驚くほど【描く/
書く】に溢れている。そのすべてを好
機と捉え、液晶ペンタブレットや液
晶サインタブレットの導入を目指し
て動いているのが「ビジネスソ
リューション」である。
　あらゆる場面にワコム製品を浸
透させ、日常の風景に新たな【デジ
タルペン体験】を届けること。これ
がビジネスソリューションの掲げ
るミッション。「ワコムが入り込む
『余地』をいつでも探しています」と
語るのは、日本国内のセールスお
よびマーケティングのヘッドを務め
る中逵隆司。セールス、マーケティ
ング、ソリューション・コンサルタン
ト、インターナル・セールスから成
る16名のチームを率いて、社会に
ワコム製品を浸透させようと日々ア
イデアを練り続ける。
　日本における「電子カルテの先
駆け」からその歩みを始めたビジ
ネスソリューション。現在では、日
本国内での売上のおよそ半分は医
療分野が占めるなど、ワコムの液晶
ペンタブレットは日本全国で1,000
を超える医療機関（病院・大学病院
など）、800を超える宿泊施設（ホテ
ル・旅館など）、60を超える自治体
窓口で導入されるまでに拡大した。
こうした「ビジネスユースでのワコ
ム製品の導入獲得」がビジネスソ
リューションの仕事である。

　ビジネスソリューションの事業
を展開するにあたって、ワコムは
ソリューション・イネーブラー
（Solution Enabler）を自負してい
る。顧客である導入決定者が構築
するシステムが成果を上げるため
の環境を整え、支援する役割を担
うためだ。ワコム製品を実際に使
用するのは、その先にいるエンド
ユーザーなので、導入決定者がエ
ンドユーザーとイコールにはなら
ない。その点が同じブランド製品
事業を構成するクリエイティブソ
リューションと異なる特徴だ。
　導入決定者がワコムに期待する
のは、他ならぬ「ビジネスへの寄
与」である。ここでは、エンドユー
ザーの利便性向上のみならず、い
かに導入決定者のビジネスを改善
するかが求められる。ワコム製品を
導入した場合の業務効率化、コスト
削減、ビジネスプロセスの簡略化な
どについて仮説を立て、実証実験
を通じてその効果を証明して初めて
採用されるのである。
「導入決定者である企業のビジネス
を深く理解する。これが、私たちが
最も大切にしていることです。その
企業の属する業界を取り巻く環境
や、業界特有の業務プロセスを速
やかに理解し、私たちに求められる
提供価値を把握することを最優先
に考えています。そのためにはヒア
リングの徹底が欠かせない。ビジネ
スの最前線の声から『本当に解決し
たいこと』を探り出します。ビジネス
ソリューションでの仕事の醍醐味
は、『経験値』を活かして企業の困り
ごとを明らかにすること。簡単では
ありませんが、その点が一番面白
い。このスキルを駆使して仕事に取
り組むところにこの事業の価値が
あります。もちろん、実際に利用され
るユーザーの方に強いる負担は最
小限に抑えることも必要です。いく
ら業務効率が上がろうと、ユーザー
が対応できなくては意味がない。今
まで紙に手書き（手描き）で行って
いた申請内容の記入などが、すべ

中逵隆司 | Takashi NAKATSUJI

ビジネスソリューション ジャパン
シニアディレクター

ビジネスソリューション事業に20年近く携わり、ワコ
ムが持っているコアテクノロジーをさまざまなビジネ
スシーンに活用して新たな価値や体験を顧客に提供。
現在、公共分野や医療分野への新規需要開拓を推し進
めるとともに、新たなソフトウェアの提供を通じて顧
客の付加価値の向上に取り組む。

「経験値」を活かして
課題を解決する
仕事の醍醐味

マテリアリティ ①      技術⾰新と新たな体験価値創出
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『道具体験』の先にあるもの
ワコムは、デジタルペンやデジタルインクに関わるテクノロジーを
研究・開発するという技術会社の本分を果たすと同時に、
そのテクノロジーから生み出されるこれまでになかった
「新しい体験の可能性の探求」へも歩み始めている。

for

the future
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仲間と呼べるような「親しみ」を感じるテクノロジーを求めて

デジタルインクが変える【描く/書く】という体験

インクディビジョンは、デジタルインクを熟知し、コミュニティを構成す
るパートナーと共に【描く /書く】という体験価値を高める役割を担う。
ハードウェア会社から【体験の旅】を届ける存在へと進化を続けるワコム。
いま、「人に寄り添うテクノロジー」の追求を進めている。

BE INNOVATIVE も、漢字でも、絵でも、付加される
情報のレベルが上がるのです」
　大きな価値を認めるからこそ、そ
の保護にも必然的に目が向く。イン
クディビジョンが開発を主導した
「Wacom Y

ユイファイ
uify」（⇒P49_ 「Wacom 

Yuify」について）は、デジタルインク
で描かれた作品に創作の証を付与
し、権利保護の支援を行う仕組み。
自己主権型 IDを活用し、永続的な
創作の証を残すことを実現した画
期的なシステムである。いつ、どこ
で、誰が創ったものか。描かれた刹
那にその情報が作品に埋め込まれ
る。一人ひとりが持つ創造性や独創
性を作品に刻み付け、その「証」を
伴った作品データこそが唯一無二
の価値を持つ。Wacom Yuifyが普
及すれば、【クリエイター/アーティス
ト】は安心してデジタルでの創作活
動に没頭できるに違いない。【手描
き/手書き】の価値を大切にするワ
コムらしい試みと言えるだろう。

デジタルインクが捉える
「感情の共有」を通じて
新しい自分を発見する

　インクディビジョンの目指すとこ
ろ、それは「感情の共有です」と語
るワン。ワコムが志向するのは、捉
えた情報をユーザーに開放し、新
たな気付きにつなげること。未知の
情報によって、ユーザーの潜在意
識にある「何か」を呼び覚まし、新し
い発見を促そうという考え方だ。「も
しかしたらあなたの心の中でこのよ
うなことが起こっているかもしれま
せん。それを見て、あなたはどう思
いますか?」と問いかけるようなイ
メージだろう。
「感情はあくまで個人のもの。それ
を勝手に解釈することは傲慢です。
反応や交流を生み出し、新しい発見
に役立ててもらうことに、私たちの
テクノロジーを役立てたいのです」
　新しい発見を届けるために、大
切にしている言葉がある。それは
「お客様視点に立ち返る」「創造的
混沌を楽しむ」「形にして届ける」の
3つだ。「お客様視点に立ち返る」こ
とが、紛糾した議論の着地点を見

極め、拡散する発想を収束させる
原点となる。「創造的混沌」はワコム
を象徴する言葉のひとつ。「たしか
に創造的混沌はストレスも大きく、
物事が進むのに時間も要します。で
も、最終的には創造的混沌が必ず
やクリエイティブな方向に働くと信
じています。だから私たちは、意識
的に創造的混沌という言葉を用い
ているのです」。
　「形にして届ける」はお客様やパー
トナーに対する姿勢を示すもの。イノ
ベーションを起こすには、誰もやっ
たことのない実験的な取り組みが
欠かせない。一方で、その努力が
実を結び、世の中に体験価値として
提案されて初めて存在が認められ
るのも、また事実だ。「面白い挑戦で
あっても、価値を提供できなければ
意味がない。だから私は、経験の浅
いチームメンバーであっても成果を
出すことを求めます」
　さまざまなプロジェクトに深く関
与するインクディビジョンから、ワコ
ムはどのように見えているのか。
「ワコムは決して特別ではありませ
ん。ビジョンを持ち、コミュニケー
ションを密にし、試行錯誤し、想像力
と勇気を持つ。それ自体に難しいこ
とはない。ユニークであるとすれば、
『個人の成長を促すことに熱意を注
いでいる』ということ。私はヒーロー
でも天才でもない。そうなりたいと
も思っていません。大切なのは個人
の成長を促すこと。チームメンバー
が成長し、新しい価値を提供するの
を目の当たりにする。それこそが、
私にとって最もインスピレーション
が湧く体験なのです」

親しみが湧くような
自由なテクノロジーで

「人に寄り添いたい」

　テクノロジーに対するワンの想い
には、「人に寄り添いたい」という温
かい感情が滲む。
「今よりもっと自由なテクノロジーを
作りたいと考えています。単に付加
価値をもたらすだけではなく、人を
助けるものにしたい。それが私の夢
です。子どもでも、芸術家でも、作

家でも、その人がなりたいと願う姿
へと成長する助けになって欲しいの
です。次から次に誕生する新しいテ
クノロジーは、ともすると、私たちに
命令するかのように振る舞い、しば
しば違和感を覚えます。AIについて
も、人間との競合が懸念されていま
すが、いかに人間と人工知能（AI）
が仲間になれるのか？という哲学
的な側面から探求したいですね。
テクノロジーは人々にとって親しみ
が湧くもの、仲間のようなものであ
るべきだと思っているのです」
「私にとっての創造性とは、異なる
ものの間にある『つながり』を発見
すること。ユーレカ! の瞬間ですね」
と語るワン。【生命体・ワコム】が、こ
れから先、どのようにイノベーション
を起こしていくのか。インクディビ
ジョンの飽くなき挑戦は続く。

製品チームと歩調を合わせ
イノベーションを実現する

　「インクディビジョン」はワコムの
なかでもユニークな存在。デジタル
インクの活用に関する技術開発を
担いながら、新しい体験を提供する
クラウドサービスやアプリケーショ
ンの開発、ライセンスの付与など、
その業務範囲は広範におよぶ。デ
ジタルペンやデジタルインクの利用
シーンを定義し、改善を図るのも、
この部門の役割だ。
　100名近いこのチームを率いる
のは、台湾にルーツを持ち、ドイツ
で育ったハイジ・ワン。ワンはインク
ディビジョンについて「【中期経営計
画 Wacom Chapter 2】の一環とし
て、2018年に発足した新しいチー
ム。ブランド製品事業やテクノロ
ジーソリューション事業と共にビジ
ネスモデルの変革を推進していま

「KISEKI ART」について）などは、そ
の典型だ。「テクノロジーはフィード
バックを受けて進化するもの。具体
的な用途が見えなくても、未来の可
能性を広げるための挑戦を続ける
ことに意義があるのです」。

【手描き/手書き】に宿る情報
を解き明かすデジタルインク
というテクノロジー

　デジタルインクは「厳密に言えば
ソフトウェアであり、接着剤のよう
なもの」。デジタルペンとアプリケー
ションをつなぐのがデジタルインク
という存在である。ワコムが提唱
し、普 及 を 促 進 する「WILL™
（Wacom Ink Layer Language）」
は、物理的なインクと同様の自然な
【描き味 /書き味】を、デジタルデバ
イスの画面上でも実現する。「誰も
が使えるものにしたかったので、
Language（言語）という言葉を使
いました」というワンは、このテクノ
ロジーの名付け親だ。
　ユーザーの思考、感情の推移、
その背後にある物語までも捉える
デジタルインクは、それ自体がコン
テンツでもある。具体的体験と紐づ
けて理解できる情報は未だ少ない
ものの、デジタルインクには無限の
可能性が秘められている。
「【手描き/手書き】に対する思い入
れが強いのは、漢字文化圏に出自
を持つことに起因するのではない
かと思います。
　表音文字であるアルファベットと
は異なり、表意文字である漢字は、
文字により多くの情報が込められ
ています。しかし、人が書く文字、人
が描く線には、書き手の感情やそ
の場の状況に起因する目には見え
ない情報が存在するので、デジタ
ルインクであればアルファベットで

す。ハードウェア中心の事業を一歩
進め、体験を届けるサービスへと進
化させるサポートが私たちの役割
です。そのため、組織編成上もブラ
ンド製品事業とテクノロジーソ
リューション事業の両方に重なる位
置に存在しているわけです。各事業
部門、部署との連携が不可欠なた
め、CEOをはじめ、各部門のリー
ダーとは日常的に密接なコミュニ
ケーションを取っています」と語る。
　これまでインクディビジョンは、各
事業部門が求める技術を開発して
きたが、近年は異なる動き方も増え
ている。実験的テクノロジーを提示
し、そこから「新しい体験」を生み出
すということが、現実に起こりつつ
あるのだ。創作過程で生まれる多元
的なデータ、例えば、筆さばきの癖、
筆圧の掛け方、【クリエイター/アー
ティスト】の感情の推移などをも可
視化する「KISEKI ART」（⇒P48 _ 

ハイジ・ワン | Heidi WANG

インクディビジョン 
シニア バイスプレジデント

インクとイノベーションに情熱を注ぎ、インクを魂と心を反映し、反応するものであ
ると感じている。インクディビジョンの責任者として、ワコムのインク技術とサービ
スを指揮。モットーは「価値はつながりによって生まれる」であり、そのためにパート
ナーシップを重視する。
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　ワコムという企業を端的に表す
言葉があるとすれば、その一つは
「道具屋」ということになるだろう。
　そしてこの「道具屋」であるこ
と̶つまりクリエイターが想像力
をたくましくし、未知の作品を制作す
る過程にダイレクトに寄り添う存在
であること̶が、誰も想像し得な
かった次世代の付加価値を生む土
台となる。その強い信念のもと2021
年に立ち上げられたのが「KISEKI 
ART」と呼ばれる取り組みだ。
　ワコムの代表取締役社長兼
CEOを務める井出信孝も、「ペンで
入力された情報を単なる線として捉
えるのではなく、時間、場所、さらに
は文脈などの情報を付加すること
で、創造の軌跡を可視化することが
できます。この情報をクリエイター
に還元する体験をつくることができ
れば、大きな価値が生まれるはず」
と語っている。
　この取り組みの中で大きな役割
を果たすのが、デジタルインクデー
タを表示・保存する技術「WILL」だ。

　日進月歩のスピードで技術革新
が続くテック業界。なかでも急速に
注 目 度 が 上 昇しているの が
「Web3」だ。このWeb3の世界で
は、ソーシャル・ネットワーキング・
サービス（SNS）などに代表される
プラットフォーム事業者に必ずしも
頼ることなく、個人の間で情報やコ
ンテンツのダイレクトなやりとりが
可能になるP2P（＝Peer to Peer：
Peerは「同僚・仲間」の意）が現実
のものとなる。例えば、自分で創作
したデジタルアート作品のライセン
ス提供をする際、これまではアセッ
トストア（＝プラットフォーム）などを
介して行われるのが一般的であっ
たが、Web3では、クリエイター個
人が希望するユーザーに直接ライ
センス提供することもできるように
なるのである。
　しかし、このとき問題となり得る
のが、真贋や来歴だ。実際には他
人が創作したアート作品を不正に
入手しライセンス取引をしている可
能性も払拭できない。信頼できる創
作者証明情報と合わせて作品の権
利管理やライセンス取引、さらには
共同制作プロジェクトの管理を可
能にするため、ワコムが開発を進
めているサービスがある。「Wacom 

アーティストの筆圧、ペン角度・ス
ピード・ストローク、描き直しの履歴
など、まさに創作の“軌跡”（＝
KISEKI）を記録することができるの
である。
「創作に関する各種情報をRAW
データとして収集し、さらに人工知能
（AI）を駆使することで、アートのよ
うな視覚的表現へと変換する
“絵
え も ん
紋”がその一例ですが、創作の

背景やストーリーを可視化する
サービスを生み出せると考えてい
ます」と語るのは、インクディビジョ
ンでビジネス開発マネージャーを
務めるジェフ・コウ。AI開発で高い
評価を得るPreferred Networks
と、イラストやアニメーションの制
作アプリで、世界中のクリエイター
をサポートするセルシスを含めた3
社のコラボレーションで、“軌跡”が
内包する無限の可能性の探求が進
んでいる。
　クリエイターへの還元を端緒に
始まったプロジェクトではあるが、
ユーザーテストなど開発の過程で

Yuify」だ。
「Web3の世界ではすでに広がっ
ている（改ざん困難な）ブロック
チェーン技術を使って作品の独自
性や権利の保護に貢献するという
プロジェクトとして始まりました」。そ
う語るのは、Wacom Yuifyのプロ
ジェクト・マネージャーを務める石
井亮次。「個人間で作品の使用許諾
のようなライセンス契約を行ったり、
チームで共同制作した際、メンバー
ごとの担当した作業に関する記録
や役割の管理が可能になります」。
　個々の作品に振り当てたユニー
クな IDを、作品の画像データに埋
め込む独自技術を活用したこの
サービス。「マイクロマーク」と呼ば
れる“電子透かし”を埋め込むこと
で、いつどこで作品を公開しても、
IDに紐づいた創作の証明、権利情
報、ライセンシングの条件などを常
に確認・参照できる仕組みになって
いるという。
「デジタルデータの場合、いくらでも
コピーできてしまうし、それ自体は
デジタルの良いところであるとは思
います。しかし表面上の見た目は同
じでも、独自性の証しや制作の背景
にあるクリエイター固有のストー
リーと『相即不離』になっているデー

新たなビジネスの息吹も見えてき
たという。「その一つが、アニメー
ターの新人教育です。アニメ業界で
は、プロの経験を若い世代へと継
承し、共有するのが難しいという課
題があります。こういった点におい
ても、KISEKIの有用性が高いと考
えています」。
　プロジェクト開始より2年。今後
は、具体的なサービス・ソリューショ
ンへと磨き上げる作業が続くが、ア
ウトプットの形を突き詰めていく過
程においては、コウの個人的な想
いも方向性を左右する。「どんな形
になるにしろ、究極的には15年前
に絵を描く練習を始めたときの自
分に喜んでもらえるサービスを提供
したい。同時に今の時代に日々絵
を描く人 ・々友だちを本当に支える
ことができるサービスに仕上げた
いというのが常々感じている私個
人の想いです」。
　KISEKIの次なる展開にぜひとも
注目したい。

タ（作品）にこそ唯一無二の価値が
ある̶̶。そういう世界観を作って
いきたいと思っています」。
　文字通り“クリエイターのエコシ
ステム”を創造する試みと位置付け
られたWacom Yuify 。しかし同時
に、現時点のワコムにとって未知の
ビジネスチャンスを創造する可能性
を秘めると石井は力説する。
「今まだワコムが着手していない事
業への足掛かりとしての役割を
Wacom Yuifyが担うこともできる
と考えています。ワコムのビジョン
と親和性があり、シナジーもある関
連ビジネスの企業が一緒になって
事業を拡大していく展開も模索でき
るのではないか、と。周辺への広が
りをもたせていくことができたら、
会社や投資家が期待する新規ビジ
ネスへの拡大や成長という期待値
に対して、Wacom Yuifyが解を提
供できる可能性も高まると思ってい
ます」。
　現在、エンジニア、デザイナー、
マーケティング、ビジネス開発、ファ
イナンス、カスタマーサービス、法
務などワコム社内の部署の垣根を
超えて集められたチームが、2023
年度内の第一弾リリースを目指し
て、懸命に開発に取り組んでいる。

NEW VENTURES

クリエイターの権利を守る
エコシステム構築の挑戦

Wacom Yuify
case_ 2

ワコムユイファイ

「Web3」の登場によってデジタル世界の可能性が急
速に拡大する一方、創作に関するクリエイターの権
利保護の必要性もかつてないほど大きくなってい
る。この現状に解をもたらすのが急ピッチで開発が
進む「Wacom Yuify」だ。

石井亮次 | Ryoji ISHII 

Wacom Yuify
プロジェクト・マネージャー

創作の“軌跡＝KISEKI”が
付加価値の概念に

「奇跡的」変化をもたらす

クリエイターが脳内に持つ創造のアイデアを、作品
として具現化する役割を担うワコム製品。まさに作者
と一心同体といえる近距離にあるからこそ可能とな
る画期的な取り組み、その名も「KISEKI ART」とは？

KISEKI ART
case_1

キセキアート

ジェフ・コウ | Jeff KO

インクディビジョン
ビジネス開発マネージャー
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未来の体験価値は技術革新から生まれ出る
ジュフン・リと原英之。それぞれ、EMR® （Electro-Magnetic Resonance／電磁誘導方式）とアクティ
ブES®（AES：アクティブ静電結合方式）というワコムの根幹を担うテクノロジーの開発リードを務め
るトップエンジニアだ。ふたりは口を揃えて言う。「ワコムは技術の会社である」と。その言葉に秘めら
れた矜持─エンジニアは、ビジネス志向ではなく、技術オリエンテッドで未来を切り拓くチャレン
ジをしなければならない─を、ふたりの言葉から紐とく。

SHALL WE TALK?

Joohoon Lee

Hideyuki Hara

Right_

原英之 | Hideyuki HARA

バイスプレジデント
AESモジュール責任者

島根県出身。少年時代に相対性理論に興味を持ち、学生時代は
理論物理学の研究に打ち込んだ。名古屋大学大学院を2008年
に卒業後、ワコム入社。2013年からアクティブESモジュールの
設計に従事、2020年に責任者となり現在に至る。

Left_

ジュフン・リ | Joohoon LEE

エグゼクティブ・プリンシパル・テクノロジスト　
EMR モジュール責任者

韓国・ソウルに生まれ育ち、POSTECH（浦項工科大学校）でマ
テリアルサイエンスを専攻。1996年サムスン電子に入社して、
無線事業部に配属。サムスンでは、S-Pen開発などTechnical 
Directorを歴任した後2019年退社。2020年社長の井出の誘い
を受けてワコムに入社、現在に至る。

─まずは、リさんの経歴について
教えてください。
リ　生まれも育ちも韓国のソウル
です。大学に入るまでずっと江南区
で暮らしていました。10代のころは
ソウルの喧噪がちょっとイヤにな
り、大学はソウルから離れている工
科大学へ進学しました。専攻はマテ
リアルサイエンスです。

─子どものころから理系だった
のですか？
リ　小さいころは、絵画やピアノと
いったひと通りのお稽古事をやりま
したが、どうやら数学が一番得意
だったようで、自然と理系の大学を
選ぶようになりました。

 ─どのような経緯でワコムに入
社されたのでしょうか？
リ　前職の会社はサムスンなので
すが、あるとき、「自分がこの会社
でやりたいことはやり尽くした」と
感じたのです。そして、開発者として
未知なる領域にもっとトライできる
環境で働きたいと思っていたとき
に、以前からお付き合いがあった
ワコムの井出社長から声をかけて
もらいました。時間をかけて悩んだ
末、目の前に広がる可能性に強い
魅力を感じ、日本へ来ることを決め
たのです。

─原さんの子ども時代も理系で
すか？
原　私は、島根県の大社町という、
出雲大社から徒歩5分くらいの町
で生まれ育ちました。小さいころか
ら人に言われて何かをすることが
嫌いで（笑）、習い事とかクラブ活
動は全然やらずに、本を読んだり
虫を捕ったり、あとはずっと工作を
していました。
　授業も算数や理科が好きで、そ
のころに読んだ相対性理論の科学
マンガに興味を持ち、結局、大学院
まで進んで理論物理学の研究に打
ち込みました。

─研究畑だった原さんがワコム
に入社したきっかけは？
原　研究も好きだったのですが、小
さなころからものづくりが大好き
だったので、心のどこかで「何かも
のをつくっていたい」という欲求が
溜まっていたのだと思います。一方
で、高校時代に人生初のパソコン
を親に買ってもらったとき、パソコ
ンで絵が描けるということに興奮し
てペンタブレットを手に入れたので
す。実はそれが当時「Bamboo」と
いう商品名で販売されていたワコ
ムのペンタブレットで、就職活動の
ときに「そういえばワコムっていう
会社があったな」と思い出し、結局
入社することになりました。それが
2008年なので、社歴は15年にな
ります。

理系だった子ども時代と
ワコムへの入社

Wacom® Cintiq® Pro 27と共に新開発さ
れた「Wacom Pro Pen 3」。製品の描き味
を大幅に向上させることに加え、ユーザー
の作業スタイルに合わせて付属パーツを
入れ替えることで、グリップの太さ、サイ
ドスイッチの有無、ペンの重心をカスタマ
イズできるのが特徴（EMR技術を使用）。

テクノロジーソリューション事業の顧客の
一つ、富士通クライアントコンピューティ
ング株式会社の「FMV LOOX」で最初に採
用された「Wacom Linear Pen」。シャープ
なペン先で描画ポイントが見やすく、さま
ざまなペンの持ち方に対応する（アクティ
ブES技術を使用）。

マテリアリティ ①      技術革新と新たな体験価値創出
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ほうがシステムとしてシンプルとい
うこともあり、さまざまなパソコン
メーカーでアクティブESを使ってい
ただけるようになりました。実際、ア
クティブESの売り上げはパソコン
やタブレットのOEM（相手先ブラン
ド名製造）向けになります。

─ほかの類似技術と比較してど
のような強みがあるのでしょうか？
原　正直に申しますと、デジタルペ
ンの信号に使っているプロトコル名
というのはあくまで名前であり、言
語みたいなものです。例えば中国
語が話せるとかドイツ語が話せるこ
とと同じように、プロトコル自体に
はそれほど大きな優劣はありませ
ん。大事なのは、ペンからどういう
信号を出すかより、出した信号でど
ういうパフォーマンスを実現するか
です。なので、ワコムとしては、自分
たちの技術をどれだけ向上させて
いくかという点にフォーカスし、そこ
に責任を持ち続けていくことが重
要だし、それこそがわれわれの強
みではないかととらえています。

─アクティブESは相対的に汎用
性が高い技術だからこそ、いまデジ
タル化されていない領域にも今後ど
んどん広がっていく可能性がありま
すね。
原　そうですね。タッチセンサーと
コントローラーさえあればシステム
として完結するアクティブESは、プ

ロトコルの互換性をとることで使用
可能な領域を広げやすく、部品の
供給面や製造面でのリスクもある程
度制御しやすい。よって、例えば教
育用途のような社会インフラに近い
領域にも適している技術といえるで
しょう。

独自技術EMRを
どう育んでいくか

─リさんは、EMR技術を今後ど
のように発展させていきたいとお
考えですか？
リ　そもそもワコムという会社自
体、EMRの技術開発からスタートし
ています。原さんが言うように、デジ
タルペンの採用がどんどん広がって
いるなかで、ワコムの力、ワコムの
シナリオで、EMR技術の世界をい
かに豊かなものにしていけるのか。
もっと言うなら、すでに完成の域に
ある技術を、どうやって未来の技術
にすることができるのか。それが、
いま私が挑戦していることです。プ
ロフェッショナル向けのペンという
技術価値をどう活用し、EMR技術
でどういったソリューションを提供
することが可能なのかを考えること
が、当面のフェーズになります。
　私は開発者なので、新しいマー
ケットにリーチしていくというビジネ
ス志向ではなく、純粋に技術オリエ
ンテッドでスタートし、ビジネスへと
融合していくビジョンを掲げています。

─ビジネスや市場開拓も大切で
すが、何よりも技術革新を最重要事
項として、そこから未来の体験価値
を描いていくというわけですね。
リ　はい。ワコムは技術の会社で
すから、ワコムにしかない技術を掘
り下げることで価値を創造していく
ことはとても重要だと思いますし、
まさにそこが、この会社へ来て私が
やりたかった部分でもあります。そ
のプロセスを経ることによって、「こ
れがワコムのペンです」という次な
るストーリーを見いだせると思いま
す。開発者側が結果を出せば、きっ
とバトンを受け取るビジネス側が応
えてくれると信じています。
原　その点にはすごく共感します。
チャレンジをしない／できない環境

原　産業革命が終わったのが
1860年代、ノートパソコンの登場
が1990年前後、そしてスマホの登
場が2000年代初頭と考えると、わ
ずか1世紀半ほどで人類が創り出
す科学技術はものすごい進歩を果
たしました。今後、現在使っている
パソコンレベルの処理性能は、非
常に小さなデバイスに収められるで
しょう。どんどん便利になり、人間が
煩わされることも減っていくと思い
ます。ただ、それでも感じるのが、
「確かに便利だしラクにはなってい
るけれど、何となく疲れる」という社
会になってきているのではないかと
いうことです。情報をどこでも得ら
れるからこそ疲れるし、考えている
ヒマがあったらほかのこともやらな
きゃ、みたいにせかせかしている気
がしてならない。
　そうしたなかで、やはり【描く/書
く】行為は、思考をまとめるうえで非
常に重要なものだと思っています。
今後、テクノロジーによってますます
効率化が進んでいくと、どこかで、
【描く/書く】という行為が改めて重
要視される時代が来るのではない
かと。デジタルというと、即時性も強
く、エラーも隙もないイメージです
が、今後、揺り戻しが来るかもしれ
ません。不便な体験や「これはどう

いうことなんだろう?」と戸惑わせる
体験が、戻ってくるかもしれません。
　そうしたなかで【描く/書く】という
アナログな行為がより大きな意味を
持ち、デジタルの利便性が重なるこ
とで人々に豊かさをもたらせるので
あれば、そこを支える技術を考えて
いくことがワコムの果たすべき役割
であると考えています。

─リさんはいかがでしょう？
リ　この先に待っているのは、情報
もデバイスもすべてがつながったコ
ネクテッド・ソサエティだと思いま
す。デバイスの制御は人工知能
（AI）が司り、コマンドも音声入力へ
と切り替わっていくかも知れない。
そう考えると、ペンで【描く/書く】とい
う行為が今後どうなってしまうのか不
安になってもおかしくありません。
　しかし、AIによって人間のクリエ
イティビティを100%カバーするこ
とは、この先もできないと思ってい
ます。つまり、クリエイティビティ、あ
るいはイマジネーションを、ワコム
はどうサポートしていけるのか
……。そんな課題と向き合い、まだ
見ぬデジタルペンの将来に向かっ
てチャレンジしていくことが、ワコム
のエンジニアが今後取り組むべき
命題であると思います。

アクティブES®とは？

─原さんが開発リードを務めてい
るアクティブES（アクティブ静電結
合方式）について教えてください。
原　端的に言うと、リさんが開発の
リード を 担 当 して い るEMR
（Electro-Magnetic Resonance
／電磁誘導方式）は、タブレットや
液晶側から出す磁界によってデジ
タルペン内のコイルに発生する誘
導電流を使い、ペンの位置や傾き、
筆圧などの情報を伝えています。そ
のため、ペンはバッテリーを必要と
しません。一方、アクティブES（アク
ティブ静電結合方式）はデジタルペ
ンにバッテリーが入っており、その
ペン先から出る静電気でペンの位
置、傾き、筆圧などの情報を伝達す
るという特徴があります。EMRは、
ペン本体にバッテリーが入っていな
いというメリットがあるものの、タブ
レットの内部や液晶の裏側に磁界
を発生させるセンサーが必要にな
ります。一方、アクティブESではこ
のペン専用のセンサーは不要にな
ります。

─アクティブESの大きな特徴は？
原　汎用性の高さが挙げられます。
スマートフォンの登場以降、タッチ
デバイスがパソコンですら当たり前
になりました。どうせタッチセン
サーが付くのであれば、そのセン
サーでペン先の位置情報を取った

が生まれてしまうと、優秀なエンジ
ニアほど嫌になって辞めてしまいま
す。チャレンジする文化があると人
は育ちますし、自然と職場に残りた
くなりますから。

─実際、ワコムの開発環境に漂う
「ワコムイズム」みたいなものはある
のでしょうか? 例えばクリエイティ
ブにものごとを考え、技術革新を起
こすにあたっては「大局観」「論理」
「直観」のどれもが不可欠と言われ
ています。
原　大局的にものごとをとらえてい
る人が意見を出し、それを開発に盛
り込んでいける環境を整えることが
重要だと思います。私自身は、当然
エンジニアなので周りの人から見
たらものすごくロジカルなのかもし
れません。技術ロードマップが自分
のなかにはあって、その達成に向け
てチームメンバーを適材適所に配
置する傾向がある気がします。

─リさんはどうでしょう？ エンジニ
アとして大事にしている哲学は ？
リ　広い視野を持つことです。「ワ
コムのエンジニアだから」「ワコム
のデバイスだから」という発想では
なく、いろいろな知識と感性を動員
して問題意識を持ち、何ならこれま
での慣習や歴史を超えてでも、自
分が納得できるレベルまでチャレン
ジしていく必要があります。特に若
いエンジニアは、そうした認識を持
たないと成長できません。

─リさんから見た、ワコムの若手
エンジニアの印象は？
リ　最初は「みんな大人しいから大
丈夫かな?」と思っていましたが、話
をしたら、気骨のあるいいエンジニ
アがかなりいることがわかって嬉し
くなりました。みんな、それぞれに
能力と情熱を持っています。彼らの
中から、次のワコムを担うリーダー
が必ず登場するはずです。

【描く/書く】という行為に
未来はあるのか？

─最後に、「ペンで何かを【描く/
書く】」という行為に、この先どのよう
な可能性があると考えていますか?

デザインは
細部に宿るね

手 を動かすことで
未来に伝えたいね

SHALL 
WE 

TALK
?
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「次の30年を代表する企業になれ」

世界を知る投資家・
阿部修平は、
なぜワコムに
熱視線を注ぐのか
ジョージ・ソロスの薫陶を受け、数えきれ
ないほどの経営者と企業を見てきたスパー
クス・アセット・マネジメント代表取締役
社長CEO 阿部修平の目に、今のワコムは
どのように映っているのか。ワコムに向け
られる温かくも厳しい言葉の端々からは、
「世界のトップと伍する企業へと成長でき
る」という期待が感じられた。

conversation
special 

井出 信孝　今日は「Wacom Story Book（以下ストー
リーブック）」のためにお越しいただき、ありがとうござ
います。阿部さんとお話しできるのをとても楽しみにし
ていました。このストーリーブックは、今年から新たに
始めた取り組みです。ステークホルダーとのコミュニ
ケーションツールとするにあたり、「ワコムのデジタル
ペンを使っていただいているお客様、価値を共創して
いるパートナーの方々、一人ひとりのチームメンバーが
紡ぐ無数の物語を伝えたい」という願いを込め、ストー
リーブックというタイトルを付けました。投資家や株主
様に読んでもらいたいという気持ちと同じくらい、自分
たちでもこの物語を読みたい。そして、ワコムで働く
チームメンバーが誇りを持って自分の会社や仕事につ
いて語る時、そこにストーリーブックがあってほしい。そ
う思っています。
阿部 修平　私がわずか5人で独立した時、仲間のな
かにも大企業から名も知れない小さな会社に転職した
ことを気恥ずかしく思う人もいました。それ以来、私は
「家族や友人に自慢できる会社にしたい」と言い続け
てきました。「誇りを持てる会社で働きたい」という想い
は、日本でも海外でも変わりませんね。
井出　情熱を持って仕事に取り組む個人の集積が、企
業として大きな価値を生み出す。そのためには何が求
められるのか。今日はそのあたりをぜひお伺いできれ
ばと思います。最初にお話ししたいのが、ビジネスにお
ける「アート」の意味についてです。企業経営では設定
したゴールに向かって最短距離で進む効率性や生産
性が求められます。これは社会で存在するために必要

ビジネスにおける「アート」の意味
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ン・バフェットさんも、自らをビジネスマンであり、投資
家であり、アーティストであると言っています。
井出　阿部さんもスパークス・グループを経営するビ
ジネスマンであり、もちろん投資家でもあり、ご自身で
も音楽や絵画などのクリエーションも行われるアー
ティストでもいらっしゃいますよね。
阿部　「直感」はとても大切です。私が高校生の頃、
『Let It Be』という映画がありました。ビートルズの4人
がスタジオに篭り、段々と音をつくっていく様子を追っ
たドキュメンタリーです。それぞれのアーティストが直
感に従いながら、それぞれに敬意を払って、徐々に形
になっていく。あの4人でなければできないことです。
井出　『Let It Be』を見ても「創作の過程が持つ価値」
を感じます。なぜあのコード進行に行き着いたのか。
何かを生み出すまでの苦しみにこそ、「表現の真の価
値」が宿るのではないでしょうか。いまワコムで進めて
いる「KISEKI ART」（ P48_ 「KISEKI ART」について）
というプロジェクトは、まさに「創作の過程」に焦点を当
てています。創作の成果である作品だけでなく、創作
の過程そのものもアートであるという新しい問いかけ
です。これにより、過程が価値を持ち、その対価をクリ
エイターやアーティストに還元することができれば、創
作に関わる層の拡大につながる。その信念を持って取
り組んでいます。
阿部　そこから新しいビジネスが生まれるのではない
でしょうか。私が証券アナリストになりたての頃、ワー
プロが普及し始めました。これによって起こったのが
「小説家の若返り」でした。大学生などの若者が名だた
る文学賞を獲得し始めた。つまり、新しい道具の登場
がクリエイティブな活動を進化させたわけです。その
面からも、私はワコムに興味を持っているのです。ワコ
ムのデジタルペンには「言語の壁」がありませんよね。
そして、同じ場所にいなくても創作を共有できます。言
語の制約も空間的な制約も受けない、知的創造力を
変質させる道具が生まれると期待しています。
井出　デジタルテクノロジーの最大の特徴は「時空を
超える」ことです。時間と空間の制約を取り払うことが
ワコムの使命だと思っています。

これからの30年に不可欠な
「人々を幸せにする」という視点

阿部　優秀なビジネスマンはプラグマティック（実利
的）です。「未来」を見つつ、「今」やるべきことがわかっ
ている。10年後のことを嬉々として語り、資金調達の
相談に来る経営者もいますが、そういう人に限って実
態は赤字続きということもあります。経営者としての賢
さがあれば、今でも利益を出すことができるはず。一生
懸命であり、小さな工夫を凝らすこと。これが大切で
すね。
井出　よくわかります。『千夜一夜物語（アラビアンナイ
ト）』では、シャフリヤール王に殺められないよう、妻で
あるシェヘラザードが毎晩命懸けで物語を語ります。
王は妻を亡き者にしたい一方で、物語の続きを聞きた

へと判断軸が変化しました。では、次に何が起こるで
しょうか。直近30年はデフレーション、つまりモノや
サービスの価格が下がる時代でした。価格が下がるか
ら多く売らなければいけなかった。これからの30年は、
「量」に対して「価値」が重視される時代へと移っていく
でしょう。さらに言えば、「利潤」よりも「人間性」が大切
になると考えています。「人々を幸せにする」という視点、
「プロフィット・トゥ・ヒューマニティ」ですね。
井出　やはり阿部さんとワコムにはレゾナンス（共鳴）
があると感じます。ワコムでは「意味深い成長
（Meaningful Growth）」というコンセプトを立ち上げ
ました。財務的な成長の最大化はもちろん目指します
が、あわせて、「人間の成長に寄与したい」という想い
から生まれた考え方です。ワコムに関わるすべての人

な要素ですが、一方で、一見すると無駄とも映りかね
ない感覚的要素、アートの部分が大きな意味を持つの
ではないかという意識も持ち続けています。
阿部　私は投資家として、多くの経営者の話を聴いて
きたという点では誰にも負けないと自負しています。投
資家として企業を見る判断軸は、効率性や生産性など
よりも、極めて感覚的な部分が大きい。投資家に必要
なのは「価値を見極める力」です。他人には見えない価
値を見つけること。何かを見て「綺麗だな」と感じる感
覚と同じです。アーティストであれば個人的感覚を作
品として表現するでしょう。それはビジネスにも通じま
すよね。ワコムで言えば、「道具をつくる」というロジッ
クに、いかにアーティスティックな気付きを組み合わせ
るかということですよね。伝説的投資家であるウォーレ

いがために妻を翌晩まで生かすしかない。その切迫感
のある毎日の積み重ねが、結果的に千日間の壮大な
物語につながったわけです。最初から千日後に面白い
話をすると約束するのではなく、振り返ると千日間の
物語になっていたんですね。これはビジネスでも同じ
ことが言えると思ったのです。千日後の物語を語るに
は、今日この一日の物語を語れなければならない。あ
る種の切迫感を伴った「今」が、「未来」につながってい
くのではないかと思います。
阿部　ビジネスとアートの間に境界線があるとしたら、
「今があるか?」という点かもしれません。「今」を生き抜
く現実主義的な面。それと同時に、先を見据えた使命
感も持っていたい。使命感がなければ、単なる利益追
求になってしまいます。外から見たら成功しているよう
に見えても、自分の得や利益のためにだけビジネスを
やっている人たちをたくさん見てきましたから。
井出　その部分をもっと深くお聞きしたいです。阿部さ
んは30年以上にわたり、謂わば「資本主義の中心地」
で生き抜いて来られました。資本主義の真髄を知りな
がら、個人としてクリエーションに真剣に取り組んでい
るのは、どのような関係性があるでしょうか。
阿部　それは私たちも懸命に考え続けているテーマ
です。学究的ではありませんが、少なくともこの30年
間のことは語ることができる。私が思うのは、やはり
「歴史は繰り返す」ということ。資本主義が変わると言
われていますが、世の中というものは本質に向かうも
のです。およそ30年前、テクノロジーの進化によって
世界がひとつになりました。いわゆるグローバリゼー
ションの進展です。これによりスケールからクオリティ

クリエイティブを進化させる。

だからワコムに興味があるのです。

新しい道具の登場が

special conversation

f_ 再校 _2_web
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たちが、自分にとっての意味深い成長を遂げる。その
ためにワコムが伴走するという挑戦です。
阿部　私も共感します。ワコムのように、世界のトップ
を狙える潜在能力を持った会社には、自らの限界を設
定することなく、ぜひ積極的に多くの人々に製品や
サービスを届けてもらいたいですね。

ワコムに抱いてもらいたい
「世界を変える」という野望

阿部　私は若い頃、天才投資家として知られるジョー
ジ・ソロスさんと知遇を得て、およそ3年間、彼の傍に
ついて投資に関する理論や信念を学びました。 彼は
ハンガリー系ユダヤ人で、16歳の時に英国に渡りまし
た。第二次世界大戦が終結した直後のことです。彼が
1992年に行ったのが巨額のポンド売りでした。当時
の英国は経済成長が後退する一方で、英国政府は効
果的な金融政策を打ち出せずにいました。英国政府は
ポンド下落を食い止めるために一時買い支えました
が、断念するに至りました。英国経済は、結果的にこの
「ポンド危機」を契機として改善に向かったのです。彼
は、自分に教育を与えてくれた英国に大きな恩義を感
じていました。「英国の窮状を救いたい」という想いが、
彼をポンド売りへと導いたのです。もしかしたら、彼は
金儲けのために通貨投機を行ったと考えている人もい
るかもしれませんが、決してそんなことはない。彼の行
動は「プロフィット・トゥ・ヒューマニティ」と言えるもの
です。彼は英国政府を相手にたった一人で闘っていま
した。その彼がロンドンの街を歩く後ろ姿を見て、心か
ら感動したことを覚えています。若い人たちには彼のよ
うな志を抱いてもらいたいですし、ぜひワコムにも「こ
の世界を変える」という野望を持ってほしいですね。
井出　嬉しいと同時にとても重要な使命を感じます
ね。人間が何万年もこの手で握ってきた道具をさらに
進化させて、ヒューメインな（人間味のある）ものにして
いく。誇大妄想と言われるかもしれませんが、その覚悟
があります。決して万雷の拍手で迎えられるわけでは
ないと思いますが、ソロスさんや阿部さんを突き動か
すのも、その使命なのだと思います。
阿部　ソロスさんからは、そうした気迫や気概といっ
たものを教えてもらいました。そして日々を生き抜くセ
ンス。サバイバル・スピリットと呼んでもいいかもしれ
ません。ワコムはそうした期待をさせてくれる会社で
す。私たちは機関投資家として年間約3,000件の企業
調査を行っていますが、そのように感じさせる企業はな
かなかいません。

井出　敢えてお聞きしますが、ワコムへの箴
しんげん
言・諫

かんげん
言

をいただけないでしょうか。
阿部　やはり小さな成功に満足してもらいたくはない
ですね。尊敬する経営者を見ていると、「考え続ける力」
が秀でています。彼らは常に同じことを考え続けてい
る。その量が圧倒的ですね。加えて、成功している企業
には色があります。センスと言い換えてもいいかもしれ
ません。それは経営者の色でありセンスなのです。その
点においては、私は井出さんに素養を感じています。
井出　小さな成功に酔いしれていないか。考える量は
足りているのか。自分自身に問いかけます。
阿部　そして最後は「正しく考える」。これが大切です。
成功したように見える経営者のなかには、正しく考えて
いるとは言えない人もいます。ですが、社会はその振る
舞いを見ています。ビジネスというのは人間を相手に
やること。その意味で世の中はフェアですね。正しく考
えている会社は、長く存続することができるでしょう。ワ
コムが扱うのはデジタルインクというソフトウェアでは
ありますが、そこにはリアルがあります。そして言語の壁
がない。米国中心の経済が終焉を迎えつつあると言わ
れる今、日本の立ち位置を見極める時が来ています。

この言葉は異議を唱えられそうですが、僕の考える「足
るを知る」は少し意味合いが異なります。それは「今以
上の成長を諦める」「自ら限界を設定する」ということ
ではなく、「自分たちにとって何が必要で、何を捨てる
べきなのか」という問いかけであり覚悟です。真に重要
な価値を見極め、そのために邁進するという姿勢が重
要だと考えています。
阿部　私もそう思います。世界のトップを狙える技術
を持ち、ユニークなリーダーに率いられたワコムのよう
な企業には、簡単に「足るを知る」と言わずに、もっとア
グレッシブであってほしいと願っています。まもなく、こ
れからの30年のあり方を決めるような企業が台頭す
ることでしょう。ワコムはそのひとつになれると思って
います。今日はここに来られて本当に良かったです。あ
りがとうございました。

後世、その先鞭を付けた企業のひとつとしてワコムが
語られる日が来るかもしれません。
井出　ありがとうございます。人間の手は無数の神経
系が張り巡らされた器官です。「構造が複雑すぎるか
ら、決してメスを入れてはいけない」という意味で、医
師はかつて「ノーマンズランド（no man’s land）」とも
呼んだそうです。その「掌

たなごころ
」で扱う道具をつくっている

道具屋だという誇りを持ち、さらに大きな価値、体験の
旅を提供するという使命感を忘れないようにします。
阿部　欧米経済は統計と数字で判断します。この40
年、米国では「モノを生み出す」ということへの投資が
ほとんど行われず、経済の中心は消費にありました。
消費財を売り、買い、捨てる。これにより繁栄してきた
わけです。中国もそうなっていくでしょう。翻って日本は
どうするか。誰も想像していなかったリアルな価値を生
み出せば、人間はもっとクリエイティブになれますよ
ね。クリエイティブな作業をしている時、私たちはやは
り幸せを感じますから。
井出　私たちも「忘我」や「没入」という感覚について
考えています。周りが見えなくなることは、生物的な生
存という観点からはむしろリスクにもなります。それで
も、この感覚が我々に備わっているということは、何か
意味があるはずですよね。学びの時間であっても、創
作の時間であっても、忘我の域と没入の空間を私たち
のテクノロジーによってつくり出す。これが夢見る道具
屋・ワコムが目指すものです。僕は「足るを知る」ことも
大切だと思っています。半永久的で財務的な成長を是
とする「資本主義の中心地」を生きる方々から見れば、

ワコムは今後30年の

あり方を決める企業のひとつになれる。

special conversation

阿部修平 | Shuhei ABE

スパークス・グループ株式会社　
代表取締役社長　グループCEO
スパークス・アセット・マネジメント株式会社　
代表取締役社長CEO

1954年北海道札幌市生まれ。1978年上智大学経済学部卒
業。1980年バブソンカレッジでMBA取得。帰国後、株式会
社野村総合研究所入社。企業調査アナリストとして日本株
の個別企業調査業務に従事。1982年ノムラ・セキュリティー
ズ・インターナショナル（ニューヨーク）に出向し、米国機関
投資家向けの日本株セールス業務に従事。1985年ニュー
ヨークでアベ・キャピタル・リサーチを設立。ジョージ・ソロ
ス氏のクォンタムファンドなど欧米資金による日本株の投
資運用・助言業務を行うとともに、欧米の個人資産家の資産
運用を行う。1989年に帰国後、スパークス投資顧問（現ス
パークス・グループ株式会社）を設立。2001年上場。2005年
ハーバード大学ビジネススクールでAMP修了。2011年政
府のエネルギー・環境会議コスト等検証委員会委員、2012
年需給検証委員会委員に就任。2012年国際協力銀行（JBIC）
リスク・アドバイザリー委員会委員に就任。プライベートで
は作詞、作曲、ギター演奏に加え、絵画も描く。

我を忘れて集中する感覚は
私たちを幸せにしてくれる
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多彩なパートナーと共創する未来

【解説】ワコムを取り巻くコミュニティ

共にテクノロジーを追求する
技術パートナー

新しい文化を切り拓く
文化共創パートナー

新しいビジネスを生み出す
ビジネスパートナー

“友人を見れば、あなたがどんな人間かがよくわかる”
企業にとってのパートナー、それは夢を語らう友人のようなものだ。

パートナーの総体である「コミュニティ」の姿には、
ワコムという人格が確かな輪郭を持って浮かび上がる。

WACOM COMMUNITY

Business
Partners

Culture
Co-Creation 

Partners

Technology
Partners

　ワコムは、自社としてデジタルペンやデジタルインクの技術を突き詰めながら、外部パートナー
との関係性構築も重要な要素と考えている。高度に複雑化し、専門領域の細分化が加速する現代
社会では、経営や事業に関わるすべてを自社のみで賄うのは現実的とは言えない。さまざまな領
域を牽引する企業・団体・学術機関とのパートナーシップ構築は、新たな視点を社内に取り込み、
最先端の知識や技術を捕捉し、予期せぬ変化にも柔軟に対応できるしなやかさを身に付けること
につながる。その意味で、パートナーとの関係性は中長期的なビジネスの成功における、ひとつ
の生命線と言えるだろう。ワコムでは、「技術パートナー」「ビジネスパートナー」「文化共創パート
ナー」という3つのカテゴリーのパートナーと共に、新しい価値や体験の共創を続けている。ワコ
ムを取り巻く「コミュニティ」とは、このような「パートナーとの関係性の総体」を指す。

　ワコムを取り巻くコミュニティは、実に多くのパートナーに支えられ形づくられている。パート
ナーとのつながり、その一つひとつが未来への種だ。すでに芽を出し、花を付け、実を結んでいる
ものもあれば、土に身を潜め、風雪を耐え忍び、長い冬を越すものもあるだろう。しかし、そのどれ
もが希望という名の種に違いない。

自社ですべてを整え、囲い込むのではなく、
各分野のトップランナーとの協調にこそ、ワ
コムのテクノロジーのさらなる可能性が宿
る。あらゆる領域との掛け算が成立するの
も、デジタルテクノロジーの特徴だ。

共にテクノロジーを追求する
技術パートナー

Technology
Partners

遠く離れたところにある「知」と「知」。一見す
ると関係性が薄く映るような異質な才能が結
びつき、新しいビジネスが芽吹くことも少なく
ない。ワコムは、【ひとり歩む】ことを続けなが
ら常に外の世界に目を向け、いつか来る【共
に歩む】機会を逃さないよう、先を見通した
パートナーシップ構築を図る。

新しいビジネスを生み出す
ビジネスパートナー

Business 
Partners

「文化」とは何か？ それは「人間の行動や考
え方の指針となる価値体系」だ。これからの
私たちの行動、価値観、倫理、理想などに、
少しでも影響を与えるような新しい文化を共
に生み出すことを目指し、ワコムはパート
ナーとの多様な取り組みを続ける。ここには
「人間の表現と学びを支えたい」というワコ
ムの信念が色濃く現れている。

新しい文化を切り拓く
文化共創パートナー

Culture Co-Creation 
Partners

マテリアリティ ②      コミュニティ連携と共創
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TECHNOLOGY
PARTNERS

共にテクノロジーを追求する技術パートナー

デジタル文具協会

from US

digitalstationeryconsortium.org

「デジタル文具」という新しいカテゴリーの市場形成を目指して、世界各
国のパートナー企業と共に活動を推進するデジタル文具協会（DSC）。
メンバーには、ワコムのほか、サムスン、モンブランなども名を連ねる。
「WILL™（Wacom Ink Layer Language）」をベースとしたデジタルイ
ンク技術の推進のみならず、デジタル文具に体験を支えるスマートで
オープンなスタンダード確立を目指している。

国立研究開発法人
情報通信研究機構

from JAPAN

www.nict.go.jp/brain

Ihara, A.S., Nakajima, K., Kake, A., Ishimaru, K., Osugi, K. and Naruse Y. 
Advantage of handwriting over typing on learning words: Evidence from 
an N400 event-related potential index. Frontiers in Human 
Neuroscience 15:6791919 (2021)

個々人が学習をする際の効果を測るパラメーターとして
「脳波」を基準にした共同研究をワコムと進めるのが、国
立研究開発法人である「情報通信研究機構（NICT）」。従
来のインクペン、デジタルペン、キーボードの異なる3種
の書字ツールを用いた記憶定着の効果測定実験で、参
加者の脳波を計測。得られた脳波指標の結果から、手書
きと同様、デジタルペンを用いた場合、パソコンのキー
ボードタイピングに比べて記憶の定着が良いとの示唆が
得られた。

株式会社 Preferred 
Networks

from JAPAN

www.preferred.jp/ja

「現実世界を計算可能にする」というミッションを掲げ、ロ
ボティクスやディープラーニング（深層学習）などの最先
端技術の実用化を行うPreferred Networks（PFN）。ワ
コム、セルシスとの協働プロジェクトである「KISEKI ART
（キセキアート）」では、PFNが開発するAI技術を使って、
人だから、手書きだからこそ現れる創作過程における迷
い、手直し、経験の蓄積、偶然の重なりなど、 あらゆる要
素を抽出した“創造の軌跡”を活用した新しい価値を提
供するサービスの展開を模索している。

Ars Electronica
from AUSTRIA

ars.electronica.art

アルスエレクトロニカはオーストリア・リンツに拠点を置
く、世界的なクリエイティブ機関。毎年9月にアート・テク
ノロジー・社会をテーマに行われる「アルスエレクトロニ
カ・フェスティバル」、美術館・科学館としての「アルスエレ
クトロニカ・センター」、メディアアートの最先端コンペティ
ションである「プリ・アルスエレクトロニカ」、R&D機関で
ある「フューチャーラボ」の4部門を軸に、未来の人類と社
会を描き続けている。過去３年余りにわたり、フュー
チャー・インクの研究プロジェクトをワコムと共に推進。

62 63



BUSINESS
PARTNERS

新しいビジネスを生み出す
ビジネスパートナー

エスディーテック株式会社

from JAPAN

www.sdtech.co.jp

利用者を中心に置いたモノづくりを掲げ、「デザイン」「テク
ノロジー」「データサイエンス」の力を一体運用する「デザイ
ンエンジニアリング」を持って、先進的な自動車 HMI 
（ヒューマンマシンインターフェイス）の開発やカラオケリモ
コン端末 UI （ユーザーインターフェイス）などの開発を行
う。ワコムとは、教育をはじめさまざまな分野において人工
知能（AI）を活用した「手書き×デジタル」による革新的な新
サービスを実現するための共同開発を行っている。

株式会社セルシス

from JAPAN

www.celsys.com

イラスト・マンガ・Webtoon・アニメーショ
ン制作アプリとしてプロフェッショナル・
アマチュアを問わず多くのファンを抱える
「CLIP STUDIO PAINT」の開発や、創
作活動を支えるサービスの提供を行うセ
ルシス。ワコムとは2022年4月に資本業
務提携を締結したクリエイティブ・コミュ
ニティの発展を支えるパートナーであり、
「KISEKI ART（キセキアート）」や神奈川
県大磯町の「ニューノーマル・デジタル・ク
リエイティブ教育」をはじめとして多種多様
なプロジェクトに共同参画している。

USI  Universal Scientific Industrial

from CHINA

www.usiglobal.com

エレクトロニクス製品やモジュールなどの設計、製造、部
材調達、配送などを請け負うUSI。ワコムのデジタルペン
を製造する重要なパートナーでもある。通常、電子部品
をプリント基板に固定するために使われる「鉛フリーはん
だ」の融点は220℃。電気リフロー炉で製造の際に行う
加熱と冷却に多くの電力を要する。ワコムとUSIは、錫と
ビスマスの合金による低温はんだ（LTS）を開発、融点が
140℃のためエネルギーを節約、CO2排出量の削減に
つなげている。

一般社団法人 教育イノベーション協議会
（Edvationの主催者）

from JAPAN

www.edvationxsummit.jp

「Edvation」とは、Education（教育）とInnovation（発明）を組み合わ
せた造語。文部科学省による「GIGAスクール構想」に代表されるとお
り、教育分野を対象に積極的な最新テクノロジー導入を進めることで、
学びをアップデートする試みが検討・実施されているが、これをさらに
レベルアップさせ、画期的なイノベーションにつなげていこうとする試
みだ。なかでも「官」によるトップダウンではなく、「民による新たな挑戦」
は、テクノロジーがもたらす教育の未来に大きな示唆と貢献をもたらす
と期待されている。ワコムとEdvationは、ともにSTEAM（Science, 
Technology, Engineering, Art, Mathematics）教育に注目をする
パートナー同士として、お互いが主催するイベントでも協力している。

Adcom
from BULGARIA

www.adcom.bg

東欧の国・ブルガリアにおけるワコムプロ
ダクトのセールスパートナーとして10年以
上にわたって販路拡大に寄与してきたアド
コム。ワコム製品のアウェアネス向上を目
的に、地元クリエイティブコミュニティを対
象としたワークショップ「Wacom Day」を
開催している。最近では、新型コロナウイ
ルスによるパンデミックを契機にオンライ
ン授業の価値が認識されつつある教育現
場への参入も積極的に行い、学校教師向
けのサポートを強化するなど、ワコムとの
シナジーを最大化すべく新たなマーケット
開拓に注力している。
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新しい文化を切り拓く
文化共創パートナー

⼤磯町

from JAPAN

www.town.oiso.kanagawa.jp

【描く/書く】ことをサポートしたいという想いのもと、ワコムが神奈川県
大磯町と推進しているのが教育の質のさらなる向上を目指す「ニュー
ノーマル・デジタル・クリエイティブ教育」だ。ペンや筆などで紙に描い
て行われてきたアナログの創作活動をデジタル環境で行うことで、教
育の世界にもデジタルならではのメリットを生かしたクリエーションを
積極的に取り込もうというもの。自然な形でデジタル技術に触れ、仮想
世界における道徳観などを育みつつ、同時に初・中等教育の早い段階
から生徒の創造性を刺激し、クリエイティビティを開花させることで、将
来にわたってアートに親しみ続ける素地を養うことを目的としている。

株式会社ピーエイアイエヌティ

from JAPAN

limits.jp
「 LIMITS 高校生大会」l imits.jp/lp/
highschool-tournament-2023/

株式会社ピーエイアイエヌティが運営する「LIMITS」と
は、アートやクリエイティブ制作などの創作活動をもっと
気軽に楽しめるようにしたいという想いから生まれた、ク
リエイティブ界のフリースタイルバトル。2016年に日本
でスタートし、以後、アジア大会そして世界大会と徐々に
その規模を拡大、さまざまなジャンルのクリエイターが参
加して、デジタルドローイングのバトルを繰り広げてい
る。2023年には、この「LIMITS 高校生大会」が始動予
定。そのプレイベントとして、1チーム3名のチーム戦で競
うエキシビションマッチが2022年11月に開催された。

株式会社ヘラルボニー

from JAPAN

www.heralbony.jp

「異彩を、 放て。」をミッションとし、 福祉を起点に新たな文化の創造を
目指す実験ユニット。日本全国および海外の障害のある作家とアートラ
イセンス契約を結び、2,000点以上のデータから作品をプロダクト化す
るアートライフスタイルブランド「HERALBONY」、建設現場の仮囲い
に作品を転用する「全日本仮囲いアートミュージアム」など、福祉領域の
拡張を見据えた事業を展開している。ワコム、そして一般社団法人コネ
クテッド・インク・ビレッジと連携し、異彩作家たちの作品からの『呼び
かけ』に呼応したアーティストたちが、さまざまな境界を越え、新たな表
現を紡ぐことで創作活動の可能性を広げる「Call & Response（コー
ル・アンド・レスポンス）」という意欲的な試みを進めている。

Trojan Horse was 
a Unicorn

from PORTUGAL

www.trojan-unicorn.com

ポルトガルでCGの専門学校を経営していたアンドレ・
ルイスが、2013年に立ち上げたデジタルクリエイターの
ためのコミュニティ組織がTrojan Horse was a Unicorn
（通称：THU）。3D、VFX、ゲーム、コンセプチュアルアー
トなど業界の垣根を超えて世界中のクリエイターがネッ
トワークを広げることのできるエコシステムとして機能し
ている。年に一度のフェスティバルに初年度からスポン
サーとして名を連ねるワコムは、約1週間のフェス期間中
に開催される「Infinity Canvas」「Art Battles」「The Co-
Labs」といった人気イベントや各種ワークショップを通し
てCintiq Pro、MobileStudio Pro、Intuos Proなどの
製品を提供し、世界各国から集まるクリエイティブコミュ
ニティを草の根からサポートする活動を続けている。
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で、数々のプロジェクトを支援している。
　ワコムは、【描く/書く】を通じて人間とその創作をアシ
ストする。一方で、「すべての人間を支える」という使命
を果たそうと考えると、デジタルツールを通じた【体験
の旅】の提供だけでは、必ずしもその情熱を満たし切れ
ない。さらに高い視座からクリエイティブに関わる人た
ちを支え、まだ見ぬ舞台へと押し上げたい。そのために
開催されているのがコネクテッド・インクという文化装
置の位置付けだ。この実験的空間には、未来が垣間見
える「創作の最先端」が並び、さながら「クリエイティビ
ティのおもちゃ箱」といった様相を呈す。「人間の表現と
学び」をデジタル・テクノロジーで支え、「アートを生み
出し、愛

め
で、楽しむ文化」の新しい側面に光を当てる。

STEAM教育などを通じた「未来の子どもたちの学び」
が、多様性や柔軟性を取り込んでさらに豊かになる。そ
のためにはどのような取り組みが考えられるか。コネク
テッド・インクは、【問い】を立て、議論し、新たな【問い】
を追求する場となっている。

　異分野の最前線を駈ける創造性あふれる人たちが
持ち寄る「知」の衝突。その【創

C r e a t i v e  C h a o s
造的混沌】から生じる

「驚き」や「気づき」、そして、さらに先に姿を現す新しい
文化の萌芽を分かち合う。2022年の「人間は、その起
源以来、本当に進化してきているのだろうか?」「ワコム
の道具は、本当に人間の創造性に寄与していると言え
るだろうか?」など、「コネクテッド・インク」はその時々
に立てられる【問い】を軸として、これまでに7度の開
催を重ねてきた。
　コネクテッド・インクのクリエイティブな分野を幅広
くサポートするのは、一般社団法人コネクテッド・イン
ク・ビレッジ（2021年2月発足）。創作に関わる「個」に
着目し、「アート、学び、テクノロジー」を持続的に支え
るという目的から生まれており、独立性を持って運営さ
れる。「芸術およびアートを通じて表現される、人間とし
ての深みの追求」「新しい学びの価値観の探求と推進」
「それらを支えるためのテクノロジーの実装や、さまざ
まなコミュニティとのコラボレーション」を模索するなか

奥山 晶子 | Akiko OKUYAMA

一般社団法人コネクテッド・インク・ビレッジ
理事

コネクテッド・インク・ビレッジという存在は、ワコムが持つさ
まざまな側面をきらきらと映し出す、ミラーボールのようだと思
います。コネクテッド・インクの場で体現されている、人間表現
の奥深さ、有名か、無名かに関係なく、ただ表現をしたいという
想いを、ビレッジは、表となり、裏となり支えます。ビレッジはあ
る時はワコムと共に、またある時は個性あふれる表現集団とし
て、そこでの出会いで生まれるご縁を大切に育て、意味深い取
り組みを追求していきたいと考えています。

「表現をしたい」
という想いを支えていく

「アート、学び、テクノロジー」を持続的に支える

コネクテッド・インクは「クリエイティビティのおもちゃ箱」だ
コネクテッド・インクは、いまのワコムを象徴する試みのひとつ。【ひとり歩む】なかでテクノ
ロジーを磨き抜き、その唯一性を持って多様な分野の先駆者たちと【共に歩む】。この実験的
空間では、その両方が並び立ち、入り混じり、次の体験を生み出す姿が体感されるだろう。

CONNECTED INK

コネクテッド・インクについての詳し
い情報は左のQRコードからご覧い
ただけます。

マテリアリティ ②      コミュニティ連携と共創
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マテリアリティ ④      人財への成長空間の提供

　CEO就任を控え、世界各地のオフィスを巡ってチー
ムメンバーとの対話を重ねていた井出信孝には、ある
一つの仮説が浮かんでいた。それは「それぞれの胸の
中に、小さな【心の灯り】のようなものがあるのではな
いか」ということ。チームメンバーたちは、製品であれ、
事業であれ、サービスであれ、体験であれ、ワコムが
提供する価値を通じて社会や身近な誰かの役に立ち
たいという想いを持っている。それは決して会社から
要請されるものでも、売上や利益のためという打算か
ら生まれるものでもなく、自分の中から湧き上がってく
る強い動機に支えられている。
　チームメンバーの【心の灯り】は、長い時間、ワコム
のあらゆる場所で静かに燃え続けてきた。その【心の
灯り】を掘り起こし、物語として紡ぎ、広く世の中に伝え
ることで、ワコムがチームメンバーの一人ひとりを支え
ていく。この一連の活動を「Social Initiatives（社会へ
の取り組み）」と名付けたのが2019年のことだ。以来、
Social Initiativesでは20を超える【心の灯り】を紹介
してきた。その一つひとつに光を当てることで、ワコム
がチームメンバーの取り組みを大切にしていることを
伝えると同時に、小さな灯りがまた次の灯りを点すよう
に広がってほしいという願いを込めている。そして、そ
れぞれの【心の灯り】が「ワコムがお客様に対し、インク
を通じて【体験の旅】を届けるという約束」である「ライ
フロング・インク（Life-long Ink）」の実現につながって
いくことも、ここで書き加えておきたい。
　これからも、ワコムの中でそっときらめく【心の灯り】
を探し出す試みは続いていく。ここでは、数多ある【心
の灯り】の中から、米・ポートランド、中国・北京、神奈
川県大磯町の物語を紹介する。

SOCIAL 
INITIATIVES

ワコムチャイナ
グローバル プロダクト マネージャー

ラニー・ジャン | Lannie ZHANG

クリエイティブセールス ジャパン
アカウント マネージャー

坪田直邦 | Tadakuni TSUBOTA

【心の灯り】を大切にする
ワコムの取り組み

　米国北西部の街、ポートランドに
ある「ワコム・エクスペリエンス・セ
ンター」。その名が示す通り「筆が走
る“体験”」を地元クリエイティブコ
ミュニティのもとへと届ける役割を
果たすハブとして機能している。
　ここでシニア マネージャーを務
めているのがメーガン・デイビス。
ワコムと地元コミュニティをつなぐ
大車輪として日々活動しているチー
ムメンバーだ。
「私たちのミッションは、地元のコ
ミュニティと深く関わり、クリエイ
ティブな思考やイノベーションのア
イデアを生み出すためのセーフス
ペース（安全な空間）を提供するこ
とです。有名無名に関係なくクリエ
イティブに関わる人々のマインドを
刺激し、また同時に、各人が何の縛
りもなく自由に創造力を発揮できる
環境を提供しています」。
　年間を通して多種多様なイベント
やフェスが開催されるポートランド
だが、その一つが2016年にスター
トした「スニーカー・ウィーク」。「ナイ
キ」「アディダス」「キーン」などが本

社機能を構えるこの街ならではのイ
ベントだ。実はこのスニーカー・
ウィークの発起人の一人に名を連
ねるのがデイビス。開催期間中、エ
クスペリエンス・センターはハブの
一つとして、スニーカーファンとフッ
トウェア業界をつなぐ橋渡し役を務
めている。
　またアニメ・マンガ関連のスタジ
オも多いことからコミコン文化も盛
んで、「ローズ・シティ・コミコン」も
広く知られている。ここでワコムは、
若手アーティストの作品紹介やデ
モなどのサポートを提供している。
　近年のエクスペリエンス・セン
ターの進化について聞くと次のよう
な答えが返ってきた。
「飛び抜けた才能を持つクリエイ
ターが来てくれるようになったこと
が最大の進化だと思います。『グ
ローバルに考え、ローカルに行動
せよ』とよくいわれますが、なぜ地
元コミュニティが大切なのかは、こ
の言葉に集約されていると思いま
す。自分たちの地元コミュニティを
サポートしなければ、結果的にその
先にある世界ともつながることはで
きないのですから。この言葉を胸に
私たちは今後もレベルアップしてい
きます !」。

誰もが創造力を発揮できる場を
つくり、提供する取り組み

from PORTLAND, US
　2020年11月、ワコムは、神奈川県大磯町、株式会
社セルシス、株式会社アイネットと共に、大磯町の教
育の質的向上を目指すパートナーシップ協定を締結し
た。「絵を描くことが好きな気持ちを支え続けたい」「描
き続けることの先に広がる世界を子どもたちに見せた
い」という想いに支えられた大磯町との取り組みを牽
引するのは、クリエイティブビジネスユニットに所属す
る坪田直邦。新宿にあるオフィスと大磯町を往復する
こと、実に100余回。この取り組みに注ぐ情熱の程が
うかがえる。
　中学校でのデジタル作品制作を支えるところから始
まったこの活動。心の底から楽しみながら創作に励む
子どもたちの姿が呼び水となり、現在では多くの町民
が参加する。「絵を描くこと」から始まった大磯町での
取り組みは「文字を書くこと」にも広がった。次 と々生ま
れる小さな体験や反応が人から人へと伝播し、大磯町
全体を巻き込む大きなうねりとなっているのだ。
　本業はリテールパートナーシップであり、その任務
はワコム製品を一台でも多く売ることだが、坪田を突
き動かす原動力は少し異なる。「取り組みを通じた製品
体験をきっかけに、ワコムの液晶ペンタブレットやペン
タブレットを購入していただくこともありますが、私の
仕事はワコム製品を通じて多くの人の【描く/書く】を
支えること。『ワコム製品を使ってよかった』と思っても
らえることが私にとってのゴールです」。
　「学校という場所が得意ではない子が作品制作の時
に『すごく楽しかった』と言ってくれた時には、もう、泣い
てしまいましたね。この取り組みのない自分は想像がで
きません。私にとってライフワークと言えるもの。大磯の
みなさんに私が支えられているのです」。

【描く/書く】を支え続ける
大磯町とのパートナーシップ

from OISO TOWN, JAPAN

ワコムテクノロジー（米国）
シニア マネージャー

メーガン・デイビス | Megan DAVIS

　インクディビジョンに所属するラ
ニー・ジャン。北京にてグローバル・
プロダクト・マネージャーとして日々
の業務をこなしている。
「中国のマーケットとお客様にとて
も近いポジションでやりがいがあり
ます」と語るジャン。「着任当初は
リージョナル・プロダクト・マネー
ジャーの役割で、スタッフの数が少
なかったことから、スタイラスペン、
液晶ペンタブレット、ペンタブレット
などさまざまな製品を担当し、たく
さんの顧客の元を訪れました。そこ
で彼ら・彼女らのワコム製品に対す
る愛・不満・期待について率直な
フィードバックを聞き、市場のニー
ズをより深く理解していったのです。
これは貴重な経験であり、グローバ
ル・プロダクト・マネージャーの役
割に転換した今でも大いに役立っ
ています」。
　そんなジャンの言葉から感じられ
るのは、中国におけるビジネスコ
ミュニティに真摯に寄り添おうとす
る姿勢。単なるプロダクト・サプラ
イヤーとしてではなく、デジタルイン
ク技術が生む付加価値としてハード
ウェア、ソフトウェアそしてソリュー
ションのすべてを包括的に顧客へ
と届けるモデルへの進化を続けて
いるという。ここで大きな役割を果
たすのが前述のインクディビジョン
だ。

デジタルインク技術の普及と
付加価値向上のために

from BEIJING, CHINA

「インクディビジョンは言ってみれ
ば、ワコムの“イノベーション・セン
ター”です。デジタルインク技術の
普及とその付加価値の向上のため
研究開発を進めています」。
　また地元とのつながりをさらに深
化すべくジャンが注力しているの
が、デジタル文具協会とコネクテッ
ド・インクの活動。どちらもワコムが
グローバルに進める取り組みだが、
中国に合わせてローカライズするこ
とで、地元パートナーとのつながり
を強めているという。
「どちらもグローバルなテーマは維
持しつつも、ローカルで独自の活動
を行ったり、中国語のチャットグ
ループをつくってコミュニケーショ
ンするなど、デジタルインク技術の
可能性を共に考えていくパートナー
シップの拡大に向け、新たなお客
様、パートナー、そしてチームメン
バーの誘因に役立てています。文字
通り “Chinese Way”ですね（笑）」。

70 71



ESGタスクフォースの立ち上げ、環境に配慮した開発
から製造、そしてロジスティクスにいたるまで、「テクノ
ロジー・リーダーシップ・カンパニー」としてワコムが推
進するさまざまな環境への取り組みをご紹介します。

ECO 
SUSTAINABILITY
ワコムの環境サステナビリティ

　元来、ワコムのデジタルペンとイ
ンクは、紙とペンを代替するもので
す。つまり紙使用量削減という側面
からワコム製品の普及が環境負荷
低減に寄与できる余地は大きいと
考えています。またワコムの企業活
動としては、最新フラッグシップモ
デル「Wacom® Cintiq® Pro 27」
では、PCRプラスチック（リサイクル
材）の使用、製品重量の削減と包装
材体積の削減による輸送効率向
上、環境に配慮した包装材の使用
などを実現。オフィス環境面では、
再生可能エネルギーの導入を始め
ているほか、チームメンバーの環境
意識を高めるためe-Learningの
教材を作成し、オンラインによる講
習も実施しています。
　今後に向けたワコムの環境活動
としては、「ワコムとして何を環境配
慮と考えるか」という基準やガイドラ
イン設定および製品ライフサイクル
アセスメント（Life Cycle Assessment
＝LCA）の実施、さらにはGHGに関
する第三者評価を行うことなどがタ
スクとなっています。

クオリティ アシュアランス
クオリティ エンジニアリング

レギュレーション アンド ISOグループ
シニアマネージャー

冨塚英省 | Hidemi TOMITSUKA ヘッド オブ メカニカル テクノロジー
エグゼクティブ メカニカル テクノロジスト

金田剛典 | Takenori KANEDA

SCM インハウス マニュファクチャリング
マネージャー

大橋正 | Tadashi OHASHI

　メカニカルテクノロジーでは、担当する設計・開発段階での環
境面のサステナビリティに着目し、取り組むべき中長期のロード
マップを策定。現在は、そのなかで定義した最終ステップの前段
階に当たる環境配慮の製品への適用に取り組んでいます。具体的
には、PCRプラスチックやリサイクル可能なアルミ使用率を上げる
ことなどが含まれており、2025年頃に製品への定着化に向けた
目標を持っています。また、LCAの実現を見据えた設計も進めてお
り、製品サービスのライフサイクル全体（資源採取―原料生産―製
品生産―流通・消費―廃棄・リサイクル）での環境負荷を定量的
に評価していきたいと考えています。
　今後は、バイオプラスティックなど新しい材料の登場にあわせ、
ワコムも環境に配慮した材料を多方面で使用している状況にしたい
し、大学とのバイオ材料の研究も進めていきたいと考えています。

　ブランド製品事業の製品で使われるEMR方式デジタルペンの主要
部品の生産を担う本社工場の製造ラインでは、省資源化や廃棄物削減
に日々取り組んでいます。
　例えば、ISO14001における環境目標として、作業ミスを抑制するこ
とにより、作業中に発生する部材の廃棄ロス抑止に努め、不良率（自社
責任相当）の目標を3ppm（100万個につき3個）未満にすることを掲
げています。
　2023年1月時点で、不良計上（自社責任相当）が無く0ppm を達成。
今後も不良率0ppm を維持することによる廃棄ロス抑止に努めたいと
思います。また、2022年11月から「彩の国ふるさとでんき」の導入を開
始し、工場を含めた本社のCO2排出量はゼロになっています。

　ワコムでESG外部評価の改善の
ため、ESGタスクフォースが立ち上
がったのは2019年のこと。これを
起点に、品質環境方針や ISO認証
情報に加え、リサイクル活動、環境
パフォーマンスなども公開を始めま
した。そのなかで、GHG（温室効果
ガス）のスコープ1と2の各データ
開示に取り組み、2023年3月には、
企業活動から間接的に排出される
GHGスコープ3データの開示も実
現するにいたりました。
　これらの環境情報公開の取り組
みとあわせて、2021年4月にJCI
（気候変動イニシアティブ）へ参加
を表明。現在は、2014年を基準年
として2030年までに48%（年率で
毎年約4%）削減することを目標に
掲げています。
　また、国際的な環境NGOの
CDPによるワコムの環境情報開示
のスコアは、2019年時点で「D」で
したが、2020年以降は「C」にアッ
プ。これは、全世界やアジア地域、
電機電子機器セクターの平均と同
レベルに達したことを意味していま
す。このように、GHG削減など環境
への配慮に取り組む姿勢や計画を
示すことで、適切な外部評価獲得
にも着実につながっています。

1 ワコムが貢献できる
環境に配慮した持続可能な世界とは

2 製品LCAの実施を⽬指して

3 本社⼯場の製造ラインが取り組む
⽇々の環境活動

－

カテゴリー CO2排出量(t-CO2)

1. 購入した製品・サービス 764,349

2. 資本財 4,472

3. スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 191

4. 輸送・配送（上流） 2,115

5. 事業から出る廃棄物 6*

6. 出張 303

7. 雇用者の通勤 439

8. リース資産（上流） －

9. 輸送・配送（下流） －

10. 販売した製品の加工 －

11. 販売した製品の使用 25,476

12. 販売した製品の廃棄 240

13. リース資産（下流） －

14. フランチャイズ －

15. 投資 －

*5. 事業から出る廃棄物は、日本のみの数値で算定

温室効果ガス（GHG）排出量スコープ3(2021年度)

最新の環境パフォーマンスは、ワコムのウェブサイト内
「環境活動」をご覧ください。
https://www.wacom.com/ja-jp/eco-initiatives
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　ロジスティクスでは、GHGであるCO2削減に向けて、まず流通
の各パートナーとともにCO2排出量を把握していく取り組みを始
めています。
　また、CO2削減に関しては、ワコム製品の海外輸送を船で原則
的に行っています。それでも、お客様に商品を届けるということを
一番の目的にすると、航空便の使用が不可避な場合も発生します
が、その際には効率よく積載するなどの工夫に努めています。
　さらに、流通の各パートナーには、環境への配慮を一層高める
ために、例えば、国内配送での環境対応車導入や大型集約施設を
経由した配送手配による配車の効率化、委託先の倉庫の従業員に
よるペットボトルリサイクルのユニフォーム着用などにもご対応い
ただいています。

4 ロジスティクスを通じた
CO2 排出削減への挑戦

ワコム チャイナ
ソーシング
マネージャー

ベン・ワン | Ben WAN

ソーシング本部
マネージャー

大川健一 | Kenichi OKAWA

クオリティ アシュアランス
クオリティ エンジニアリング　
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横山賢治 | 
Kenji YOKOYAMA

　テクノロジーソリューション事業では、OEM提供先メーカーからのさまざまな環
境配慮への要請に応えるべく、先んじた取り組みを進めています。
　その内容のひとつが、中国のアルミメーカーと連携し、工場の製造工程内で出た
端材などの廃棄物を再熔解したリサイクルアルミを開発。75％～90%のリサイクル
アルミを使ったペンボディのサンプル化を進めています。
　また、中国のプラスチックメーカーと連携したPCRプラスチック開発のほか、梱
包バッグの材質をPE（ポリエチレン）からPBAT＋PLA（生分解性プラスチック）材
質へと変更するなどにも取り組んでいます。
　現状は、OEM提供先メーカーの製品向けへの活動ですが、ゆくゆくはブランド製
品にも採用される日が来ると考えて、サプライヤーの開拓や連携に励んでいます。

　ワコムの製品に使われるプリント基板（PCB）の主要なサプライ
ヤーは中国にあり、政府直轄の生態環境部が設ける「工業排水新基
準」のもとで、厳格に排水処理の基準が遵守されています。また、ワ
コムが取引するPCBサプライヤー工場のすべてにおいて「排水許
可書」が取得されていることを確認しています。さらに、ワコムは自主
的に、工場の排水設備や排水フローまでを点検し、有害物質を含ん
だ排水の管理や処理が適切に行われているかもチェックしています。
　PCBサプライヤーに対して、さまざまな制約により環境と水資源の
保全を意識した排水フローを設定している企業は限られているようで
すが、ワコムは今後もこの取り組みを続けていきたいと考えています。

　ワコムは、責任ある調達活動の一環として、RBA (Responsible 
Business Alliance＝責任ある企業同盟 ) が策定・公表している 
RBA行動規範（RBA Code of Conduct） に準拠した「ワコム サ
プライヤー行動規範」を定めています。 
　本規範に記載の各項目が示す指針に沿い、サプライヤー自身
の自発的なCSR活動に加え、自社のサプライチェーンと下請業者
（派遣従業員の派遣元会社を含む）に対しても、本規範への賛同と
実践を要請いただいています。さらに、その理解を促し、遵守を確
かなものにするため、新規取引先に対しては、与信調査、品質・環
境システムの調査、工場視察などを実施。また、主要取引先に対し
ては、最新版の「ワコム サプライヤー行動規範」を配布することで、
ワコムのESGに関する取り組みへの理解促進も図っています。
　加えて、販売国の法律や顧客要求により規制されている有害物
質を製品へ混入させないために、新規取引先および主要取引先
に対して環境監査を実施しています。 

6 OEM 提供先メーカーの要請に応える
環境への取り組み

7 サプライヤーと取り組む
水資源の保全

8 「ワコム サプライヤー行動規範」の
理解と浸透に向けた取り組み

5 フラッグシップモデルで挑戦する
環境への取り組み

テクノロジー アンド エクスペリエンス
ディレクター オブ デザイン

西澤直也 | Naoya NISHIZAWA

　「Wacom Cintiq Pro 27」の開発においては、サステナビリティ
やSDGsが大きなトピックスとなるような社会の価値観の変化に
対応すべく、「つくる責任、つかう責任」（SDGs #12目標）も意識し、
「どうつくるか」を含むLCAがこれからは重要な視点になると考え
ました。
　その一例として、プラスチックは石油由来ではなく、植物原料のも
のに置き換えを図るとともに、技術部門のチームメンバーやサプラ
イヤーによる協力のもと、PCRプラスチックの比率を上昇させてい
ます。 また、環境面での定量的な計測は難しいですが、例えば、
ユーザーの多様なニーズに合わせて複数のペンを用意するのでは
なく、ニーズに合わせた各部をモジュール化することでペン1本の
ままで組み替え交換可能な構造を採用しました。このような取り組
みはさまざまな面で効率化につながるとともに、ユーザーに委ねら
れる余白を設けることで自由度を高め「各々の好みに合わせて仕立
て上げられる製品」としてお届けすることができたと考えています。

Wacom Cintiq Pro 27における環境に配慮した取り組みの一例
1.製品の軽量化、包装の小型化の実現
本体 : 前モデル（Wacom Cintiq Pro 24）と比較して製品サイズを約20%小型化。
パッケージサイズも（容量比）33%小さくすることにより輸送効率を33%改善
スタンド: 重量は前モデル (Ergo Stand 24)と比較して52%軽量化。 パッケージ
サイズも、（容積比）70%小型化し輸送効率を3倍に改善

2.再生プラスチックと金属の活用
本体 : 筐体等主な樹脂部品に再生プラスチックを使用。 再生プラスチックの重量
はプラスチック総重量の59% 
スタンド: リサイクルのし易さと堅牢性を考慮して主な部品には金属を採用。樹脂
部品には再生プラスチックを使用。 プラスチック部品に占める再生プラスチック
の重量比は58%

注 ) 2021年3月期から2023年3月期はコロナ禍が要因により件数減少

ブランド ロジスティクス ブランド SCM
ディレクター

依田淳子 | Atsuko YODA

環境（主に有害物質管理）監査の実績件数
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TCFD提言に基づく情報開示 
（2023年5月31日時点）

1.目的

　ワコムは、持続的な企業価値の向上を図るとともに、持続可能な社会の実現に貢
献するにあたり、気候変動問題を重要な要素の一つとして捉え、2023年4月13日に
TCFD（気候変動関連財務情報開示タスクフォース）提言への賛同を表明いたしまし
た。TCFDの提言に基づき、「ガバナンス」、「戦略」、「リスク管理」、「指標と目標」に関
する情報開示を推進し、今後ともサステナビリティに関連した内容の充実を図ってま
いります。

2.ガバナンス

　ワコムでは、気候変動をはじめとするサステナビリティ関連の重要課題に関して取
締役会が適切に監督・助言を行うため、ESGタスクフォースを設置しています。定期
的に開催するESGタスクフォースでは、サステナビリティ関連の具体的な方針や戦
略、施策、環境目標への達成状況などが検討され、代表取締役社長兼CEO、取締役
兼CFO、環境推進責任者、コンプライアンス リスク コミッティ事務局、IR担当者など
が参加しています。ESGタスクフォースで議論された内容のうち、特に経営上のリスク
や機会に関わる重要事項については、社外取締役を含む取締役会に年次をベースと
して適宜報告されます。

4.リスク管理

　ワコムではリスク管理体制として、グループの
CEOを委員長としたコンプライアンス リスク コミッ
ティを設けており、ワコムの海外現地法人を含めた
各部門の管理者は、リスクの発生および予測される
リスクに重要な変化があった場合、当組織に報告す
ることを定めています。気候変動問題リスクの特定・
評価はESGタスクフォースが実施しており、ワコム
に重大な影響を与え得るリスクについてはコンプラ
イアンス リスク コミッティと共有および連携のうえ、
最小限に抑えるため適切に管理・監督を行っていま
す。これらの活動はグループのCEOから取締役会
へ定期的に報告されています。

5.指標と目標

　気候変動への対応については、気候変動イニシアティブ（JCI）に参加するととも
に、2050年のカーボンニュートラルの達成に向けて、中間目標として2030年度に達
成すべきCO2排出量目標を設定し公表しています。再生可能エネルギーの早期導入
を検討するとともに、2014年度を基準年として2030年までに48%のCO2を削減し、
715 t-CO2以下にすることを目指します。

3.戦略

　ワコムでは、ESGタスクフォースにて気候変動関連リスクおよび機会の特定 ·評価
に必要なデータやパラメータの収集を行い、事業への影響度の分析を行っています。
　事業への影響度と対応策の考察 ·分析にあたっては、国際エネルギー機関（IEA）や
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）が公表するシナリオを用い、異なる２つの将
来・世界観に基づいた2030年時点の影響を分析しています。

TCFD Disclosure ( as of May 31,2023 )

＜4℃シナリオにおける影響評価＞

4 ℃シナリオ分析では、自然災害の発生頻度が高まることによる拠点
の直接的被害や営業停止に伴う損失、平均気温上昇による空調コスト
の増加などが想定されます。特に自社拠点だけでなく製造委託先工場
への被害も考えられ、主に洪水をはじめとした異常気象災害による直
接的な被害は重大な影響リスクの一つとして評価しています。一方で、
異常気象の激甚化や平均気温上昇の影響によりウェブ会議システムな
どが活用される場合、自社製品の需要増加に伴う増収につながると考
察しています。今後、サプライヤーとのエンゲージメントを通して気象
災害に対するレジリエンス性向上を進めるほか、BCP対策の継続的な
見直しを通じて対応策を検討してまいります。

CO2排出量削減活動

　2021年度は、本社の照明のLED化やテレワーク等を推進することにより、CO2排
出量が914 t-CO2となり、目標値（1032 t-CO2／目標変更前の目標値は、1151 
t-CO2）を超えて大きく削減することができました。エネルギー原単位の削減は目標と
して設定していませんが、実績の推移を公開していきます。2012年度～2021年度の
CO2排出量推移につきましては、環境パフォーマンスの項目をご覧ください。 尚、
2021年度から海外拠点の環境パフォーマンスデータの収集を開始いたしました。収
集可能なデータがほぼ特定できましたので、把握できたものから順次公開いたしま
す。今後は、CO2排出量削減のために実行可能な施策を検討するとともにグローバ
ルでの目標設定を検討していきます。

2022年11月8日から本社にて彩の国ふるさとでんき（卒FITの自然エネルギー電力活用）の導入利用を開始いたしま
した。これにより2022年11月以降の本社のCO2排出量（Scope2）はゼロになる見込みで、2022年度の環境パフォー
マンスデータに反映される予定です。
最新の環境パフォーマンスは、ワコムのウェブサイト内「環境活動」をご覧ください。
https://www.wacom.com/ja-jp/eco-initiatives

 ＜1.5℃シナリオにおける影響評価＞

1.5℃シナリオ分析では、炭素税導入や電力価格の高騰に伴う費用の増
加など、支出の増加を主なリスクとして想定しています。ワコムの事業
形態やCO2排出量実態を踏まえた分析では、これらの直接的な追加支
出増による財務影響は軽微だと判断しているものの、国境炭素税の導
入による追加支出や、製造・輸送に関わる業務委託先でも同様の影響
から追加支出分の価格転嫁が想定され、間接費の増加を想定していま
す。一方で、省エネ性能の高い製品や環境に配慮した素材を使用した製
品の需要増加やエシカル消費をはじめとした社会問題や地球環境に配
慮したサービスへの需要増加は、そのニーズに対応した製品・サービス
の提供が事業機会となり得る可能性を認識しています。例えば、社会全
体でペーパーレス化が推し進められた場合、企業、自治体、教育現場、
クリエイターなどさまざまな場面で各種ペンタブレットの需要が増加
することが想定されます。ワコムでは、かねてより再エネの活用などを
進め、CO2排出量の削減に取り組んでいますが、今後これらの取り組み
を一層促進させていくとともにさらなる対応策を検討してまいります。

取締役会

ESGタスクフォース

各事業部門の関連部署

監督 報告

指示 報告

ガバナンス体制図

4℃シナリオ 1.5℃シナリオ

経済活動が優先され、
気候変動対策に関しては消極的なシナリオ

政府による気候変動関連の政策·規制は進展せず、 
今世紀末時点で世界の平均気温は産業革命期と比
較して4℃上昇し、慢性的な気象変化や異常気象災
害による物理的な影響が拡大する。

脱炭素社会実現に向けた取り組みが
積極的に進められるシナリオ

今世紀末時点で世界の平均気温の上昇が産業革命
期 と比較して1.5℃に抑えられるよう、2050年カー
ボンニュートラル達成を目指して政策·規制の強化
が進むとともに、市場においてもエシカル消費をは
じめとした購買行動変化や技術革新など、脱炭素化
への移行が進む。

（参考シナリオ）
IPCC第5次評価報告書（AR5）RCP8.5
IEA WEO2021 STEPS

（参考シナリオ）
IPCC第5次評価報告書（AR5）RCP2.6
IEA WEO2019 SDS、NZE2050

区分 要因 事象 分類 時間軸
評価

対応策
4℃

シナリオ
1.5℃

シナリオ

移行
リスク

カーボンプライシング

・ 炭素税をはじめとするカーボンプライシングの導
入により操業にかかるコストの増加 リスク 長期 － 小

・再生可能エネルギーの導入
・CO2排出量目標設定
・照明のLED化をはじめとする省エネ対策

・ 国境炭素税及び製造や輸送に関わる業務委託先で
の炭素税導入に伴う価格転嫁による間接費の増加 リスク 長期 － 小* ・業務委託先の再エネ促進

エネルギーコストの変化 ・ 再生可能エネルギーへの転換に伴う電力コストの
増加 リスク 長期 － 小 ・照明のLED化をはじめとする省エネ対策

・省電力の設備への入れ替え

顧客行動の変化
・環境に配慮した製品の需要増加
・ ペーパーレスの推進による各種ペンタブレット需
要の増加

機会 中期 － 中*
・省エネ性能の高い製品などの開発、販売
・ 教育現場やビジネスなどへのターゲットの拡大
・ペーパーレス化に伴う顧客ニーズへの対応

物理的
リスク

異常気象の頻発化

・洪水や高潮による自社拠点への直接的な被害
・拠点被害による営業停止に伴う損害 リスク 短期 大 中 ・ BCP整備による店舗・事業所のレジリエンス強化

・リモートワーク制度の整備

・ 在庫を保有している委託先工場への洪水や高潮に
よる被害
・委託先工場被害による営業停止に伴う損害

リスク 短期 大* 中* ・安定した調達手段の検討
・ サプライチェーン全体のBCP対策状況の把握

・外出機会の減少により、リモートワークの増加 機会 長期 小* 小* ・ 教育現場やビジネスなどへのターゲットの拡大

平均気温の上昇 ・空調使用量の増加 リスク 長期 小 小 ・高効率な空調システムの導入

＜時間軸の定義＞
短期：0~1 年 中期：1~5 年 長期：5~10 年

＜影響度評価の指標＞
「大」「中」「小」は影響度の評価結果を表しています。評価結果に*がついているものは、定性評価による評価結果です。なお、各事象のおける影響度の評価
は個別の条件の元で記載したものであり、相互間の関係性については考慮していません。
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　ワコムのガバナンスは、グループのCEO
を筆頭に、各国・各地域の現地法規制等を
遵守しながら、グローバルに展開されていま
す。ワコムの具体的な活動のルールも、ワコ
ムグループ共通のグローバルポリシーを中
心として定められており、世界中で同じポリ
シーのもと活動しています。
　ワコムグループの各社は、現地のチームメン
バーが代表者を務めるなど、現地採用された
メンバーが中心となって活動しています。また、
すべての子会社が現地のメンバーによる運営
を前提としつつ、現地の代表者とワコムから派
遣された取締役で構成された取締役会の下で
グループ全体の戦略や方針との整合を図り、
ガバナンスを維持する体制がとられています。
　そして、ワコムグループにおける売上高や
従業員数の海外比率の高さを鑑みると、海
外の子会社のガバナンスはワコムグループ
の重要な経営課題になっています。

グローバルな意思決定

　ワコムの事業活動の意思決定において、
法令で定められた事項や重要性の高い事項
の決定は、株主から委託を受けたワコムの取
締役会で行います。海外の子会社の事業活動
であっても重要性が高いものは、現地の取締
役会での決議に加えて、ワコムの取締役会に
おいても決議することにより、ワコムの取締役
会がグループ全体の重要事項の審議と決定
を行う仕組みになっています。
　ワコムグループの重要事項については、ワ
コムの取締役会において決定することでガ
バナンスに万全を期する面と、一定程度の権
限を業務執行者に委譲して迅速に効率的な
業務執行を行うことで競争力を高めようとす
る面とを合わせて考慮し、ワコムグループの
運営に最もふさわしいルールを定めています。
　業務執行に当たっては、ワコムグループに
共通の職務権限規程を定めており、グロー
バルのどの職場で行う業務であっても、グ
ループで統一したルールに基づき意思決定
者が決まります。また、一定の承認のもとで
下位職位への権限の委譲を認め、柔軟で効
率的な業務の推進も図っています。

ガバナンスと競争力の強化

　ワコムは、日本で設立され、2万人強の個
人と国内外の多くの機関投資家からなる株

主に支えられています。日本の会社法でいう
監査等委員会設置会社にあたり、法定の機
関として、株主総会のほかに取締役会と監査
等委員会を有しています。また、任意の機関と
して、指名委員会と報酬委員会を設置し、各
委員会を最適に運営することでガバナンスを
強化し競争力を高めることを目指しています。
　2023年3月現在、取締役会は9名で構成
され、社外取締役は5名で過半数を占めます。
2021年6月にワコムでは初となる女性の社
外取締役も選任されました。
　監査等委員会は自らも取締役である監査等
委員3名（全員が社外取締役で、内1名は常
勤）で構成されており、取締役会での意思決定
への参画や業務執行の監督を行っています。
　指名委員会は社外取締役を委員長とし、
ワコムの取締役および重要な幹部社員の選
解任についての方針を定め、実際の選解任
についても取締役会に助言や提言を行って
います。現社長も指名委員会の検討を経て
選出されています。今後も、次世代の経営者
や幹部社員の選任について検討を行い、サ
クセッションプランを策定して、当社の理念
や価値を次世代につないでいくという橋渡し
の役割が期待されています。
　報酬委員会は社外取締役を委員長とし、
取締役の報酬の枠組みについて検討し取締
役会に助言や提言を行っています。現在導入
している取締役（社外取締役を除く）に対する
譲渡制限付株式報酬制度の設計に当たって
も報酬委員会がその任を担いました。今後も
多様化する取締役への期待に応じて、報酬
制度の在り方も見直しつつ、ワコムグループ
の競争力強化を図っていくことが期待されて
います。

取締役会の特徴

　取締役会の特徴の一つは「スピード感」で
す。ワコムが活動している市場は変化が速く、
その中で戦っていくには意思決定のスピード
が不可欠です。取締役会において、ガバナン
ス面での検討やリスク分析も十分に行ったう
えで、可及的速やかに意思決定し、執行につ
なげていくことを常に心がけています。また、
緊急を要する場合においても、臨機に取締役
会を開催し、議論を尽くしたうえでの意思決
定を行っており、柔軟かつスピーディーな意
思決定が行われる風土が醸成されています。
　取締役会は、ワコムグループで働くチーム
メンバーとの距離を近くすることも常に意識
しています。国内外のチームメンバーが取締

役会で意見を述べる機会も多くありますし、
それに対して取締役会も真摯な姿勢で臨み、
質問や助言も提供されます。社外取締役が自
らその知識や経験をチームメンバーと共有す
るような機会も積極的に設けられており、ワ
コムの取締役会は、フラットでオープンな社
風をそのまま反映していると考えています。

取締役会の進化への取り組み

　ワコムは、取締役会実効性評価を毎年行
い、取締役会の活動をさらに良いものにする
ための取り組みを行っています。この調査は
事務局が作成するアンケートに取締役全員
が回答し、それに基づき全員に対してインタ
ビューを行うもので、その結果を分析して取締
役会で議論し、問題点を抽出して、その後の
取締役会のテーマ選定や運営にも役立てて
います。この評価活動を通じて、会社の重要
課題への取り組みや、経営者の後継者計画
の議論の推進も後押しされており、今後もこ
の評価活動を継続して行っていく方針です。
　また、サステナビリティについての議論の
重要性も認識しており、ワコムのESGタスク
フォースチームがその活動を取締役会に定
期的に報告することで、取締役会の意見に
反映していきます。

後継者の育成と選任

　ワコムの中長期的な発展を見据えた場合、
経営における後継者の育成と選任は重要な
課題です。取締役会の全員が、自身の職責を
果たすことはもちろん、後継者の育成を図
り、橋渡ししていくことを意識しつつ職務にあ
たっています。例えば、社外取締役の2名は
勉強会の開催などを通じて自らチームメン
バーへ知識や経験の継承活動も継続的に
行っています。
　組織の中で責任ある仕事を課し、成長を促
していくことで、将来のワコムグループを率
いていく人材も育ってきており、取締役会に
おいては、後継者に必要な資質の議論や具
体的な候補者情報の共有といった過程を経
ながら、候補者の人物と能力を見極める機会
を増やし、後継者選任をより具体的に進めて
いきます。

グローバルポリシーをもとに活動

GOVERNANCE
ワコムグループのガバナンス

東京証券取引所プライム市場に上場している株式会社ワコム（以下、ワコム）と
海外の子会社が一体となったグループ（以下、ワコムグループ）として
グローバルに活動するワコムのガバナンスについてお伝えします。

1.稲積憲　社外取締役
2.町田洋一　取締役　チーフ ファイナンシャル オフィサー

3.細窪政　社外取締役　監査等委員
4.嘉村孝　社外取締役　監査等委員

5.井出信孝　代表取締役社長　チーフ エグゼクティブ オフィサー
6.稲増美佳子　社外取締役

7.東山茂樹　社外取締役　監査等委員（常勤）
8.薄田幸生　取締役　ITIT、法務、知的財産、経営企画担当
9.山本定雄　取締役　チーフ テクノロジー オフィサー

（2023年3月現在）
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Q：投資会社も経営されていた細窪さん、ワコムのどこにベットしたいですか?
A：ワコムの強みは、「マーケットリーダー」「グローバル経営」「コミュニティ
エンゲージメント」であり、もし私が投資家であれば、この3点にベットしま
す。言い換えると、高い技術力に裏付けられた魅力のある製品を、長年にわ
たりグローバル市場に投入し続ける数少ない日本メーカーの1社であり、日
本人として是非とも応援したいです。さらに、ワコムはその地位に固執して進
歩を止めることなく、常にユーザーコミュニティに寄り添って、新技術・新製
品・新サービスの創出に挑み続けており、私はその点も高く評価します。今
後もより多様性に富んだ筋肉質な企業体質を実現し、時代の数歩先を見据
えて未来に挑戦する企業であり続けて欲しいです。

細窪政 | Osamu HOSOKUBO

社外取締役

監査等委員

Q：他社で役員を務める稲積さんから見た、ワコムの際立つユニークさとは?
A：「ハードウェアを使ってデジタル上に描く・書く」というバリバリのテクノ
ロジー企業でありながら、「ステークホルダーとの距離感が近くて温かみの
ある」カルチャーが際立ってユニークだと思います。例えば「経営幹部とワコ
ムメンバーがフラットに議論できるところ」「顧客の創作活動を積極的にサ
ポートしているところ」「顧客の体験向上に向けて多方面のパートナーと一体
となって進んでいるところ（コネクテッド・インクはその象徴）」「投資家と積
極的に対話を行うところ」「各社外取締役の強みに応じてワコムメンバーと
の交流機会を設けているところ」など近い距離感でたくさんの共創によって
進化を生み出しているところがワコムの強みになっていると感じます。

稲積憲 | Ken INAZUMI

社外取締役

Q：ワコムの技術で絶対に誰にも負けないものをひとつ挙げるとしたら？
A：他社に負けない技術として、EMR製品では低消費ペン IC技術や座標
計算手法、アクティブES製品では高S/Nのセンシング技術や独自のプロト
コル開発・拡張技術などがあると思います。ただ、それ以上に他社に負けな
いものとして、設立からずっと電子ペンに特化して技術開発・製品開発に取
り組んできていること、それ自体ではないでしょうか。仕様の数値を良く見せ
るとかではなく、本当の性能を実現するために真摯に技術・製品の開発を
行い、ユーザーにベストな製品を届け、使って喜んでもらう。そのような考え
方をもって製品をつくり続けていく限り、ワコムはどの会社にも負けないと
思います。

山本定雄 | Sadao YAMAMOTO

取締役 チーフ テクノロジー オフィサー

Q：日々進化するITシステム、薄田さんの最大注力ポイントは？
A：刻々と進化するITシステムですが、技術トレンドをよく理解し、最適なタ
イミングで自社にあったサービスを導入することが重要だと考えております。
また革命的な人工知能（AI）の進化は、個人的にも注目しています。IT投資
は、攻めと守りのバランスが重要ですが、直近では守りの ITにより重点を置
いています。昨年、オンラインストアへの不正アクセス問題でご迷惑および
ご心配をお掛けしました。サイバー攻撃はますます高度化し、脅威も増して
おります。IT部門としては、社内、社外のネットワーク上に最新のセキュリティ
対策を重層的に追加することで、サイバー攻撃の兆候を早期に発見・対処
し攻撃を防ぎ、リスクを減らすことができると考えております。

薄田幸生 | Yukio USUDA

取締役

IT、法務、知的財産、経営企画担当

Q：社内で過ごす時間も多い東山さん、チームメンバーの印象は？
A：監査等委員として、日頃オフィスでワコムのチームメンバーと接して感じ
ていることは、ワコムチームメンバーのワコムへの愛です。まず、何よりも自
社製品への愛。そして、製品を通じてのお客様やそのコミュニティへの愛。そ
して一緒に働いているチームメンバーや家族への愛です。とにかく、ワコム
のチームメンバーは、ワコムのプロダクトやワコムに関わって働いている人
たちが大好きで、デジタルペンで自らがクリエイティブな作業をしたり、デジ
タルペンやタブレットの可能性をお客様と一緒に考えるのが大好きです。私
たち取締役は、ワコムのチームメンバーのワコムへの愛を、ワコムの企業価
値の向上につなげるのが最大のミッションだと考えています。

東山茂樹 | Shigeki HIGASHIYAMA

社外取締役

監査等委員（常勤）

Q：社外取締役歴が一番長い嘉村さん、ワコムの変化をどう見ていますか？
A：「創業は易く、守成は難し」。中国の古い言葉を噛みしめています。当初の
「創業者の意気」が残っていた時代、強力なリーダーシップによるグローバ
ル経営から試行錯誤を経て、現執行部による時価総額1000億円を超える
会社になるまでを見てきました。現在、低位、中位いずれの製品も外部環境
の変化が激しく、一方で、部品ビジネスが強力な柱になっています。勝ち抜
いていくための努力に怠りはありません。世界的なSDGsなどにも対応せ
ねばならず、グローバル企業なればこそ地域による発想の違いもあります。
これらの「違い」をむしろダイバーシティによる飛躍につなげるべく、努力とそ
れによる魅力を創造していきたいと思います。

嘉村孝 | Takashi KAMURA

社外取締役

監査等委員

Q：ワコムが企画する新事業で、個人的に惹かれるものは？
A：もし、人気グルメ番組の主人公に、技術の粋を凝らした「寿司」「蕎麦」「天
麩羅」どれに惹かれる？と聞けば、即座に全部に惹かれる！と答えるでしょ
う。私が興味を持つのは脳のメカニズムです。脳の働き̶情緒のようなも
のにも̶の背後にメタ論理があるのではないか、つまり、脳の働きは論理
で一元的に説明可能ではないか、と考えています。ワコムの新規事業の興
味深さは、神秘のベールに包まれた脳のメカニズムを解き明かすアプロー
チのひとつ、もしくはそれを補完するような技術になり得る可能性を秘めて
いることだと思います。なので、各々の新規事業の旬の時期は違うかもしれ
ませんが、個人的に全部に惹かれます。

町田洋一 | Yoichi MACHIDA

取締役 チーフ ファイナンシャル オフィサー

ワコム取締役とのQ&A

 DIRECTORS
Q&As WITH

氏名 経営 海外事業 財務・会計 人材・
組織開発

Diversity
 &Inclusion*1

法務・
コンプライアンス

リスク
マネジメント 固有技術 Community

  Engagement*2
デジタル

  サービス*3

井出 信孝 ○ ○ － － ○ － － ○ ○ ○

町田 洋一 － ○ ○ － － － － － － －

山本 定雄 － － － － － － － ○ － ○

薄田 幸生 － ○ － － － ○ ○ － － ○

稲積 憲 ○ － － － － － － － ○ ○

稲増 美佳子 ○ － － ○ ○ － － － － －

東山 茂樹 － ○ － ○ － － － － － －

嘉村 孝 － － － － － ○ ○ － － －

細窪 政 ○ ○ ○ － － － － － － －

※1「Diversity & Inclusion（ダイバーシティ＆インクルージョン）」は、一般的に多様性と包括などに訳され、多様な人材がお互いに認め合い、受け入れ合う機会と風土作りなどを意味しています。
※2「Community Engagement（コミュニティエンゲージメント）」は、中期経営方針「Wacom Chapter３」の重要な要素であるコミュニティ構築、エコシステム開発などの知見を基準としています。
※3「デジタルサービス」は当社での IT経験に加え、業界や技術についての知見を基準としています。

取締役会のメンバーのそれぞれの強みや特性はスキルマトリックスに示されています。さまざまな分野における知識や経験が活か
されるようバランスの取れた構成となっており、なかでも、ワコムの求める特有のスキルとして、中期経営方針「Wacom Chapter３」
の重要な要素であるコミュニティ構築やエコシステム開発などの知見を基準とした「Community Engagement」、当社でのIT経験
に加え、業界や技術についての知見を基準とした「デジタルサービス」といったスキルを評価に加えている点がユニークな点です。

取締役会の
スキルマトリックス

Q：組織のプロである稲増さんから見た、ワコムがもっと成長すべきところは?
A：会社は、未来ビジョン（目標）を設定し、事業＝ビジネスに関する定量・
定性目標を社内外に発信します。では、その事業目標実現のために、いった
い「どんな組織デザイン、カルチャー＆マネジメントであるべきなのか?」。つ
まり、組織ビジョンを考えることが必要になります。誰も正解は持っていない
時代です。目標によって、ヒエラルキー型／マトリックス型／ホラクラシー型
／トップダウン型など、多様なスタイルが存在します。だからこそ、未来に向
けて“どんな組織でありたいのか”が問われます。“ワコムらしいマネジメン
ト”をWacom Styleとして見える化し、メンバーが自走進化する組織へと成
長していくのが楽しみです。

稲増美佳子 | Mikako INAMASU

社外取締役

中期経営方針に沿って、技術をもとに価値あ
る体験を創り、お客様に届け、多様なコミュ
ニティとともに学び、そして技術革新を持続
可能な社会の実現につなげる̶。これらす
べてが多くのパートナーや多様で多面的な社
会全体の成長をもたらすと信じ、施策の立
案・実行を指揮するワコムの取締役（2023年
3月現在）を、代表取締役社長である井出から
の一問一答で紹介します。 井出信孝 | Nobutaka IDE

代表取締役社長 兼 
チーフ エグゼクティブ オフィサー

質問する人

Our
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設立年月日 1983年7月12日

資本金 4,203 百万円 (2022年3月31日現在)

発行済株式総数 166,546,400株 (2022年3月31日現在)

連結社員数/単体社員数 1,069 / 410名 (2022年3月31日現在)

社員平均年齢（単体） 44.5 歳 (2022年3月期現在)

社員平均勤続年数（単体） 10年7ヶ月 (2022年3月期現在)

社員平均年間給与（単体）
1,123 万円 (2022年3月期現在)
(注) 上記の社員平均年間給与は2022年3月期の年間平均給与であり、
その中には前期 (2021年3月期) の業績賞与及び特別賞与が含まれて
います。

事業内容

ブランド製品事業
　コンピュータ入力機器の開発･製造・販売

テクノロジーソリューション事業
　コンピュータ入力部品やモジュールの開発･製造・販売

決算日 3月31日

取引銀行

みずほ銀行
三菱UFJ銀行
埼玉りそな銀行
三井住友信託銀行 

本社／工場 〒349-1148　埼玉県加須市豊野台2-510-1

支社･営業所（日本）

東京支社
大阪営業所

〒160-6131　東京都新宿区西新宿8-17-1　住友不動産新宿グランドタワー31階、35階
〒531-0072　大阪府大阪市北区豊崎5-4-9　商業第2ビル6階

海外子会社

ワコムヨーロッパ（ドイツ）
ワコムテクノロジー（米国）
ワコムチャイナ（中国）
ワコムコリア（韓国）
ワコムオーストラリア（豪州）
ワコムホンコン（香港）
ワコムシンガポール（シンガポール）
ワコムタイワンインフォメーション （台湾）
ワコムインディア （インド）　
ワコムベトナムサイエンスアンドテクノロジー（ベトナム）

Zollhof 11-15 40221 Dusseldorf Germany
1455 NW Irving Street, Suite 800 Portland, OR 97209, USA
518, West Wing Office, China World Trade Center, No. 1 Jianguomenwai Avenue, Chaoyang District, Beijing 100004, China
Rm#1211, 12FL,KGIT Sangam Center, 402 Worldcup Bukro, Mapo-gu, Seoul, Korea, 03925
Ground floor, Building 1, 3 Richardson Place, North Ryde NSW 2113 Australia
Unit 1610, 16/F., Exchange Tower, 33 Wang Chiu Road, Kowloon Bay, Hong Kong
88 Market Street, #40-01CapitaSpring, Singapore 048948 
9F-1, No.237 Songjiang Rd., Zhongshan Dist. Taipei 104 Taiwan
426, Tower B, DLF Building, Jasola District Centre, Mathura Road, New Delhi 110025 India
Bac Ninh City, Hanoi Area Vietnam（2023年5月26日設立）

1： 財務資本

①総資産
②自己資本

733億円 (2022年3月期)
435億円 (2022年3月期)

2：製造資本

①製造パートナー等(EMS、ODM、本社工場)　

②デジタルペン出荷累計本

製造拠点数 22拠点 (2023年3月現在) 
所在地別分布割合 (2023年3月現在) 
中国 63%、ベトナム 13%、日本 9%、台湾 5%、
カンボジア5％、インドネシア5％
約3億本   (2023年3月現在)

3：知的資本

①技術者割合
　（グローバルベース）※1

②技術者所在地別分布割合

③知的財産件数

④  開発投資額

26％（2023年3月時点）

日本 64%、台湾 12%、ブルガリア 8%、中国 6%、
米国 5%、英国 3%、韓国 2%
特許登録及び出願件数 2,925件 （2023年3月現在）
意匠登録及び出願件数 1,265件 （2023年3月現在）
商標登録及び出願件数 940件 （2023年3月現在）
55億円 (2022年3月期)

4：人的資本

① 男性正社員の賃金を100とした時の女性
　正社員の賃金の割合※2 
　（日本国内ベース）※1

②中途採用率※3

③男性産後育児休業取得件数

④  男女比率
　（グローバルベース）※1

⑤管理職比率
　（グローバルベース）※1

⑥経営戦略会議出席者の女性比率

 男性 女性　（2023年3月期）
一般職 100 87
マネージャー職 100 96
ディレクター職 100 97
96%　（2023年3月期）
98%　（2022年3月期）
100%（2021年3月期）
　　　　　　　　　　　取得期間の傾向
3名　（2023年3月期）　1ヶ月未満から半年程度
3名　（2022年3月期）　1ヶ月未満から3ヶ月以内
0名　（2021年3月期）　
男性　　女性
65%　　35％　（2023年3月現在）
77%　　23％　（2023年3月現在）

20％（2023年3月現在）

5：社会関係資本    

① コネクテッド・インク参加のパートナー数
②  エクスペリエンス・センターでのイベント数

③寄付活動等
④ウクライナ支援

40　（2023年3月期）
319回（2022年 ポートランド（米国）、デュッセルドルフ（ドイツ）
における実績）
寄付金 札幌国際芸術祭 2千万円（2023年3月期）
国連UNHCR協会を通じた寄付金 3千万円 (累計)
Stand Together基金の設定２千万円
 (社内基金としての拠出額)と現地支援活動件数 14件

6：自然資本

①CO2排出量

②水の消費

Scope1+2　1,337.2 t-CO2 (2021年3月期)  
注）Scope3 データはP72 を参照
2,454㎥ (2021年3月期)

会社概要

株式会社ワコム

価値創造を実現する6つの資本 (データ編)

Six Capitals 
for Value Creation

　ワコムは、これまで築いた「6つの資本」
を戦略的に活用し、社会の変化に対応して
持続的な成長を目指します。ここで示す「6
つの資本」のデータは、ワコムの成長の原
動力の一例となります。
　これらの資本を活用して、ESG視点での
取り組みやステークホルダーとの積極的
な対話を進め、価値創造の実現につなげ
るとともに、人間と社会にとって意味深い
成長も追求していきます。
　また、これらを具体的な行動へと移して
いくにあたり、法令遵守はもちろんのこと
倫理的で責任ある事業活動を行っていく
ための基礎となる「ワコム 倫理・行動規
範」を設けています。
「ワコム 倫理・行動規範（Wacom Code 
of Ethics and Business Conduct）」の
概要等は、ワコムのウェブサイト内「サステ
ナビリティに関連した当社の規範、方針、
体制等」をご覧ください。

本社（事務棟）

Company Data

2023年3月31日現在

※2 厚生労働省令または内閣府令に基づく提出書類で
の記載は、全従業員単位での全体比較となっています
が、ここではワコムが人事制度の根幹として取り入れて
いる職務制度、すなわち仕事の責任や難易度、革新性、
責任地域範囲などに鑑みて設定される「職務レベル」ご
とに比較した賃金の差異を提示しています。

※1 集計対象となる従業員には臨時雇用者などを含む

※3 各年度における正社員採用実績中における中途採
用数の割合を表示しています。

https://www.wacom.com/ja-jp/about-wacom/social-initiatives/policy#1

ワコムの中期経営方針における資本政策
（キャピタルアロケーション等）は、ワコ
ムのウェブサイト内「IR・投資家情報　開
示資料およびIR資料」の「中期経営方針 
Wacom Chapter 3 アップデート 二次
レポート」をご覧ください。

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS95168/d0e3578f/2633/402a/a82e/4fa2ee77652d/20230608191618538s.pdf

82 83



THEN TILL NOW

1980s

●世界初のコードレスペンタブレット
　SDシリーズ発売

1987年 9月  

●世界初のコードレスカーソルのペンタブレット
WTシリーズ発売

1984年 4月  

●株式会社ワコム設立
（埼玉県上尾市・資本金48百万円）
ペンタブレット製品及び電気設計用CADの
事業を開始

1983年 7月   

1990s

●普及価格帯ペンタブレット
「FAVO/Graphire」発売

1999年 11月  

●マイクロソフト社のWindows for Pen 
Computingリリースに伴い、ワコム初のペン
入力コンピューター発売

1992年 4月  

●ワコムコンピュータシステムズ
（現ワコムヨーロッパ） 設立（ドイツ）

1988年 4月  

●プロフェッショナル向けペンタブレット
「Intuos®」発売

1998年 9月   

●ワコムテクノロジー設立（米国）
1991年 7月   

●ArtPad発売（グラフィック用途の省スペース
ペンタブレット）

1994年 10月   

●はじめての液晶ペンタブレット
（10.7型2階調液晶搭載）発売

1990年 5月   

2000s

●ワコムタイワンインフォメーション設立
（台湾）

2008年 9月   

●ワコムホンコン設立（香港）
2006年 4月   

●ワコムデジタルソリューションズ
（現ワコムコリア） 設立（韓国）

2004年 4月   

●日本証券業協会JASDAQ市場上場
2003年 4月   

●液晶ペンタブレット「Cintiq®」 発売
2001年 9月   

●ワコムチャイナ設立（中国）
2000年 3月   

●コンシューマ向け新シリーズ
「Bamboo™」 発売

2007年 5月   

●東京証券取引所市場第一部上場
2005年 12月   

●ワコムシンガポール設立（シンガポール）
2006年 5月   

●ワコムオーストラリア設立（オーストラリア）
2005年 4月   

ワコム連結売上高推移イメージ図
 (2022年3月期 1,088億円まで)

2010s

●第1回　コネクテッド・インク開催
2016年 1月   

●デジタルペンのアクティブES方式発表
2014年 3月   

●デジタルインク技術「WILL™」発表
2014年 2月   

●サムスンスマートフォン「Galaxy Note」に
ワコムのデジタルペン技術採用

2011年 10月   

●ワコム初のＯＳ搭載モバイル製品
「Cintiq® Companion
（現Wacom® MobileStudio Pro）」発表

2013年 8月  

●ワコムインディア設立（インド)
2010年 10月   

●エンジニアリングソリューション（ECAD）
事業を日東工業株式会社へ譲渡

2017年 12月   

●常設体験型ストア「ワコムブランドストア」を
新宿マルイアネックスにオープン

2019年 11月  

●ワコムグループ中期経営計画
「Wacom Chapter 2」
（2018年4月～2022年3月）スタート

2018年 4月   

●エントリーモデルの液晶ペンタブレット
「Wacom® Cintiq® 16」発売

2019年 1月  

●ワコム初の31.5型液晶ペンタブレット
「Wacom® Cintiq® Pro 32」発売

2018年 10月   

●マイクロソフト社のペンプロトコルに対応した
スマートスタイラスペン「Bamboo Ink」発売

2017年 6月   

2020s

●「Wacom Story Book Issue 1」発行
2023年 5月   

●株式会社セルシス（旧アートスパークホール
ディングス株式会社）と資本業務提携
東京証券取引所プライム市場に移行

2022年 4月   

●アクティブES®ペンの第2世代技術が富士通
クライアントコンピューティング「FMV 
LOOX」で世界初採用

2022年 3月   

●サムスン「Galaxy S22 Ultra」と「Galaxy Tab 
S8」シリーズにてワコムのデジタルペン技術
搭載

2022年 2月   

● 5G（第5世代移動通信システム）を活用し、
モバイル通信でリモートからアニメやCGを
制作する実証実験に成功

2022年 1月  

●ワコム、ヘラルボニー、コネクテッド・インク・
ビレッジでアーティスト同士が境界を越えて
呼応し作品を生み出す新たな取り組みを提案

2021年 11月   

●サムスン「Galaxy Z Fold3 5G」に
ワコムのデジタルペン技術搭載　

2021年 8月   

●一般社団法人コネクテッド・インク・ビレッジ
発足

2021年 2月   

●ワコムグループ中期経営方針
「Wacom Chapter3」
（2021年4月～2025年3月）スタート

2021年 5月   

●サムスン「Galaxy S23 Ultra」と「Galaxy Book3 
Pro 360」にワコムのデジタルペン技術搭載

2023年 2月   

●「Wacom® Cintiq® Pro27 」発売
2022年 10月   

●サムスン「Galaxy S21 Ultra 5G」にワコムの
デジタルペン技術搭載
同社スマートフォンSシリーズとして初採用

2021年 1月   

●デジタル初心者向け液晶ペンタブレット
「Wacom® One」発売

2020年 1月   

●大磯町、株式会社セルシス、株式会社アイネット
と「デジタルクリエイティブ教育」を推進する
パートナーシップ協定締結

2020年 11月   

●三菱鉛筆株式会社、株式会社セルシスとの3
社で初となるコラボレーションにより、鉛筆
「Hi-uni（ハイユニ）」の描画体験をデジタル
で再現

2020年 8月   

2020 - 2023 2010 - 2019 　　　2000 - 20091990 - 19991980 - 1989

2013.082007.052001.0919941992

1987

1984 1998

1999

□CAD
□電子出版

1990
□インターネット
□CGによる映画制作
□ブロードバンド
□デジタルカメラ
□携帯電話
□携帯型ゲーム機

1990s
□IoT
□VR
□AR

2010s
□メタバース
□Web3

2020s
□パソコン
□家庭用プリンター
□デジタルカメラ
□モバイル通信普及
□スマートフォン

2000s
□電子書籍
□タブレットPC
□3D映画
□電子サイン

2018.10 2022.01  2022.10 2021.08 2020.01

ワコムの歴史

1983年に設立したワコム。当時から現在までの軌跡を、
テック業界の進化とともに振り返る。

ワコムの歩み

IT業界の歴史

□3Dプリンター
□4Kテレビ
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Meaningful 
Growth

to be continued...

測定可能な評価軸だけではない世界を目指して

【 Meaningful Growth（意味深い成長）】という問いかけ

★中期経営方針 Wacom Chapter 3における「5つの戦略軸」

1
Technology Leadership

技術開発に集中し、圧倒的な体験を届ける

2
Community Engagement

顧客・コミュニティ・パートナーと共に体験を創る

3
New Core Technology, New Value Proposition

新しい価値を開発し、新しい価値を届ける

4
Technology Innovation for Sustainable Society

持続可能な社会に貢献する技術開発

5
Meaningful Growth

人間と社会にとって意味深い成長を目指す

　現在、ワコムは【中期経営方針 Wacom Chapter 
3】という段階を歩んでいます。Wacom Chapter 3
では「5つの戦略軸*」を掲げていますが、特に挑戦
的なのが【Meaningful Growth（意味深い成長）】
という新しい概念です。財務的な成長は事業会社と
して存在する限りは当然の責任ですが、一方で、「財
務指標の改善を追いかけるだけの経営に未来はあ
るのか?」という課題提起も込めて、意味深い成長を
追い求めたいと考えているのです。
　お客様、パートナー、そしてチームメンバー。ワコ
ムを取り巻くすべての人々から「ワコムがいたから新
しい体験を生み出すことができた」というエピソード
を積み重ねていきたい。そのように語られるのであ
れば、ワコムという会社も存続を許されるはずであ
り、それこそが【Meaningful Growth】と言えるので
はないでしょうか。【Meaningful Growth】は明確に
数値化された目標ではないので、その評価は難しい
と思います。それでも、ワコムはこの問いかけを続け
ていきます。
　願わくは、チームメンバー一人ひとりの仕事が
【Meaningful Growth】につながって欲しい。個人

の視点で言えば、「成長」は「進歩」「向上」「深化」と
言い換えられるかもしれません。経営陣ができるの
は、チームメンバーの【Meaningful Growth】につ
ながるような環境を整えることだけです。働く場所、
働く時間の裁量を拡大し、チームメンバーに権限を
委譲し、経営陣は支えていく。これだけです。
　「その成長は果たして、自分にとって、他者にとっ
て、社会にとって、意味深いか?」 この【問い】は僕ら
ワコムだけでなく、これからの社会においても重要
な視点になると信じています。
　ストーリーブックの刊行は、今年から始まった新た
な試みです。「ワコムがお客様に対して【体験の旅】
を届けるという『約束』」である「ライフロング・インク
（Life-long Ink）」の実現に向けて、【心の灯り】を
持ったチームメンバーたちの熱意と行動力に支えら
れ、数々のプロジェクトが着々と推し進められていま
す。これから定期的に、ストーリーブックを通じて
「【生命体・ワコム】の生きた証」をみなさんにお伝え
できることを楽しみにしています。ワコムが追い求め
る【Meaningful Growth】を、ぜひ一緒に体感して
ください。
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WORK
OF
ART

PROFILE:

SNSを中心に創作イラスト・漫画を制作。細部まで
緻密に描き込む画風。趣味は廃墟探索と読書。

創作することに悩み葛藤する混沌とし
た脳内をありのままに描きました。

COMMENT:

ARTIST:

Bunta

「創作2023」
TITLE:

Wacom Cintiq Pro 27で制作
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I D E ' S  L E T T E R  

T H A N K  YO U  F O R  E V E R YO N E

　2022年9月に社内外から編集チームのメンバーが集結し始動
した「Wacom Story Book」の制作。記念すべき創刊号に内包さ
れるコンテンツの企画立案からスタートし、それに続くインタ
ビュー取材、写真撮影、原稿執筆、誌面デザインなどの制作・編集
作業は9カ月もの長期におよんだ。総ページ数も当初70ページほ
どを想定していたが、蓋を開けてみれば「100」の数字が見え隠れ
するほどのボリュームに膨らんでいった。
　そんな制作の過程は、まさにワコムという世界に渦巻く「熱い想
い」「揺るぎない使命感」そして「唯一無二の価値観」を文字通り肌で
体感する“旅”であったと言って過言ではないだろう。「Issue 1」の
発行をもってこの旅は一つの区切りを迎える。が、しかし「Wacom 
Story Book」の現在地は、まだ出発点に過ぎないと編集チームは
信じて疑わない。なぜなら、ワコムはそれほどまでに奥深く、興味の
尽きない企業である、という事実を間近に目撃したからだ。

旅はまだ始まったばかり
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改訂履歴: P76-77 「TCFD 提言に基づく情報開示」を2023年5月31日付最終版に更新
 P88-89 「Work of Art:『創作2023』 by Bunta」を6月に新規に掲載

本資料の取り扱い上の注意点: 本資料に含まれる将来の見通しに関する
記述は、現時点における情報に基づき判断したものであり、マクロ経済や
当社の関連する業界動向、新たな技術の進展などにより変動することが
あり得ます。実際の業績などが本資料に記載されている将来の見通しに
関する記述と異なるリスクや不確実性があることをご了承ください。会
社名、製品名などの固有名詞は各所有者の商標あるいは登録商標です。 
掲載内容等へのお問い合わせ先
https://support.wacom.com/hc/ja/articles/1500004114281

「Wacom Story Book」 Webアンケートフォーム  
https://forms.office.com/e/EzxSbr5CyZ　QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 
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記載  □資料対象範囲: 株式会社ワコム及びグループ会社  □参考としたガイドライン等: GRIサス
テナビリティレポーティングスタンダード、ISO26000（社会的責任に関する手引き）、SASBスタン
ダード、国連グローバルコンパクトとSDGs、IIRC（国際統合報告フレームワーク）、TCFD提言等 
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